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序 文

本書は、平成15年1文に本ili教育委員会が実施した文化財保護行政の概要

を収録したものです。新しい軋紀を迎え、県都大分市は中核都市としての

風格と魅力あふれるまちづくりを推進するとともに，本市の焙本構想であ

る「心かよい 緑あふれる 躍動都市」の実現に誠意努めているところで

あります。また‘ド成17年1)ll Hには、大分市・佐賀関町・野津町との l

市2町の合併が予定されており、新たな大分市としてさらなる飛躍が期待

されるところです。

さて、昨年度は本市において開催された全国者1s・r1r緑化フェアに協奸して、

会場近くの海部古墳；代料館において、縄文時代の交通や交易に関する横尾

遺跡にスポットを当てた「照菜樹林に森らす縄文人と交易」を企画したと

ころ、県内外からたくさんの来館者を迎えることができました。また、亀

塚古瑣公l点lで侮年催される「海部のまつり」に併せ開1梢した、古代海部郡

術跡と推定される城原・里辿跡の現地説明会につきましても多くの見学者

を数えました。

また、発掘調査についても40件ほどの調査を尖施し、数多くのtt重な成

果を得ることができました。特にカゴに入れられた姫島産黒llli石につづき、

水場の遺構を形成する最古の｝Ju工部材が発見された横尾追跡や肥後藩藩i:・

加藤消正が瀬戸内海航路拠I!iとした舟入跡が確認された鶴崎町遺跡群、古

墳時代の：I;．作り工房跡が検出された杓宮八幡宮逍跡等々は、本市の歴史に

新しいページを付け加えることとなりました。

こうした企画展や現地説明会の開1椛さらには発掘調査事業の実施ととも

に、本市教育委員会では歴史；代料館と協働するさまざまな体験学習への支

援や市民の歴史教育等々を通して、郷土愛既かな市民の育成にも積極的に

努めてまいりたいと存じます。

蚊後になりましたが、本1tが市民の皆さんに広く活lllされますことを念

願するとともに、本市関係各位において広く活Jllされますように念願いた

しますとともに、本市文化財行政へのご理解とご協力をお願い申し上げま

す。

平成16年12月28IJ 

大分市教育委員会

教脊長秦 政栂
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例ロ

1.本ltは、大分市域において大分市教脊委員会が平成15年4月1I]から平成16

年3月31Hの間に行った埋蔵文化財に関する事業内容についてまとめた年報

である。

2. 平成15年1虻における調査地点は表4-6及び第 2図に示している。

3.本，！Fの執筆は、各担当者が分担して行い、文末に執筆者名を記している。

4. 第W泡受領l叉l書目録は、平成15年4Jl 1日から平成16年3月3111の間に大分

市教育委員会に受贈された内籍等を掲載した。

5.第w章受領図書目録の作成は、森永奈美・平野尚子による。

6.辿構・遺物の実測及び図版の作成等については、次に記す大分市教育委員会

臨時職員の協力を得た。

粟津扶実了・ •平 II-1美智子・村lIl麻美・伊東みほ•松場泉・伊f'.J.'円香

小野裕子・神崎順子・吉川睦子・川筋智栄子•本田理恵子・石川ひとみ

堀 ll1消乃•森永美紀・杉iiIHI1香•佐藤香織・小野啓子・工藤絵芙・品ll直美

工藤雄実子・江藤梓・安藤香奈子・稗田智美・渡辺淑子・小lll田裕子

石川泰子・矢野幸栄・溝辺尚子・長尾宇華・ ll}京子・白橋福子

中111麻理子・和田知絵美・橋本千代美・武藤由紀子・羽田裕子

芹 lll美保子・作吉芙知子・佐々木品芙•山 I_I しのぶ．ii|i塚亜祥子

堤美智代・黒田きくみ・今村信子・コ董野京子・佐藤志信（順不同）

7.本文中に掲叔した現場写其は各担当者が撮影したものである。

8. 本：Iltの紺梨は五十川が行い、校正は1i.十川を中心に各追跡担当者が行った。
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第I章 大分市教育委員会文化財課概要

1.沿革

昭和51年4月1H 

昭和59年6月288

平成 5年4月lH 
平成10年4月lll 

平成12年4月1H 

平成13年4月1H 

大分市教育委員会社会教育課内に文化財係を設脱

大分市教育委員会社会教育課文化財係を大分,Ir教育委員会社会教育課文化財室に改糾
大分市教育委員会文化振典課文化財室に改糾~

大分市教育委員会生涯学習課文化財室に改糸ll
大分市教育委員会文化財課に改組

大分市教育委員会教育総務部文化財課に改糾
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大分市教育委員会事務局組織規則（抜粋）

文化財課

(1) 文化財の調査、保存及び整備に関すること。

(2) 文化財保護思想の普及啓発に関すること。

(3) 文化財保護審議会に関すること。

(4) 歴史脊料館、海部古墳脊料館、毛利空桑記念館、池見家住宅その他文化財施設の管理に関すること。

3.大分市文化財保護審議会

大分市文化財保護審議会委員（平成16年4月1日現在）

【氏名】 【勤務先・職名］ 【担当】

会 長 佐藤慎 元荷揚町小学校長 動植物

副会長 豊．田襄芝 大分大学・教授 近 惟

北野 隆 熊本大学・教授 建造物

橘 昌侶 別府大学・教授 考古埋蔵

橋本操六 大分大学非常勤講師・前県総務課参事 中

西別府元 H 広島大学文学部・助教授 古

宗像健一 大分県立芸術会館・学芸第一課長 美

友永尚子 大分県立芸術会館・主幹学芸貝 工

小泊立矢 前大分県立先哲史料館MIj館長 民

吉田 稔 元王子中学校校長 生

大分市文化財保護審議会条例（平成11年12月15日条例第42号）

（設置）

戦

代

術

芸

俗

物

第1条 文化財保護法（昭和25年法律第214号）第105条第 1項の規定に基づき、大分市教育委員会（以下「教育

委員会」という。）に大分市文化財保護審談会（以下「審議会」という。）を置く。

（組織）

第2条 徘議会は、委員10人以内をもつて組織し、学識経験者のうちから教育委員会が委嘱する。

（任期）

第3条 委貝の任期は、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 委員は、再任を妨げない。

（会長及び副会長）

第4条 審議会に会長及び副会長 1人を骰き、委員の互選により選出する。

2 会長は、審識会を代表し、会務を総理する。

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第5条 審議会の会識（以下「会議」という。）は、会長が招梨し、会長がその議長となる。

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。
3 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、識長の決するところによる。

4 会長は、必要があると認めるときは、会識に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことがで
きる。

（部会）

第6条 徘議会に、教育委員会規則の定めるところにより、部会を置くことができる。

（庶務）

第7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

（委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、審議会の述営に関し必要な事項は、会長が定める。

附則

（施行期日）

1 この条例は、平成12年4月I8から施行する。
（大分市文化財調査委員会条例の廃止）

2 大分市文化財調査委貝会条例（昭和51年大分市条例第4号）は、廃止する。

2 大分市埋蔵文化財調査年報



第Il章平成15年度事業概要

1 開発事前審査事業

（］） 平成l5(2003)年1文の概災

表 lは平成J5年）文におけるHfl発1|_1両'i内容を示 したものである。

平成l5年1文のIII硝総l簡 ’iは9,274,971.81m2、総申請件数II0件を数える。

その内訳は、llfl発，i|画事前稲脊1|lili 4 件 、 1}り発行為 ’l i•Iiii協議 l | l請63件、 1m発行為変更 ’l i.iiii協議 I II間1件、宅地

造成1互li.:JHiii協議叶I両'il 3件、硲地経営関係4件、 I一．地・）＇凶＇・［節の） 1J1II,1lG件、十．地区11hj整HI!’li業’li-1ifi協議rIIili 2 1牛、

砕石法第33条の 6に），駐づく ．＇訟見の聴取^；が 2f牛、鉱業権の出｝組に関する協議2件、その他6件である。また、本年

炭はIJfl発行約事liij稲介申請、大規校士地取り11i.liij指和1hiりにつし＼てはII乍年度にり1き続き1|l請件数が0件であった。

これを平成l4年1如の申請内容と比較すると、総件数では 1件減でほぽ伺件数である。これはi}}-l発に直接結びつ

く開発社幽'|前1濱査、開発行為事• 1iii協議が減少したことなどがtな｝）;,:12,;1 と考えられる。 また、稲査件数においては、

令体的に減少領向にある中で、十．地沈買等のIui出が1',.|••増）JI l tii 1hjといえよう 。

次に、数年米減少傾向にあった"'訥l(li枯は、 111：年、砕石法や鉱業権1及l辿のl|I請により 一時的に増加したが、本

年度は従米辿りの減少傾阿となっ た。 I Ii：年 1x:1也i整f11 1•中菜の I Jl,i11/があ っ た植IJ I地 1又は ］ ／110に減少しており 、大iYi.

鶴的地区 ・坂ノ 1|i地区は約 I/JO、大分市街地区は 1/5、明野 ・大在地区も 1/2程炭と軒ヽ ii；．み減少している。

ただしこれは昨年、糾合施行の区画整刑事業や、砕石法や鉱梨権関連のII囁＇iが行われたためであり、 一過性のも

のと考えられる。

III請エリアに1及lしては、 111：年坂ノ市地区 (G)が令体の 7',lflj近くを古め、他地区ではほぽ平均化されていたが、

本年1文も引き続き坂ノ I|i地区 (G)に71ll強が躯中し、特に‘必質的な1}}l発叶l面'iである聞発4.Hiii協議や宅地造成協

議が躯中している。これは、今後の発掘瀾イt件数のi,;1)Jl1の要LKLになると考え られる。

本年の特徴としては、前述のとおり l1li{ii(Ii秘が倍J竹したことがあげられる。前年比で約 21｝りiに増）JIIしている。

ただし、これは本年、砕石法閏辿で広大な1(1ifi'iが叶l晶されたためであり 、米年｝文以降減少頻I{,Jがこのよ うな状況

をみせるとは考えられない。ただし、減少傾向にある中で土地元買怜の）H；出件数、1fIT手i'tは共に増加しており 、今

後このような状況が紺i杓になれば、耕l発行為に結びつくことが予測されるため、今後の動向に注LJしたい。

ー
ー
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5.中世大友府内町跡
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第2図調査退跡位置図

2.発掘調査事業

本年度市域内で実施された発掘

調査件数は66件である。その内訳は

試掘確認調査が37件、分布調査0件、

本格瀾~29件を数える。内訳は第

2 • 3 • 4表に示している。

このうち試掘確認調査について概

観する。

37件の調介件数の中で逍跡の存在

が確認されたものは全体の約81％に

及び、設計変更による盛土保存によ

り、本格調査に移行しなかったもの

を除くと、本格調査へ移行したもの

は総調介件数の約10.8％である。

以下において、本年1文（平成15年

度）の発掘調査の成果を概観する。

（旧贋器時代）

本年度は旧石器時代の本格的な遺跡の調査はなかった。他の逍跡からの石器などの出士品もほとんどない。

（縄文時代）

縄文時代に比定される遺跡の調査としては、 1;•成 13年疫から実施されている横尾貝塚周辺の確認調査がKげら

れる。今年9文は‘F成12年疫に発見された「水場の逍構」を構成する部材の保存処理作業を行うにあたり、当該逍

構の全容と、その位骰づけを明確にすることをi：．たる日的として調査が実施されている。

「水場の遺構」については、小規校な埋没谷の斜i(Ii地を改変し、乙津Jll}j向へ開llする谷に1hjかって設iriされ

た遺構と判断され、「水場の遺構」設骰段階においては、かなり陸地化が進んでいたものと推定される。併せて

当該期前後には横尾貝塚周辺部まで水域が及んでいた1iJ能性もボ唆される。

本遺跡においては、「水場の辿構」内部から発見されたカゴに収納された石核や象lj片をはじめ、多くの姫島産

!!.¥lliiiが出士しており、すでに指摘されているとおり、姫島産煎曜石交易の中継地として機能していた可能性が

高いと判断される。今Imの確認調査においても大形石核がII＼土しており、地理的環境が変化したにもかかわらず、

「水場の逍構」が設閥された地、点周辺に姫島産黙llli1]が残されていく状況は看過できず、当該迅構が設骰された

谷部に姫島産黙曜石交易の中継地として機能した施設の存在が想定される。

また、圃辿跡の区画整理事業に伴う台地 1’．の緊急発掘調介においても既往の調査成果（横尾逍跡第75次 •81次

調査）より当該期の遺構・追物が散見されている地、1!iに位inする第90次調介において、地培横転辿構が検出され、

縄文時代後期lifi船頃に比定される深鉢片が出土している。台地1．．における11該期の逍構の存在を示唆する成果と

言えるものであり、今後注IJする必要がある。（塩地）

（弥生時代）

弥生時代に関しては、下郡追跡群確認調査、：：I:．．沢地lえ条里跡第 7次調査、若1:f八幡宮辿跡第 2次調査がl：げら

れる。韮沢地区条里跡第7次調在では、ili内最古の弥生時代早期～’iii期に比定される土器と共に井堰、竪杵が検

出され、植lI1地区のみならず東）L1+1における水Ill初現期を解明するうえでl't煎な発見となった。下郡・追跡群確認
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調査では、溝状逍構から弥生時代Il-1期～後期の土器と共に板状鉄斧、柄杓形土製品が出土し、東九州への鉄器流

入時期を考えるにあたり注日される資料となった。 1打宮八幡宮遺跡第2次調査では、縄文士器と弥生土器を包含

する溝状辿構のほか、貯蔵穴、竪穴住居跡や井戸跡を検出、後期の竪穴住居跡は溝状遺構に囲まれ、土器の多祉

叩棄が確認されるなど注目される状況が認められた。宮苑西遺跡第 1次調査では、弥生中期の溝状遺構、甕棺墓、

住居跡が検出しており、特に弥生終末～古墳初頭の硲域が確認された。（永松）

（古瑣時代）

今年度は、大道追跡群第 5• 6次、下郡追跡群第140次、東田合を遺跡第11次、若宮八幡宮第1次調査、賀米西遺

跡第2次調査の計7辿跡で古墳時代の追構を確認した。大道遺跡群では土坑が数碁確認された。当遺構からは古

墳時代前期に比定される遺物が出土している。下郡逍跡第140次調査においては、竪穴住居跡が9基確認された。

遺構からtH土した遺物は甕・高杯・鉢等であり、遺物の形態より古墳時代初頭の所産であると考えられる。東田

室遺跡第11次は竪穴辿構を数甚確認した。埋土中より大枇の古瑣時代初頭に比定される遺物が出土しており、な

かでも舟形土製品が注目される。集落遺跡としては15宮八幡宮遺跡が注目される。確認した遺構は竪穴建物跡17

基（うち 3基は玉類製作関連遺構）、 16棟の掘立柱建物跡・溝状追構等がある。出土遺物より 6世紀に構架及び

廃絶したことが判明した。 1洟類製作関連追構である 3基の竪穴建物跡からは、素材となる蛇紋岩・結晶片岩、道

具である石針や韮砥石などが多数出土している。また、賀米西逍跡第2次調査では、古項時代後期の水田跡が確

認された。（松厖）

（古代）

今年皮蚊も古代の辿跡で注目されるのが城原・里遺跡第7次調査である。昨年疫に引き続き大型の掘立柱建物

跡群が確認され、建物2期と建物3期において、コ字状に建物群と柵列が配置されることが判明している。一辺

の長さ40mを越す規模が確認されており、官栃施設の様相をさらに強めたといえよう。また、中世大友府内町跡

第37次調査の第2面においては、隅丸方形の掘り方をもつ柱穴列が検出され、掘立柱建物跡を確認している。こ

れまでも周辺域において古代の遺構が確認され官訴的な様相の遺跡として注視されているところである。大道逍

跡群第5次調査では、井戸跡、溝状遺構、掘立柱建物跡など平安時代初頭を中心とした逍構群が検出されており、

集格遺跡の広がりが想定されるところである。方位的には大道条里とは一致しておらずI関連性は低いと考えられ

ている。また、南金池遺跡第5・6・7次調査・横尾遺跡第91次調査において9世紀代の辿構が確認されている。（池辺）

（中世）

中世の調査は、中世大友府内城下町跡を箪頭に下郡遺跡や横尾遺跡などで行われてる。特に中世大友府内城下

町跡は、急ピッチですすむ都市開発に伴い、大分県教育委員会と大分市教育委員会による調査が実施され、中泄

都市「敷後府内」の内容が明らかになりつつある。

本年度は大分県教育委員会が、府内町跡の調査（町28• 29 • 30 • 31 • 34 • 35次調査）を実施し、大分市教育委

員会は大友氏館の調査（館13• 14 • 15次調査。なお、館14• 15次は16年I支継続）、府内町跡の調査（町25• 26 • 32 • 

33 • 37 • 38 • 39次調査）を行っている。

大友氏館跡の調査である館13次調査は、大友氏館跡の北東部にあたり、館拡張整備前の15冊紀末～16世紀前半

は、廃痰空間であることが明らかとなった。

府内町跡は、第4南北街路沿いにおいて、町25• 26 • 32 • 39次調査が行われ、 15• 16世紀代中心に町屋跡もし

くは武家地跡の可能性がある遺構群（柱穴・溝•井戸・土師質土器祭祀土坑など）が確認できた。特に町26次調

査において、 161ft紀後半の一辺約 1mの方形状柱穴掘り方が検出できたことは、この周辺がダイウス堂推定地で
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あることも含めて興味深い成果といえる。町37次瀾査は、推定御蔵場内に位骰し、 131仕紀代の柱穴•±坑と 8 懺

紀代の遺構が確認された。御蔵場跡の内容をポす追構・逍物は検出されていない。

町33次調査は、中冊府内町跡の南端に位置し、 15匪紀代の東西に延びる溝（幅4m、深さ1.4m 断面：逆台形）

を確認した。町38次調査は推定御所小路町北側に位骰し、大規校な区画溝やt師器祭祀遺構などから町届域とは

相述する空間が広がっていた可能性がある。その他に県教委実施の調査では、町34次調査において、 16|ll：紀後半

の第 2南北街路と万寿寺の西限と推定される溝（幅8m、深さ2.2m)が検出できたことの成果は大きい。町29

次調査は万寿寺の寺域内と推定され、 14IIl：紀～16Ill：紀の溝・道路状辿構•井戸跡などが検出された。また町30次

調査では、万寿寺南に推定される後小路町に位置し、 l4世紀代まで遡る追構が確認されている。

次に下郡遺跡群第140次調査では、 16匪紀の打力者の居館跡の調査が行われ、横厖遺跡第82-3次調査では、 14

l駐紀代の大規模造成、同遺跡第91次調査では、 15~16枇紀の掘＼＇f.柱建物跡や 16冊紀末策の狸納辿構が確認され、

横尾台地上に展開する方形館との関連が想定される。

以上のように、中世大友城下町跡をはじめとして、近年市内の中IU:遺跡の様相が解明されつつあるが、土師器

などの生産・流通、交通、またはトイレ遺構未発見などといった課題も残されており、今後の調査に期待したい。

（五十川）

（近泄・近代）

今年度調査が行われた近匪遺跡は、 5辿跡6調査地、1!.iとその調査事例も多く、遺跡の内容的にも、水lll跡、道

路跡、墓地、都市辿跡とバリエーションに富む内容であった。

個別の調査事例をみてみると、水rll遺跡では、 17匪紀前半の畦畔及び川水路を伴う水田ihiを確認した韮沢地区

条里跡第8次調査、近冊初頭までの大溝の段階から水HIへの変遷を確認した杓宮八幡宮遺跡、近世段階の道路を

確認した城原・里辿跡、 20碁以上の硲が検出された←ド郡遺跡群第143次調査、近軋鶴崎町の調査が行われた餡崎

町遺跡群（堀川・三軒町）となる。

これら近抵逍跡の調査の中でも鶴崎町逍跡群については、大分市域における府内町と並ぶ近Ill:都lliである鶴崎

町に、始めて本格的な発掘調査のメスが入った注LIされる調査事例となった。調査の結果、堀川における調査に

おいては、鶴崎町の成立に関わる加藤期の遺物群が出士し、三軒町の調査区においては、鍛冶関連の廃棄土坑を

中心とした鍛冶ェ房の段階から短冊状地割りの町届の批観へ変遷する過程が確認され、肥後藩の豊後国飛地支配

の中心となった鶴崎町の実態が見えてきた。（河野）
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第4表 平成15年痰大分市発掘調査地一党

盟 遺跡名 所イI:地 品）1t担‘’1者 調1f.(mi2(ij)積 溝牡ltlil!l 種別 ＂業内容

3 大友氏館跳第13次調牡 大分ili舅i徳lltl. 佐藤道文 486 031117~040331 1国th業l｛補助 市内近跡確認謳11f.

5 中B講Ill：介大友J{.fI "I !Hf跡第17次 大分riik‘i：大分
河野讐・巾西岱夏• _l-. 
野祁 ；1計川野

2000 021120~031222 公共1Ji業 ド水迫施設巾業

5 調叩介II：大友J(.fl勺町跡第25次 大分Iti六坊北IllJ.
佐松藤尼道聡文． h:日ll雄也・ 590 030423~0403:il 公J日t業 郡iIi整備’lt業

5 
中調介Ill：大友J(.f•内l!II跡第26次 大分Ili¥i徳町 Ji十川雄也 230 031106-040317 公JI;1ド業 都rli糀備’ft業

5 叩調介II••大友9(.f•内 Illftが第32次 火分市尉i徳1!1r Ii. l・JII雄也 167 030609~030731 民UII開発 宅地造成

5 中iII:)<緊f内町跡第32- 大分1liV!i徳町 h l・JII雄也 ・,1f本l9l弘 70 030804~031024 公共れ業 都rli然備’It業
2次調

5 叩調介！1：)J友9(・fl"1Bftが第33次 大分IIik‘t：大分沖 佐藤道文 820 030609~030726 )1'lit)/菜,lf補助 市内姐跡確認調介

5 中調介IIt：大友9(.f内町跡第37次 大分ili六坊北町 池沿千太郎・府尾災保・f 37 031208~031219 民911J開発 宅地造成

.r ) 中調介Ill：大友9{.f内町跡第38次 大分ili錦町 中1'り武r.,',i 210 040212~040329 I1-Iitll深IU補助 ililJ..J道跡確認調介

5 調中fIItI：大友9(fl勺町跡第39次 大分ili尉i徳町 佐藤道文 20 040302~040309 公共巾累 都,Ii整備'Jt業

10 大追遺跡群第5次謁イ 大分,Ii求大道 ,Ri畠豊・；l：J111野達郎 3413 030501 ~040228 公Jt1t凍 区抽i整~IPJ~業

10 大道遺跡群第6次調介 大分rli東大迫 泊溝既・；じ］Ill野達郎 3413 040123~040218 公共市業 駅周辺総介整備•’Jr業

13 ft米西逍跳第2次調1t 大分rlik字ft米 荻寺ニ・大野瑞恵 437 030516~031001 民Ill]開発 土地区画呟理1i架

I ・ド郡遺跡群第140次消介 大分rliド郡中央 坪根伸也・Jij谷史穂 176 021205 ~030729 公共事業 宅地造成

l ←卜郡遺跡群第143次1月1t 大分rliト・郡中央 松竹智之 176 0'10309~040123 民1iり開発 宅地造成

ト・志村逍跳 大分Ilif(lfl屈 町後裕藤—典f·中・ l·J!f-i'l-也•水 3450 021107-030530 公共事業 学校建設

15 城lj;i．里退跡第6次溝1t 大分Ilik字り！． 池沿T•太郎•松竹↑＼＇之 262.4 m2 030514~031104 l’l叫t!'業!［補助 ,Iii勺遺跡確認調介

15 城版・里追跡第7次；月1t 大分rli火字里 池沿f・太郎•松竹竹＇之 654. Im' 030729 -031030 lIIht[1業れ補助 rlil勺遺跡確認調介

6 介上沢地lえ条里跡第7次消 大分iIik‘t:l社Jt 永松ll•:K. :J:JIH野裕之ほ
3450 030527~040326 公共1t累

植lU総合Ili民行政セ
か ンター糀備事業

6 
上沢地（メ．．条里跡第8次潟

大分IIik‘t:iIi 河野史郎・佐藤孝lIIl 1000 031225 ~ 04 0325 民！IIJ開発 刹院建設
イt

12 節崎町遺跡群（堀1ll) 大分市東節崎 河野史郎・府16美保f 392 030624~0310:H 公共市菜 鶴ン崎タ総ー介整備rli民'Jf-行業政セ

12 卿崎町遺跡群（:f.f•町） 大分rli東節崎 河野史郎・奥村義l't 200 040201~040326 民llll開発 刹院建設

8 東Ill室逍跡第11次調1t 大分iIilIl屯l!lf 佐藤道文•松Id聡 132m' 030724~030904 公JじIt架 都11i整備巾業

， 介南金池逍跳第5-7次溝 大分rli~i徳lII {,’:i畠豊・梅111llfi'ル、0 943 030530~040122 公共事架 駅周辺総合呟付i'lt業

2 横Jrl遺跡第82-3次品11f. 大分Ilik字横I¢ 塩il：地武澗史・・小・低奥村‘兌義之i’t •小 125 030516~040331 l1iitlfiU業柑ill）j rli I勺退跳確認，泄l介

2 横9が遺跡第89次1渇介 大分ili)く字横9d 塩地澗． 420 031030-03]) 26 公共1i累 上地区伸i整理‘li業

2 横I¢遺跡第90次、a月1t 大分rlik字横/(; 塩経亮地澗介 • • ff l:iE位i• 衛 l000 031201~040202 公Jじlt累 上地Iズ抽i呟理’li熟

2 横I¢遺跡第91次1逍介 大分rlik.字横尾 塩低亮地洞介 ． ． il.. 1こ ll:•Ihj • 術 1069 040202-040331 lllktl1業収補助 市内遺跡確認調1t

7 1杓t宮八幡宮遺跡第 1次渇 大分Ilil：野町 町後藤裕典f・ 'f.• l. i本I：野明弘浮也•水 2780 030728~040331 公共市業 学校建設

※調査地点は第21文lを参照

8 大分市埋蔵文化財調査年報



第5表 平成15年1文大分市試掘調査地一党①

N() 種別 逍跡名 所 在 地 消介而fli
調1t期1111 聞発／瓜囚(,n') 

） 確認（民Hll) 猪野逍跳 k‘-t：船！rt：西／J;(IIOI-I、1102-l 30 03.04.07 射院関連施設建設

2 確認（民川I) 杵宮八幡宮遺跡 l：野町2987-2他6惰 5 03.04.07 神楽殿建設

3 確認．（民lill) 政所遺粉 横田 2rl1402番、 403番 12 03.04.23 宅地造成

4 確品（民HlJ) 羽川逍跡 k‘t:}「島‘t：橋爪804番2 9 03.01.21 個人il？む建設

5 確品（公共） 大道逍跡群 金池lfiI―「HI138-l II 03.04.30 区両整JII!•J~業

6 確認（公共） k辺遺跡群 東大辺 l「EJ2,1,12-14,2442-4, 2480-12 23 03.05.01 区画整罪’lt業

7 確認（民間） ド郡遺跡群 k字卜郡‘t渥敷2210番地． 2211番地 7 03.05.06 個人{:l：．宅建設

8 確認（民Il!l) ド郡逍跡群 大字卜郡‘t:)L反坪l20 他l惰 5.1 03.05.09 個人（l?む建設

， 確認（民間） ド郡逍跳群 ド郡,Jヽ 巾ツル1961, 1962-I, 1967-I, 1966 6 03.05.09 ’It務所建設

10 確認（民間） rfl l附iflJ..1城下町跡 貨i徳町：iTH4432の1,-1432の5 3.84 03.05.15 個人il充社K店舗建設

II 確認（民JIii) l：野遺跡群 大分rliI・・阻ffi：2―「1170:3番2 外3喰 9.97 03.05.23 擁嘩建，役

12 確認(lUlil) ド郡逍跳群 大分,tik字[i1J2ド50郡0 沿•ノ坪2465番地 2 、堀(ii]2478番 2.5 03.05.26 個人｛l:宅建設地2、堀I 地2

13 確認（民間） 野川逍粉 大分ili）ぐt:野 ul‘t••宮浦•116番 1 他107惰 250 03.06.03~06 、も地造成

14 確認（民liり） 中flt大友城ート旧［跡 大分Ili剥徳町3J•H 2番21サ 31 03. 06. o:~ -06 し1/.JIlit宅

15 確認（民間） 占l£ll・fi且跡群 大分IIik‘t::J;1h行：ll,lillll51番 I, 147番17 13 03.07.15 宅地造成

16 確認（民間） 古l五l府遺跡群 大分rli)<t:;J;llitr・ヒ杓HJl69番1:3 l 3 03.07.16 1i務所北個人{l:.'む建設

17 確認(ltlIl) 中IItk}i.城ド町跡 Kクhii崩i徳町 2f Fl3030-I 2.4 03.07.17 個人｛l?む建設

18 確認（民lill) Ii宮八幡宮遺跡 大分Ili1••野町2939番 9 、 2939 番to 6 03.07.22 ‘む地造）戊

19 確認（民間） 中ilt•大友城下町踪 大分iIikt：大分‘t:l•JI•• 東4267番） 外4惰 85 03.07.23~26 駐車楊建設

確認（民lill) 丹生逍粉 大分iIi)<‘t:J•Fl：●、t：迫 1737番 5 り・ 外3惰 86 
03.07.31-

'I巧や建設20 08.01 

ー
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第6表平成15年度大分市試掘調査地一党②

遺跡名 9祈 在 地
湖在i(ij梢

JI-ft期1111 開発原因
N() 種別 (m') 

21 確認（民1111) 中Ill：大友城ド町跡 大分市頻徳町2「l・Il -17 5 03.08.06 果合住宅建設

22 確品（公共） 浜逍跳 大字浜‘t:;tl様 24 03.08.21 公園整備事業

23 確認（民1111) 中Ill：大友城卜・1ar跡 元町4662番l、4662番3 6.35 03.09.18 共hl11：宅建設

24 確認(1し1ill) 中Ill：大友城ド町跡 大分,ti六坊北町4468-1 42.1 03.10.29~30 梨合住宅建設

25 確認（民1111) 二I1川遺跡 大分rlik.字横尾‘r甜尾4118番7、4117番4 16 03.11.05 集合住宅建設

26 確認（公共） 丹'I=.川坂ノ Ili条里跡 大分ilik‘t：木川尾Ill公園 5.2 03.11.11 防火水招設閻

27 確認（民1111) =Fl川遺跡 大分iIik字横尾？t：猪野原3607-1 外5惰 115 03.11.18 共li)11：宅建設

28 確認（民！l1J) 店宮八幡官遺跡 大分ilil：野町2985番l 14.5 03.11.25 ピル建設

29 確認（民1ill) 沖浜逍跡 大分ili勢家町2TFl680番676番 32.5 03.12.04 • 共hlfl：宅04.01.14~21 

30 確認（民1111) 鶴崎町追跡群 大分iIi東鶴崎3丁1135、37、38、39、40 112 03.12.10 • 12 病院建設

31 確認（民Jill) 古liil府遺跡群 大分Ili人•ヽ灼：古 l :'il 府‘t:-K新1111276- 1 他6憧 58.75 03.12.22-23 店舗述設

32 確認（民！iIl) 中 Ill：大友城 l`•町跡 大分市錦町4372-l、4371-l 18.25 04.01.08 共lliji1：．宅建設

33 確認（lし191J) 中Ill：大友城ド町跡 大分ili長浜町 1]-,=11439-18 22.8 04.02.25~26 宅地造成

34 確認（民lllf) 城原・里遺跡 大分,tik字城原大原1929-I 9 04.03.02 個人住宅建設

35 確認（民1111) 二11川遺跡 大分rlik'i：横尾3872番地の I 12.2 04.03.09 集合住宅建設

36 確認（民1ilI) 二1=1川遺跡 大分IIi)く字横尼3751番1 28 04.03.10 梨合住宅建設

37 確認（民間） 中 IIt•大友城ド町跡 大分ilik字六坊北町4501番15、16、17 5.1 04.03.24 個人住宅兼店舗建設

10 大分,Ir埋蔵文化財調ft年報



3 教育普及活動

(1) 大分市文化財だより 2003年サの発行

平成 3年1文から発行を続けている文化財だより の

2003年り （第l2サ）の作成、配布を行った。

今luiの特集は、高崎Il_1を中心として、天然記念物、

史跡の視点から特集し、市民に向けて広く梢報の発佑

を図った。

内 容 ・サルの生息地

・杵原八幡宮

• 高崎城跡

配布先 市内全戸

(2) 現地説明会

大分市

文化財だより

第 3図

今年1文は、現地説明会を計3回1)}|i椛し、延べ450人の参加者を得た。

名 称 ）j 17 参加人数

城原 ・星逍跡6次

卿崎町辿跡群

芳':り八幡宮追跡 l次

(3)研修参加

l O l 2 

JI 3 

3 28 

200人

100人

150人

独立行政法人奈良文化財研究所による埋蔵文化財発掘技術者専1"lli）f修 「辿跡環境調査過程」に職貝 1名を

派造した。

(4) 新指定文化財

指定 市指定有形文化財

名称 刀

住所 キA木< 藤島 捷志

指定 ‘杓・成16年3月31II 

4 海部古堺資料館

I|i指定有形文化財

)) 

水腺 園川 久人

、ド成16年3)j3J I I 

1|i指定布形文化財

脇指

l if I}、Jlllf 野 I・. 家彦

・ド成16年3JJ 3111 

平成12年4月28日に1}[l館したii1J魯II古Jl't脊料館において、 以下の事業を1iった。

（］） 特別）Jせ

杓如5年度特別展と して、第201111全国tII1|i緑化おおいたフェアに共佃し、「！！｛｛葉樹林に｝沿らす縄文人とそ

の交易 ーり1;i•島か ら述ばれて きた !.I.!,11•It石を中心に一」を 、 1}f-l iiiiした 。

名 称 「！！せ菜樹林に穿紅らす縄文人とその交易 一姫島から述ばれてきた患JI龍石を中心に一」

|}tl iii：日ギ成15年 5月2911~6月2911

(2) 入館者数

団体 153団体 6,105人

個 人 9, 191人

合叶 15,296人

）く分I|iJ」I［蔵文化財調査年報 IJ 



ー 大友氏館跡第13次調査

調査面和

地 域

486m2 

A 

調査期間

調査担当

2003.11.17~2004.03.31 

佐藤道文

〈はじめに〉

調在地は、大友氏館誰定地の北東部に位it'tし、以前は仏具．店が所在し

たところである。史跡公布地化に伴い建物の解体作業が尖施されること

となった。業者との協議を行ない、基礎部分の解体には調査員の立会を

要するという取り決めがなされた。その後、平成14年1文に建物解体を行っ

たところ、辿梢が比較的良好な状態で確認されたことから詳細な瀾査が

必要と判断され、 •I;•成l5年1文に調査を尖施した。

〈陪位〉

調究地は、 コンクリート基礎により分断され、追構、 こtI付を而的に辿

るには困難な状況である。J6 IU：紀後半以降の追構に関しては、第12次調

査区と同様に建物の建築や後世の水1111)り発により、大部分が削平されて
第4図 調査区位置図

いる。

調介区内の土培は、大きく暗｝火土→茶褐士→明散褐土→黄灰士→灰茶粘質士→黄灰シルト烈土に分けられる。

暗灰士は調査区の南側一部で確認，され、上位にある水田府の影押のためか辺尤色を呈している。 ：r．中にはL6世紀

後半頃の追物を多く含んでいる。茶掲士は調査区の中央から南側で確認される。整地陪と考えられ、小穴群やlit

菜土坑は、 この倍から掘り込まれている。出土辿物には、第1次調査で検出されているSX008の行料と類似する

ものが含まれているため、 15世紀後半頃に形成されたと 1((iil!il される 。 明窟掲—I：は、第J2次調査区の所見から古代

の整地昂のIIl能性が指摘されている。この罰から検出される逍構の埋士は往々にして茶色士を主体としている。

黄灰士は現段階では無迫物府である。灰茶粘骰土は周辺の調査地でも確認されており、古瑣時代の土器を少址で

はあるが内蝕していることから、当該期の包含陪と考えられる。黄灰シルト質十は大分川左岸ー;;;}に形成される

自然堆梢培であり、現状では蔽終辿梢i{liと認識している。今回の調査で確認された迫構の検I'1,1標高は4.Orn-4.3rn 

である。

〈検出迅構〉

廃染土坑 3基、南北溝状逍構 1条、大型掘り込み迅構、鍛冶炉辿構？などを確認した。

礎梨十．坑

繹すべて橙色を呈す在地系土師器と 、蒋手の白色系士師器を含むものである。まだ、詳細な吼冬理を行ってい

ないが土器法址は 3~ 4種類存在すると思われる。時期は、現在の土r.ili器甜．年案によるとl5i!t紀後半～l6世紀1iii

半に比定される。隣接する10次 ・14次調査区の追構状況から、上記の時期、fiiifi；定地北東部はl症梨空Ililとして使

)11されていたと考えられる。

SKOJOは長辺約I.lm、短辺約0.7mを測り、 平『1i隅丸長）j形を呈す。在地系十師器（赤色） と非常に隙手の十．

師器 （白色）がある程炭のまとまりを持ちながら li€東が行われたと考えられる。 在地系士師器については大小約

3 ~ 4種類の法姑を有す杯が20.'屈l：以 I・.（破片含む）、白色系七師器はほぼ完存した小llllや1rHll、3法似に分けら

れる杯が現段階で，忍められている。SKOl0から出士した脊科については完形に復元できるものが多い。］3SK025

については、建物碁礎により全てを把梱することはできなかった。平而形はオ速を形な円形を呈す。SKO25から出

土する脊料は在地系、白色系含め小破片が多い。13SK040は13S0055の ,-．位に構築されるもので、調査区の北束

部で確認された。平而プランは4速整形な楕円形を星し、 Lく径約 2m、クせ径約 lmを測る。この土坑は検出当初か

12 大分市肌蔵文化財調脊年報



ら多：1しの 1：器が出土していた。衣）科には細かい 1：器破片がJif秘しており、その細片を除1、・すると、ある程度の器

形を保った七器が隙I:ll無く現れてくるという状況であった。また、埋 1：中には炭化物が多く含まれており、 一緒

に見つかる1：：器に被熱痕が見られないことから、 I従染の際十器とともに捨てられたとi（（：測される。現段階では詳

細な柩理は行っていないが、比較的小杯または小llllを多く含む仙I｛リが見受けられた。

南：lti//1•:

南北溝 (S0055)に1月しては、十J附視察から人杓的に埋められていた。}|[|1ま、 js．に硬質で細かいプロックを

多く含む淡茶士、硬質で締まった淡茶褐土で構成される。淡茶士は荀状に検出され、本辿構北側では東）j向へと

ゆるやかに屈lIlIする。何らかの区画施設と思われるが、埋十．の状況から通路的な施設も考えておきたい。l3~15

次調査区にかけ、このような南北溝が3条確，認されている。また、 15次調査1メでは南北）j向を日刊とする建物跡

がみつかっており、今後、J5世紀後半段階の館北東部の状況について検，；9|する必災があろう。

大型掘り込み辿構

調1t区南東部で確認された不定形プランを呈す大型掘り込み追

構は、最終的に掘りドげた段階で、幾炭かの新111IYJ係があること

が判lyjした。 しかし、検出作業からは各逍構の前後関係は判断で

きなかった。このことから、ほぼ短期間のうちに掘り込み作業、

JI![め）べし作業が行われたと考えられる。本辿構に直接関係する埋

トは、大きく 2つに分けられる。 ド部に堆梢する）i4はJ火茶色でシ

ルト質を品し、粒径の大きなプロックを多く含む。また、比較的

しまっており、欽分の沈祈が認められる。細かく分附しているが、

）＇口本的にはすべて煩似している。その 1：．部に幾つものi;.11-い1{'1をみ

ることができる。このJi4は黄色プロッ ク士をi4体とするIMとしな

い！門が相互に堆秘し、酋初は束側からの流れ込みli4と判断していたが、増面を観察したところ溝状の掘り）iが認

められることから、後世の掘り返しと考えられる。 掘り込みが行われたll.li期についてであるが、各jl1!•土から在地

系土師器が出十．しており 、現状の乱が1:・条に！！せらし合わせると 14IIl：紀代～15111：紀前半の範時で捉えられるが、今後

ぶ・•'● ‘‘ヘヽ ． ：｀ ．9 ← 9,:'i t．ヽ

第5図 大型遺構土恩観察時 （北より）

ー
詳細な整理が必要である。

〈小結〉

現状では、大きく 3期に分けられる。 1期は14111：紀代～15llt紀1ifi半段階で、

的ピ形の大邸掘り込み辿構が構槃される段階である。掘り込み逍構が穿たれる

ものの短期間のうちにJIItめられ、その後に追構が確認されないことから、空l~\J

地 （更地）であったとifi：測される。この時期は、周辺の調介、状況から、比較的

大恥訓Ifが検出されており、 「大友府内Ill[」として町の格(liiiが尖施されてお り、

確認された掘り込み追構も｝ifI}、JIIll整{iiiに伴うt取り行l..)により可能性が考えら

れる。 2期は15II［紀後 ‘1,··~16111:紀 llii半段階で、南北構、 li認~ I・坑がある。この

段階では打：iii器の大州廃梨行為が，認められることから謂介区は館内に位i11'i:付け

られると思われる。また、 Id1時に13次湖査Ixー．周辺のエリアは廃梨約：ijとして使

川されていたと考えられる。 3J，しは16111:紀後‘1,-・～未段階で、小穴群 ・1症梨土坑 第 6図 13次調査区全景

や鍛冶炉？と思われる追構が検出される。後II［の削‘I’・により、大JiI！の辿構が検

出される。4‘かに161せ紀末に比定される追構（廃梨 1-．坑 ・鍛冶炉？）は館が機能を付・l卜.した後、 IIIJ)冦として利｝11さ

れた可能性を示す一例となると考えられる。（佐藤）

大分T|iJII［蔵文化財調杞1部 13 
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II 中世大友府内町跡第17次調査B区

調査面禎 1200而 調査期間 2002.l.l. 20-03.12. 22 

地 域 A 調査担当 河野史郎・中i阻武尚・上野淳也・羽田野裕之ほか

調査は、「下水道雨水排水ポンプ拗建設に伴う 士li• Iiij調介」 として 、 II乍

年1文調査を行なったA区の南側について尖施した。調査地は、通称 「第

ー南北街路跡」と呼ばれている南北道路の東側に位置し、推定横LLLF・沿

忠寺に比定されている場所にあたる。A1x:では、 1i（淀どおりに現道の下

から南北）j向の道路跡が確認され、この道路に直交する東西方向の道路

跡なども、椎定よりも北側で一部検出されていた。この東西道路跡を含

む南側の調査地を B1メとし 、 以 l‘•その概 ＇災について記す。 検出された逍 戻西七岱渭［斤 h I 
梢は、地区においていく つかのまとまりが認められる。

調査区北側では、東西迫路跡の全容を確認している。路l(ii幅は約4.5m

を測り、深さは検町（liから約 1mで、安走地盤を掘り込んで構築されてここ：［畠屑臼¥二・I • Ji -1 ,_ / 
第11図調査地点位四図

ー
頁
方
看
盪
眉
圃
郡
鳳

』
』
-

l

l

/

いる。その後かさ」．．げをしつつ、1J!lli1界の造り枠えを1IIIl文もしている状況

がみられる。第一段階の道路は、大規校な両佃lil!llt/1i:をもつ路1(1i幅約 Im程炭の狭いもので、第二段階では、その

北側側溝の一部を埋め戻し、北側(A区）につながる辿路としている。この付近では、対になる二つの柱穴が確認

でき、 1'りや木戸の跡と考えられる。第二段階以降は、砂ゃ砂利を全体に敷いた路面が確認でき 、残りの良い西側

では、波板状凹凸面なども確認できる。この東西逍路跡については、 15111：紀後半から16111：紀にわたり機能してい

たと考えられる。

この東西道路跡の南側では、西よりで俄冶炉跡などの鍛冶関連逍構と考えられる辿構群が展1}flし、この周辺は

束各地が著しくなっている。東よりでは、東西道路跡に11'1：交する札伽＇i．柱姓物跡や杜：．穴列が確認されており 、ここでは、

東西道路に而して建物が）Iと1}Flしていたと考えられる。

これより南側の調イt区中央付近では、北側に1(liを揃えた石糾辿梢が確認されている。1―j糸11辿構の1咽りは、揺If!:

区のlllji!!!)で終息する溝状逍構となっており、石糸ILはこの溝状逍構のJ!It没途中で構槃されている。この石糾．辿構よ

り北側一僻には、井Ji跡や大粗1の土坑群が展1}})しているが、これより南側l)では逍構密度も希博になっている。北

側の辿構群はいずれもL61II:紀以降の時期が考え られるが、南側ではj6|II：紀代の追構 ・辿物がほとんどみられず、

それ以前の出土辿物が目立つ。また、検出l(liも北側に比べると20cmほど高くなり、さ らに字境にあたることから、

確認された油状辿構や石糸IL迅構は、北側と南側を区llhiする施設であった可能性が指摘できる。南側で確認された

特筆すべき辿構としては、16世紀前1,・・と171仕紀1iri半の2非の印駁硲があげられる。以上のような状況から北側は

町届空1ii]、 南側は寺域としての空Ill)であった可能性．が指摘できる。

上記の逍構群の下倍からは、祗IJ1tlメ．．南I)りから北東に緩やかに1111

ー

がっていく 、流路の跡が確認できる。この流路の上部には、掘り込

みをもつ数而の硬化I(liが闊状に確認でき、道路として利川されてい

た可能性が考えられる。この流路のさらに 1料1では、流路を利川し

ながら構第されたと考えられる水I-11跡が確認されている。この水HI

跡の時期については、中IIしの逍構検出面ですでに古代 (9世紀）の

副 Itも検出されていることから、古代以前のものと考えられる。

この他、調査区内には、戦II-.『中の高射砲跡（高射砲砲床）が3枯確

認されている。（中西）
第12図 東西道路跡通路部分検出状況（西より）

大分市Jlll蔵文化財調究年報 15 
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旧 中世大友府内町跡第25次調査 (1区～ 4区）

調査面積 355m' 調査期間 2003. 04. 23-2004. 03. 31 

地 域 A 調査担当佐藤追文 • 五十川雄也 • 松尾聡 • 吉本明弘
今/111の油l査は、都市計画道路六坊 • 新中島線の追路改良（拡輻）エ＇）i

に伴って‘必施した。調査地は、「戦国ll.i°代l{.fl}、1俊Jじ想走図」によるとノ

コギリ町、 1．．町に近接し、］＇，：宮八幡'{ヽ．iの約130m北に位i,'i:する。また 2

区は、字名を顕徳．炉といい、府l}、1古l又1では祐向寺付近に，該当することか

ら寺院に関する追構 ・追物の確認が期待された。また、 4Ix：では第四南

北街路と思われる道路状迅構を確認することができた。

碁本）•，~1Ji’；は、大きく」．．部枡と下部！脅に分けることができる。1洛Iili4は、

近現代に比定される水Il l屈（約O . ~111) と、その1く界にイf在する黄褐色

膚である。この黄褐色十妍上面が辿構確認l(Iiである。 卜部K、1 は 、 •[11):Jく

掲色士→淡黄灰掲色十．→•1 'i)火色砂質拉‘,1の）Il[iで堆杭している 。 ］］．し）火褐色

I→.I昂から弥生時代終末～iifit時代初頭に比定される追物が出 I・.した。な

お、検11,1わ邸：jは約 11Illである。

第14図調査地点位四図

l区

l Ix：のi要造構は、調査Ix：南端において確認された中111：～近肌に比定される 8条の溝跡で、全て東西方1；リに展

|)Flする。また、fJI.j1t地は府内JII［のIti限であることから1Il}を区IIhiするような機能を布していたIIj能性が考えられる。

なお 、 明治期の‘j•:IXI には地‘liil をポす ，記載は認められない。

北西部において 1：坑（SX090) を検出した。-1-:,r,i形状は、114側が調査Ix：外に展IJflするためィ<!Vlであるが、残イf

部分よりイ淀形な長）j形を情すると思われる 規校は長径約 3m、短径約 1m、深炭約0.2 mをはかる。埋没 Iご

は暗／火掲色 I・：を）ふJ:1jとし、拳大の礫や（沙利が況人している。追物は、J6|Il：紀後半に比定される非ロクロ成形の以

郡系士師器IIILやiliiiIiij焼拙鉢の11縁部、白磁碗（森Ill分類E群）などが出 1→．している。また、 IITJ様の辿構が3Ix：で

も確認されていることから ‘11該逍構との関述がil:11される。

第7表溝1}遥Hili一党

ー
番り・ 所 見 検／I¥地．I！.i （切新り→合11ll い 時期

SD009 肥前磁器小）l・ （初期i)f)iII!•llll小J'i·) 1』1t区中央Iti]がり SD009→S0030 17111：紀初頌

SDOJ5 
肥前磁器1 1秘部片 ( 18世紀後 ‘I'..) 、以• tIi系 I•• [IIi 器Il・ ( 161 11;•紀 SD01 5-►SD025 

181¥t紀後'Iと，J.¥11f:I)(..,H瑞後半）、1.I・,.:lfi三彩小／i’ SDOJ5→SD035 

SD020 ぶlイt()(..I叫陪付近で1ll.)桔する SD020→SD040 

SD025 )ii tii系l：師器）¥・ (16111:紀後` It)、(iiIIiijt,I;f卜）¥- I$|ftl)(..11 1リとlti：がり SDOJ 5-•SD025 16111：紀後半

SD030 
在地系,.師器llll(1:illl:紀中頃）、iiiitiij柑ifI<il粒部）;・ ( 15111•紀 溝介区l}j沿 SD009→SD030 
中頃）

SD035 
j£質 I二．器片、ぶ都系 1ヽ．．師器llllJi・ (16111：紀後`じ）、f茄ilii／売11柑

1』1t区l{iil肌1部 SD015-SD035 1 6 1 11：紀後 1•,9
小It、 lt/iI(li形状・・・V'j-：形

SD040 
凡ta.器小片、｝iih|i系 l沿IIi器片(16llt紀後1:・)、在地系 1：師

ISl1t区I+i端 SD020• SDO~O 161ft紀後・10
器llll)r、iiiiIiiil.1！；鉢／¥・

SD050 在地系 1：師器IIILII(.i祁小片、 iiiltiiftil;5回ヽJヤ 溝1t区lti端 SD040→SD050 

大分市JI![蔵文化l!4調査年報 j7 



2区

確認された遺構は、ピット・柱穴群、溝状遺構、

土坑などである。 ピット・柱穴群は調査区中央～

北側において集中しており、数棟の建物が存在し

ていたものと考えられる。

土坑 (SX460) は調査区北西端において確認し

た。平面形態は東側が調査区外に展開しているた

め不明であるが、残存部の状況より長方形を呈す

るものと思われる。規模は、長軸約1.om、短軸

約0.4m、深さ約0.3mを有する。遺物は、土製博、

瓦、備前焼兜口縁部、青磁口縁部等が出土した。

逍物の出土状況などを勘案すると廃棄土坑として

の性格を有するものと考えられる。所産時期は、

備前焼の年代観より 16世紀末段階と考えられる。

SD014は、調査区東壁において南北方向に伸展

し、 SK460に切られる辿構である。埋土は暗茶褐

色土の単一府であり、 16世紀後半と思われる京都

系土師器皿や在地系土師器や瓦などが多数出土し

ている。 SD020は、調査区北西部で検出し南北方

向に展開する。埋没土は暗灰褐色を基調とする単

一土府である。検出幅約0.3m、深度約0.3mであ

る。断面形状はU字形を呈する。所産時期につい

ては、底面付近より在地系土師器や瓦例土器など

が出土しており、土師器の形態より 15肌紀代の所

産であると思われる。 SD015• SD400は、調査区

北側において検出した。埋土及び残存規模が酷似

していることから同一時期に構築・併存していた

と推定できる。規模は、調査区外、 SD400はS0007

に切られているため全容については不明である。

検出幅は約0.2m、深さ0.2mをはかり、逆台形の

断面形態を有する。遺物は、ロクロ成形の在地系

土師器、瓦や瓦質土器などが多数出土している。

時期についてはSD015の底面より 15世紀代に比定

されるロクロ成形の在地系士師器が出土している

ことから当該期の所産であると考えられる。

SD440は、 SD007• SDO 15 • SD400に切られる溝状

遺構である。当追構は東西方向に伸展し、 SD015

の中央付近で収束する。埋土は、暗灰褐色土を基

調とし炭化物・焼土粒を含む。 SD455は東西方向

に伸展する。埋土は暗灰褐色士を甚調とする。埋
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士中より土師器小片や瓦質士器などが出土したが時期比定をおこなえるような逍物は認められなかった。

3区

検出した遺構は、土坑（SXOOl)、溝状遺構（SD006• SD013)、柱穴列である。

SXOOlは、現道路に平行する形で構築されており、埋士の堆梢状況は、 25-l区で認められたSX090と近似す

ることから同一時期に構築されたものと思われる。出土遺物は、備前焼紐鉢（乗岡編年近世 I期）や16世紀後半

に比定される非ロクロ成形の京都系土師器などが出土している。したがって、当遺構の埋没時期は16匪紀後半～

末であると想定できる。 SD006は調査区中央南寄りで検出し、 SXOOlに切られる遺構である。全容は東側が調査

区外に伸展するため不明である。規模は、残存幅約0.4m、深さ約0.4mをはかる。また、埋士中より 11f磁碗線描

連弁文口縁部が出土していることから、少なくとも161せ紀初頭よりは遡らないものと判断できる。 SD013は、調

査区中央部を南北方向に延び、 S0006の手前で東に屈訓する溝状遺構である。埋没土は、暗灰褐色土を星する単

一土陪であり、断面形状は逆台形である。時期については、京都系土師器1IIl（塩地編年m期）、瓦阿土器や瓦な

どが出土しており、京都系土師器の年代観より16ilt紀中頃には埋没していたものと判断できる。

4区

25-3区の北側に設定した調査区である。主要辿構は、溝状逍構（SDOOl)、道路状遺構 (SFOIO)である。

SFOlOは調査区西側において検出した。遺構の東端を一部確認したのみで道路幅などは不明である。また、道

路に付随するような溝状逍構などは確認することができなかった。土培断面は砂と小礫を交互に梢直ねている状

況が見受けられた。道路幅については、現道路の真下に展開するものと思われるため不明である。構築時期につ

いては、時期比定をおこなえる遺物が出土していないため不明である。

SDOOlはSFOlOに切られ、東西方向に展開する。土府観察より少なくとも 2回の掘り返しが行われているもの

と考えられる。所産時期については、遺物の出土が見受けられないため判断できない。しかし、埋土の状況や規

模が25-2区のS0455と酷似することから15ilt紀後半の所産である可能性が考えられる。
昌

小結

今次の調査は、第4南北街路の確認が期待された調査であった。調査の結果、第4南北街路本体の確認はでき

なかったが、府内町の南限を区画するような溝状辿構 (1区）やピット群などを検出した。特に 2区では町を想

定させるような大型辿構（井戸・廂菜土坑）などは確認できなかったことから当地は町以外の建物群が存在して

いた可能性が考えられる。今後の周辺調査にって辿構の広がりや状況などの解明が期待される。
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w 中世大友府内町跡第26次調査
調査面栢 約230m'

地域 A

調査期間 2003.11.06~2004.03.17 

調査担当 五十川雄也

位四

中世大友府内城 ド町跡は、大分川ドifi[西；店にあたる沖梢平野の微高地

に位置する。第26次餅疏IX．．は、「府内想定復）じl又1」によると 、大友氏館

跡の西側に位iri:しており、推定第4南北街路沿い周辺に該当し、中lllfや

ダイウス党などの拗所にあたるものとiit定される。

周辺油凶IX．．では、町］0次調査において、iii淀キリシタン硲が検出され、

町 5次油I在では、第 4南北街路の一部が検出された。

追構 ・迫 物

第26次調査Ix．．のヒ地1}}]発は、迎くとも15111：紀後菜には党まれており 、］6

世紀末栄までつづく 。 1 6111:紀末菜の辿構検I I ', 1(liの直 1•妍は 1illl1寸を 1火まず

に18世紀段階の水Ill附が広がっており、大き<i'ill平されていることは否

めない。以下、時期別にみていく 。

調査地点位四図

l51彫紀後菜～ 1 61せ紬iii栄は、柱穴群、JI：巨跡 (S400) 、土廂li'i日：：器祭祀迅構 (S0~2) 、土坑などが展1mする 。 柱

穴群はそのほとんどが、ikI！立柱姓物跡もしくは柵跡を構成すると思われる。調査Ix．．範圃の1関係から規校などは4<

明である。itクしからの出土辿物は、 1淵li'fi1一＿器｝「がほとんどである。 1一．師質 1：：器祭祀逍構は土師質十．器杯が25枚

前後確認．できた。地鋲の性格 と考えた勘合、この周辺の十．地利｝I］はlII]'屈跡とはオII辿する空間が広がっていたと椎

定される。井｝サ跡は裂込め部とJI布it徹から構成され、JI布i部のド附は桶を利｝llしている。t1，1一r．迫物は十．坑 (S002)
から、中国胞泉窟 l'f磁 （線描蓮弁文）椀や lー．．具痕が1)、1而に強く残る土侃i質土器杯などが共伴して出士している。

出 —,~．逍物は十．坑 (S002) から、中国磁州：翌系鉄絵聞I.り1.JtI.文叫t片が、交又揺IJの侃i前焼拙鉢片などと共伴して出

土していることから、11・旅品と して伝IIJ:したものと思われる。また磁州窯系）「は、若‘t［八幡宮辿跡第1次泄l了tの

近世溝からも出士し、当辿跡出 —KItと接介することが判明している 。 そのほか、在地の Iこf:li質土器が多くi1 ,1 1こし、

龍泉窯廿磁椀、瓦質鍋片、火鉢片、ii鴫焼片、 白磁llll片、鉄釘、銭貨などが出十．した。

J6世紀中菜～A己岱は、湖介区の中央から南側にかけて、l.5 rn ほどの大製掘り）jをもつ柱穴、柱火、JI•• J...i跡、

溝状逍構、十．坑などを検出した。大咆柱穴跡は 7枯確認でき、そのうち 3)店 (S077• S078 • S 150)は掘り方）j

形で柱痕の軸はほぽ真北をとおり、 1彫1述がありそうである。1,1,1七逍物は、京都系 1て師器を i・：体とし、掘り）iから

出土するものと杜痕部から出土するものは芳「型式沌がありそうである。S313ば形状から索掘りの井戸跡と恩

われる。追物は以HI1系十．師器、備liij焼片、中lKI1＼北、 1:師質七器）｝、＿i'i:磁片、白磁片などが出土した。特に土坑(S002)

からは父叉摺IJをもつ備前焼や以HI1系土師器と共伴しながら、 中国磁州窯系白地鉄絵泄I.りtltI.文壷片が出土してい

る。また磁川窯系片は、郊宮八幡宮辿跡第 l次調査の近llti//j＼．からも出 1→．し、当逍跡出七片と接介することが判明

している。

まとめ

町26次の湖査内容を前ii然にま とめると 、15111：紀後菜～16世紀前菜の時期は；Jl,]:¥"f.区の中央から,ti恨l]にかけて、杜

穴群 ・1カ．坑が展I)flする。S002のイf在から、町Ii:跡とは相述する空間が広がっていたと思われ、調究区北側に展

聞する柱穴群に関しては、町届跡及び武家地跡の可能性が考えられる。16111：紀中菜～末菜は、調査IX：中央から南

側にかけては、前段階同様に大｝利堀り方の柱穴の存在からIIIJN跡とは考えにくく 、性格の辿う空間が展I)[Iしてい

たと推走される。一方で、調査IX：中央から北側にかけては、Ill［届跡および武家地跡のII［能性を残す。

20 大分市埋蔵文化財調イが1：：報
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第17図 逍構配臨図 （1/250)

以 1•から第 4 南北街路沿いは 、 出士辿物やその址、 辿構の屎 IJHをみても 、

大友氏館跡東側に位iiりする第2南北街路周辺とは様相が相辿する部分が多い

ようである。今後は、当調査地周辺にイf在したとii（；定されるダイウス堂の関

辿を含めて、第4南北街路周辺の都市窄Ililの様相がどのようなもので、さら

にJJ,x|‘―LLLFという窄Ililの中でどのような位iri：付けになるのか、追求していく必

要性がある。（五 1•川雄也）

第18図調査区南側 （上が西）

ロ＇ぷ｀：）メ:::;.｀` 猛＼;;1~
：し•::i``g、、`:?:‘``；：｀山

ー

第19図 S002出土中国磁州窯系白地鉄絵龍鳳凰文壺出土状況

第20図土坑 (S042)出土状況
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V 中世大友府内町跡第32次調査

調査面梢 237m2 

地域 A

調査期間 2003.06.09~03. l.0.2'1 

調査担当 五卜川雄也 • 吉本IJ.fl弘

位四

中 111:k友府内城ド町跡は、大分川卜流西i'店にあたる沖秘l;•野の微高地

に位閻する。第32次調1枢は、「｝（．f|｝、］想定復）諏 1」によると、大友氏館

の西側に位散しており 、第4南北街路沿い周辺に該当し、「古絵l叉1」の ；
1ゞ?ft; 

中IIIl及びダイウス党といった場所にあたるものとi伯定される。

特に周辺調査Ix．．では、道路跡 （lII[5次）推定キリシタン硲（lllf10次）、

土師質 I’．器祭祀辿構 ・大｝i勅の柱穴跡（11rr26次）などが，J1'11介されている。

迫構・迫物

第32次瀾イ巫は、町26次調査lX．．の lfi に位． i；.•1,．している 。 卜．地の併l発l1.If !Ul

は、 lllf26次と 1iil様 、 1 5 1 11：紀後菜以降である 。 辿構検／1,1 1f1iの 11'( I烈は L8l11:•上9…· • 詢査地点位置図

紀代の水In跡である。以 l‘.、時期別に t.'災逍構 ・追物をみていく 。

1 5 111：紀後栄～ 1 6世紀1Hi栄は 、 f l改群 • 井Ji跡 ( 3)よ） ・ —l-,J;,しなどが確認できた。 井J i跡は裏込め部とJI：筒部を

構成する。）印濯は、桶を利川するものが2)/;;(Sl50、151)、凝）天名を成形して方形に組むもの (SJ07)が 1

甚確認できた。 井戸跡からは、備前焼片、他•泉窯廿磁），1．、 中 1 K| 1'庫、 国i質 r．器などがII'1七した。柱穴群は、 JI:

戸跡の周辺に多く展1}tlし、JIや跡を切らない。掘 1i:,tl：建物跡を構成するものと思われる。出土逍物は土伯li質十．器

片などが主である。1：坑は、 Sl53からは湘戸瓶子、 S.160からは中国i犯泉窯系廿磁椀 （外底に！，！！・,'Iあ り）が出土

した。

このように当期の辿構 の展開は、iit定第4南北街路のI1日側に）jせIJrlする ものと思われ、前述した逍構のほとんど

は溝査IX：東側に展開している状況である。逆に調1tl区西側は逍構の税渡は少な く、当期において未1}}l発地であっ

た可能性が高い。当該期は辿構の状況から、町1韮跡もしくは武家地跡の可能性がある。

16111：紀中j炉～16世紀末菜は、,i,i段階の調査lX：東側にlj'.1}}lしていた空間はii'iえ、調査IX：西側の十．地が開発される。

主要辿構は溝状逍構、柱穴、｛i：穴列、 -l’．坑などで、主に空間を1メ．．圃するものと思われる。溝状辿構では、S050

は東両に延び、溝の東沿のI氏から取れII系 1苅ili器Jlllが2枚ほぼJ'c形で出 I・.した。何らかの烈味があるものと1ifi定さ

れる。SD090とSD123の間は空1ぶl地で、溝状追構の他に、辿続 1・：坑（Sl<088、096、097,098など）や柱穴列j .2. 

5で1x’.|lhiされる。またSD0'10のI1り側には札：．穴が展1}りする。その他に礎糀石なども検出し、出入り11などの施設を

構成するものでろうか。このような辿構状況から、町届跡とは考えられず、その他の施設に伴う空間であった可

能性が高い。当期の出 1：：逍物は i：：に点者II糸土師器が多く 11,I十．し、在地の1惟1li1'fl：器、火鉢、1iiiiii焼、瓦片、中国

第22図調査区遠暴（上が東） 第23図 S150（井戸跡）石組状況
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行花、中国削泉窯肖磁椀、鉄製品、イ澗1月廿銅製品、一一什五輪塔の一部などが出士した。

ま とめ

第32次調査区は、前述したように検出辿構は大きく 2時期に分けることができる。

前葉）は、調査区の東側に遺構が展開し、柱穴群•井戸跡・士坑などが展開し、町届跡もしくは武家地跡である

可能性が高い。 11 期(16 l!t紀中葉～末ti€)は I 期の状況から一変し、区画性の高い施設が営まれたと思われる。

今後は周辺の調査の増加を待ちながら、まずI期と II期の空間構造をさらに具体的に抑え、さらに中世大友府

内町跡西側の都市構造の位置づけを行う必要性があるだろう。

I期 (]5冊紀後菜～16世紀

X•2四
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第24図 遥構配置図（1/200) 
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VI 中世大友府内町跡第33次調査

調査面禎

地 域

約880m'

E 

調査期間

謂査担当

2003.06.09~03.07.26 

佐藤道文 • 松尾聡 • 吉本明弘

はじめに

今回の調究は、大友氏I彫l辿逍跡確認，凋在の一環として尖施したもので

ある。調1t地は、「戦国時代｝付内復｝以想定図」中には該‘りするIll]名は無く 、

「li.i内古図」にある中111:JHI'、JIIIIの南端部分にあたると衿えられる。

}f,1位など

瀾査lX：は大分川の左料のI,1然堤防上に位ii’；する。辿跡が形成される以

前については、地表1f1iから約l.11111掘り下げた地点で、iilIII|Jith't物と思

われる砂陪が確認されたことから旧河道だったと考えられる。その砂昂

上1f1iには淡）火茶シルト質十妍、明黄茶掲士l(91、IIif茶掲 IJ竹 （古→新の1Ilii)

の3昂の辿構IU.iが堆秘する。各｝＇，サは紫地培のように人為的にfltまれたも

のではなく、「1然Jit栢によ って形成されたものと思われる。

検出辿構

33SAOJ5 

：： 

マでー一．と↓！’へ（ご．クl‘’

第25図 調査地点位四図

調査lメの中央やや西側で検出される。杜間は 61:ilで、各杜間の距離は、約l.lrnから約2.2111と一定していない。

柱火径は約0.3mを測り、土1杓観察より柱径は約O.lmと考えられる。柱火」こ1fljには灰色砂界が堆梢しており 、調

査IX壁面で確認される耕作十J昂と類似する。耕地化するのが、出士迅物より近他の段階と考えられるため、SA015

は、本瀾森1メが耕地化する11'(1i1iのものと1fiiij!ljされる。

33SK020 (SXOJ 9) • 021 

調査区の中央南側で検出される。南北約3~4 m、東西約/4.5m、深さは約0.2-0.6mを測り、平l(Iiィサじ形な

隅）L長）i形を星す。S番サをそれぞれ分けているが、 J9、21は同一追構、 20は前者の十坑が掘り込まれる以前の

逍構である。019は、021にJit秘する砂／竹である。SK02]は、砂I昂 (SXO19) を1hlに挟んで、 日汗、下1杓に焼土l1li

が確認される。砂陪がどのようにしてJiUi'tしたかは定かではない。そのような中で、県教委での調査で、1司じよ

うな砂I'•布のJii：秘を示す辿構が見つかっ ている 。 その調査所見から 、 砂料は上位にある水IH耕作に伴うもの、も し

くは小規校な水の氾濫によ って形成されたものではないかと考えられている。本調査区も以前は水1]Jとして利川

されていたことから、 IEl様な例になるII［能性も含まれる。構第111f期に近い段階に堆栢した茶）火土）悴より 、姓築材

に使）11された炭化材や煎士などがII'1-1：していることから火災処理土坑ではないかと考えられる。ただ、砂を利川

した目的については小llf.Jであるため類例の増加を期待したい。出土辿物中には、士墜が多くみられ、中には竹を

糾んだ痕跡を残すものもあり 、戦'"''期の建築様相を考える好脊科となり杓よう。S1<020• 021の時期については、

,,I¥十磁物より 1611［紀末段階に比定される。

33SD010 

調査IX：北側で検出した、 IX：内を東西方向に縦断する溝状辿構で、船は約 4m、深さ約l.4mを測る。断I葡形状

はhij鉢状を星し、南il!ll壁面はやや急な傾斜で立ち」．．り 、北側檄而についてはゆるやかな形状を示す。」骨1観察を

行ったところ、 [1然堆釈を繰り返しながら、大きく 4~ 5回の掘り返しが行われていることが分かる。溝底面は

1沙利昂がlii:fi'tし、水が仰かに湧いてくる状況であった。 1:I昂からは水流痕跡は窺えず、水分を含む湿った十．壌が

確認されたことから、低湿状態だったのではないかと考えられる。これらのことから、SDOJOは流水を目的とし

たものではなく、 十．地区‘liijり等を日的としたものと思われる。 日iII)]位はN-102°-Eである。
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磁物は主に上倍断1hiにみられるところの、i1，Ii:上位にある掘り返し士倍から出七している。当初、古代に屈する

追物が出士していたが、溝中位に堆栢する灰茶土l昂中より 15肌紀代に比定される在地系十．師器の杯口縁部が出土

しているこ とから、15111：紀の段附には肌没がIJfl始していたと考えられる。

出土辿物 (:33SXOJ8· 茶•松l |ー．出」泌i物）

出十．逍物には、朝鮮産打磁香炉（｝火茶プロック土3)、iiiiIiij焼掛け花人れ（灰色：1-.3、｝火茶プロック七6)、黒

柚陶器壷（｝火茶プロック十．4、5)、J}伶地不明の焼締陶器破片（）火茶プロック土7)がある。朝鮮産・l'i磁香炉は

被熱により本来の利l調を失っている。）j合土は灰白色を呈し細かい，［1よ色微粒子を含んでいる。一部欠損しているが

四脚になるものと思われる。また、高台部に砂1Jが1川ヶ所付沿しており 、17世紀初頭頃に比定されると考えられる。

滉釉陶器は一部被然により釉が争ljがれている。）l台士は淡）火色を しており 、小右や焦色粒子、白色微粒子を含んで

いる 。 焼締陶器破片は褐色を 1i'iびた色調しており 、Jlfi土は1火白色を星し、黙色粒子を多く含む。 また 、 一部釉1、•lj

ぎが行われている。灰色 I:3は、直線（Iりな器形をイiし、端部は外側に突出する。また、焼成以前に外）jから穿孔

が施される。）火茶プロック士6は緩やかに外反しながら直線的に伸びる。11縁部付近には穿孔の痕跡がみられる

が、内l(iiまで逹していない。第27図は火打ち石である。長さ4.45cm、IVhi4.8c111、厚さl.5cm、重枯は31.8Hを測る。

風化が激しく 1••こドが折れた争lj)ヤを 2次利JIJ していると考えられる。 縁辺の細かい象lj離而と表而の核上及び周縁が

ii'tれている箇所については1}、li（りの新鮮な患色部分が露出しており 、火打ちの使用痕と推察される。

〈小結〉

今[111の調査は、逍構の配i粒状況の確認を生たるII的としたため、辿構の掘り下げについては殆ど行っていない。

しかし、城 I‘・III［の南限部分で、，凋森IX．．を縦断する程の大規校な溝状追構が見つかったこと 、戦1:It1期の辿梢．が当該

地まで広がっていたことが確認できたのは大きな成果といえよう。

33SD010は、掘り下げた地、1,',,:が極一部であるため、時期については、 151仕紀後半に埋没しはじめていたという

段階に留めて罷きたい。「府内古l器l」は、戦11ゎ1末期の状況を色汲く伝えるが、それ以前については不明な部分が

多い。今後、15111:紀代の追跡の検討を行なう必要があろう。（佐藤）

こ 5on 

第27図 茶褐土出土石製品(S=2/3)

第28図 33SD010全景
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VIl 中世大友府内町跡第37次調査

調査面積

地 域

37m' 

A
 

調査期間

調査担当

2003.12.08~03.12.19 

池沿千太郎 ・岩尼美保子

第37次調査地，1．'i．は、大分市六坊北lIIIに所在し、中Ill：に大友氏によ って

造られたと考える御蔵拗4({;‘心地にあたる。復Jじ想定l叉lによれば御蔵拗の

中でもその中心に位ii’,j:する。調査は躯合（［宅建設により、辿構が掘j'jljさ

れる浄化柏部分を中心に8mX5mの規校で；l，1j11:lx：を設iiItした。

調介の結果、 2 I(ijに及ぶ辿構ifiiを確認した。 l 1(1jは、現在の水117店J卜作

而が15cmと水Ill板が10cmの直ドで確認された格地IMである。整地界の｝厄

さは平均12cmであり 、糸切り底の杯と小JIilに混じって8Ill：紀代の1弧lIi器

2 l(Iiは、 その格地倍を象lj片と須恵器片を伴うl:J浪掲色の硬質},r,からなる。

いだ直下にあり 、 1駁 さ ‘l;•均20cm程の砂まじりの軟’ft1（かで 、 淡黄1火褐色で

あった。

[ I lffi・・・l3lll：紀代］
第30図 調査地点位四図

現在の水IJl1f1iを争ljいだ段I府で格地l(iiに 1一．坑、柱穴等を確認した。格地界には、糸切り／i位の杯と小IIILが含まれて

おり、逍構形成段階に伴った所廂と考えられるe また、

辿構を削 ·1~ して整地したもの とiiii測される 。

8世紀代の 1湘Iii器）「と須恵器片が含まれており 、21面の

i：．如逍構としては、）j形を＇， I．すると．思われる：：I-．坑S023、111円）f加の土坑S018• S033、礎盤を伴う柱穴のS043、S002、

S042である。S023は、南北4.8111、東1}りは西側を，凋介

Ix：外に伸びており令容はイ漕jであるが、i:1をの立ち 1．．が

りは緩やかな啜穴辿構である。逍構内からは、糸切り

底の十．tili器の杯(R006• R007)、小llll(R005• R014)、

焼締陶器の党）｝、中国沌廿磁碗）げ令が出土しており 13

|I［紀代と考えられる。S033の 1：坑は、長軸I.2m、短

軸0.9mを測り、 ／1,1 r.逍物に十．師器の,:':j台付杯
(ROl 7)・甑(ROl9)があり 、8 II［紀中頃から後半代で

あり 、2 1(1jからの況人と考えられる。また、礎盤の石

を伴 う-ti：穴のS043、S002は、建物）i位がV-24~26.-E 

であり 、かなり東に振れている。いずれも石は焼けて

おり、建物が火災を起したものと考えられる。なお、

その一部がS023からI,1itしていることから、 S023は

火災処理のために設けられたJ兌梨土坑とも考えられ

る。建物になると思われる柱穴のS0/42からは、

器の糸切り小llll(R024)、S062からは 1：師悩の糸切 り

小llll(R035) • -Hi!i質鍋(R036)が出tしており、

に13111：紀代の所沌と考えられる。

[ 2 1f1j.. • 8 111埼~"'頃］

I而の内冬地附を糸ljいだ段階で整地h̀91が検出

この1f1iに柱火を中心とする追構が検出された。

2 1fl1は、

され、

I・.師

とも

＇・ー．＇

ー
H
几
下
ー|
L二二こ□

[
 

名
。し・r,t伶言il

-~~ -・ -
第32図調査区全景
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1灰茶褐色土（土器片を含む）

2．淡灰褐色土（土器片・炭化物を含む）

3．灰褐色土（焼土・炭化物を含む）

4．暗灰茶褐色土（土器片・炭化物を含む）

5．淡茶灰褐色土（炭化物・茶色粒子を含む）

6 灰褐色土（硬質、炭化物を含む）

7．淡灰茶褐色土（硬賃｀土器片を含む）

8 茶灰褐色土（硬買、茶色。白色粒子を含む）

9．淡灰褐色土（硬買、土器片を含む）

10．淡灰褐色土（硬買、砂を含む）
11．淡灰褐色土（炭化物・白色粒子を含む）

12．淡灰褐色土（炭化物を含む）

13．淡灰褐色土（硬臼、土器片を含む）
14．淡灰茶褐色土（硬質、炭化物・ブロックを含む）
15．淡灰茶褐色土（硬買、ブロックを含む）
16．淡灰褐色土（硬買、土謡ヽlヽ片を含む）
17．淡茶褐色土（硬貫）
18．淡黄茶褐色土（やや粘質）

第34図 S023平面・断面図（1/40) 
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第35図 S033 • 038 • 064 • 080 • 104平面・断面図 (1/40) 

中でもS080• S064 • SJ 011の柱穴の掘り方は隅丸方形を足し、等Il.il|:I州に配列していることから掘立柱建物跡と考

えられるものである。ii：目すぺきは、S064の柱痕の抜き取 り後に須恵器の長頸壺(R038)を埋納しているものが

見つかっている。 この辿物の年代や辿構 ・ 整地に含まれて逍物から、辿構の形成時期は 8 世•紀中頃であ ったと考

えられる。柱穴の深さが30cmほどであることから上而はかなりの削平を受けていることが分かる。

今回の調森では中1せl(.T・内町の椎定御蔵拗跡の中心にあたることから、これに関辿する追構もしくは辿物が確認

するものと考えられたが、発見されなかった。府内古図のA類とB類には、この楊所が空Ilil地として描かれており、

c類のみに御蔵勘が描かれている。こうしたことから、御蔵場の存在については明確ではないが、この調査では、
而秘的にも小規校であ り 、 水 I ll によ って戦国期の追構而が削‘I;• されている II［能性もあることから 、 今後の周辺部

における調査によって検証していく必要があろ う。（池沿）

｀ 
5:̀ 

第36図 S023掘り下げ状況（北より）

第37図 S064土府断面・遺物出土状況
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VIll 中世大友府内町跡第38次調査

調査面積 2101112 調査期間 2004.02.12~04.03.29 

地 域 A 調査担当 中西武尚

調査は共同仕宅の姓設に伴い、事前の埋蔵文化財確認調査 （試掘調査）

を尖施した。その結果、現地表l(fiから約0.7m下において土坑、ピット

節の辿構群が確認され、出十磁物では京都系土師器Illlが出士するなど、

}、li]|J廿に当該期の迅構が展開していることが考えられた。この結果を受け

て地権者との協議をおこなったところ、1：法変更により地下の逍構に彩

愕与えることない盛土保イfでおこなう）j針が決定された。しかしながら、

瀾介地は1|IIII：大友城下町跡の令体像を解明する 1．．でも重桜な地、＇5．であ

り、特に各南北道路筋から奥にはいったlIIII我の状況把梱ぱ必要と考えら

れた。このため地権者のIHJ.• 1,心 を得• 、 協力のもと 、追跡の状況把梱を第一·

義のU的として確認調査を実施した。

調査地．点は 「府内復／原想定図」により1ii：定されている東側 2本の南北
第39図 調査地点位四図

逍路（迎称「第一南北街路」と「第二,ti北街路」）に挟まれた地区のほぼ中央、誰定御所小路l町の北側に位i粒する。

調査は建物建設部分をさけ、餓1：車場 ］勺定地を中心に調介区を，没走。北側をAlx:とし、南側をBlx:、訊lイti全中に植

本の搬出を行なった筒所をClx:、さらに南側の植樹林のIlilで トレ ンチ謳l介を行った筒所をDI凶．E|メ．．として調査

を尖施した。A区で確認されていた辿構には、 161仕紀代に比定される・南北方向の溝状追構［SD020]とこれに平行

する柱穴列跡［SA030]、溝状迫構の両側に展Iitjする井戸跡［SE007• 035]などを検出した。溝状辿構は、幅約 6111 

を測り、数炭の掘り返しが認められる。溝状辿構の l・.1f1iからは、 lりlらかに祭祀的行為と考えられる合わせ11にし

た十—fiili器群 [SXOlO] も確認できた。 溝状辿構の掘下げ店中では、 東側にコプシ大から人頭大の硬がi虹＇¢す）くに充坦

された筒所が認められるなどしっかりと造られおり、明確な1区画を示す辿構と考えられる。Blx．．でも構状辿枯の

延長部分が確認され、検出面からは以れII系土師器と在地系 1：師器が一括してI,1,1.::I．．している [SX005]。SXOJOより

明確ではないが、 合わせ11になっているものが多く 、何らかの祭祀逍構と考えられる。1杓側では、多数の十坑群

が切り合って検出されている。Elx．．では トレンチの南側で、中Ill：大友府内町跡第9次調究地、＇5．で確認されている

東西道路状辿構(ifi：定御所小路跡）の統きと考えられる硬化血が確認でき、iii：定どおり御所小路に比定される東

西道路の追認ができたこと は大きな調査成果といえる。また、今回の調査の限i・喰すべき ポ象として、 出士した逍

物のほとんどが京都系十．師器を中心とした七師器群であることがあげられる。さらに大規校な区画をもっている

状況などから、町1検域としての位岡付けとは別の空間としての位散付けが指摘できる。（中西）

第40図 A区迫構検出状況（南より） 第41図 SXOlO辿物出土状況（西より）
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IX 中世大友府内町跡第39次調査

調査面積

地 域

15m' 調査期間

調査担当

2004.03.02~04.03.09 

佐藤道文

調査地は、誰走「1(-f内復J以危I，1i.:'.I刈l」によると中町に比定される。今1111、

六坊 • 新中島線拡幅·F菜に伴い既存の建第物解体後、 II I 請地内に共Iiil i l:

9しが建設 さ れることにな っ た。 地主及び施 ,~菜者との協議の結果、

久的に辿跡の把掘が小可能となるため、

I ：法

変更により追跡の狸 1:1呆イi・が11l能となったが、Jll[t保存を行うとほぽ水

内部協議の結果、放低限のデー

ター収躯が必要と判断された。 1’．地所イi者との打ち合わせにより 、1}}l発

対象地外の部分について 4| I I::lの調介共施がll［能となり、調査を行った。

』騎の結果、現地表l(Iiから約 IIllの部分で追構検出1f1iが確認された。検

出された辿梢には溝状を情すイi組み辿構、小火などがある。1i組み辿構

に関しては、南側に延びることは確尖であり 、令容把梱までは至らなかっ

第43図 調査地点位四図
た。 石糾み い（りは礫が1);i(、i:i~,'. を保っていないが、 (!!lll(Ii部は礫を糾んだ状

況で設ii’tされていた。当初は、建槃物），し礎を想定していたが、1汀hiプランや南側に辿続することを考えると現段

階では 11I能性は低いと思われる。時期については、辿物の出十が無いため詳細については利リ1である。検出JttiI・. 

位に形成される水IIII¥'わからは、1611［紀後｀ドに比走される辿物が散見されること、またその中には鉛 I:．．（鉄砲：I、9:.)

が含まれることから戦国期の辿構がlJ翡lしていることは確‘具といえる。（佐藤）

第44図

1．で土＋lfll

• 2. l'I灰匹

調査区全景写真
霊 亨巴声ニ

第45図 調査区土府模式図(S=l/40)
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第46図 石組み追構写真
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大道遺跡群 5次調査

調査面積

地 域

3400rn' 

A 

調査期間

謂査担当

2003.05.01-04.02.28 

高畠敷 ・取lfI-1野達郎

I一．野台地北側の沖h't ilt地に位 ii,1,．す ‘m•z~‘‘ -̀ ‘‘‘‘̀ •~ ―‘ 血ヽ＾ ．．， m,• ,-s,

る。晶l査lX．．の周辺においては、南令池追跡、東且l'ぶ辿跡、大逍辿跡群等

の発掘調査が進められ、概ね弥生時代から古代に属する逍物、辿構群が

穀布されている。また、周辺は大追条里跡に比定されており 、条里地名I]

見は、 N-35°-Eであるとぢえられる。

その結果、古Jit11.Ii代

当調査区は、 大分I|i東大逍ー 「II、

の甜i N-35°-Eであるとぢえられる。

このような、脱史的環境の中、1}＇，11tは実施され、

の I：坑 7)，し、溝状辿構を二条、古代では、J|••戸跡 3 ），し 、 i ',1i状逍構 7 条 、

建物跡＝．棟を確認している。

以 I‘.、

I’肉'iIIが代

i：．要辿構を列氾する。

第47図 詞査地点位四図

砂't:(S045、Sl48、SJ49、S150、Sl73)

砿認された 1→．坑なかで、Sl48、Sl-19、SI50、SJ73は、、^が1!ilIりがで検出されている。いずれも ‘FI(Ii形態は1リ形で、

埋I：は、褐l火色粘質 l：をi:体とする。辿物は、 4辿構ともほぽ完形品の壺 ．央 ．i:濯が出十．している。追構の性

格は、 これらの、辿物が辿構の全休に．＇•'．j.在または、折 り ポ．なる よ うに出 I·. していることから 、 J兌染十．坑である こ

とが考えられる。 追構の時期は、古瑣時代 1iii半期のものであることが考えられる 。 そのほか、 S04 5は 、 •Ii-IfliJr多

態は、円形で辿構の残存状況は非常に良くない。辿構の政深部と思われる所から、辿物が多:1l:に出七している、

このため、 liむ梨士坑であることが考えられる。

占代 ーi/1,: (S14 l) 

S141は、小規校なi1'I/オ）：：迅構で、断l伯形状は、U字状であった。小規校ながら、調創X：西部分全域おいて確認

され調査Ix：外まで延びる。逍物は、 古瑣時代の時期と考えられるi：高の脚部的が出：l-．している。

井戸 (S0'18、S1'10)

S048は、逍構の残イf状況は良 くな い。 ほり 抜 き ） 1tりと） 1•桁状の本糾み ）I戸枠を布する井戸考え ら れる 。 転）II

硯（須恵器材溢）が出土している。

S140は、形状は、円形で辿構 の残イf状況は良い。麟 1¥りの井） iであることが考えられる。追物は、 り（恵器）t、

土師器の杯、瓦片が出土している。

第48図
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一、一

ー r ―``~、

調査区全景（西側より）
第49図 調査区空中写真
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i,Yi: (S003、S004、S005、S007)

S003は、 4 次調査に接続する大溝で、迅構の残存状況は良い。•J此大幅は、約6. 5mで、深さ約0.5mである。

大部分は、黒色土によって毅われていた。辿構の浙而形状はゆるやかなUYJI：クであった。士！昂断而においては、

ート陪において、砂質土のiit梢が非‘/j;;に翡南であり、鉄分沈沿による硬贋化が認められることから、水の流れが存

在していたことが拙測される。出十磁物には、一1苅iii器杯、十師器船、ナ師器甍があげられ、逍梢は古代の時期の

所存であることが考えられる。S004は、溝状辿構で逍構の残存状況は非‘iitに良く、 古代のII寺期と考えられる土

器が少址出土している。S005は、溝状逍構で辿構の残存状況は良い。追物は．［1．l;色土器I＼類が出土している。S007は、

辿梢の残存状況は良く、逍物は 、 古代の時期と思われる土器が少枯：出 —Iこしている 。 S004 、 S005 、 S007 とも、下

陪において、S003で認められた砂質士が確認されている。

建物跡

SBOO!は、2 1iilX 3|iilで建物）加Jは (K-J.I'-W)であった。SB002は、2 lll]X 4 1/¥J? (N-17"-W)であった。

SB003は、

艮くない。

2 |iilX 5 1iil (N-l7°-W) であった。いずれも。建物跡の杜穴跡は、削‘ドを受けており、残存状況は

以 lー．の調査所見か ら 、 ‘ l;•安IIか代初頭を中心とする古代の追構が多く検出 された。 5次調介では 、 4次調査では

見つかっていない掘立柱姓物や、井戸も検出されており 、当該期の躯浴辿跡が周圃に広がっている可能性が高ま っ

てきた。また 4次調査で{i(1濯忍された大溝SD003に接続する辿構 (S003)

査次に緑釉陶器や灰釉陶器、 ド`瓦が、また 5次調森のS048（井戸） からは転川硯が出土している。これについ

も検出 している。この溝からは、4次調

ては、調査地が、国面比定地と至近にあることに加え、i1ff．に「hiした河11部の微高地ヒという交通のi炭地に立地し

ている ことを考瑚して理解する必炭があると考えられる。なお、大溝S003は水路と考え られるが、調査地の西

に比定される大迫条星跡のN-35'-E、とは大きく異なっており、条里との直接の関辿はうかがえない。また、 こ

れまで出七した建物や溝についても今のところ大道条星跡と一致する方向のものは認められない。占Jl'tIIか代につ

4次調査の表十．{(,IJぎ時に古梢lli}代初頭に位iiItづけられると見られる鋭片が出士した。当該期の辿構は少

ないが、5次調査で古JJ'tIIが代初頭の土器が多姑に）兌功認された土坑が5~，し1， L,1 :I··. しており、今後の調査に期行される 。

いては、

今後、数年でII」グラウンド全域と周辺（西側 ・北側）を広く調査していく -f定である。

第50図 第51図 第52図

'1<.、金9

• ‘,、<J

第53図

ヽ

S048出土状況 第54図 S159出土状況 第55図 S173迫物出土状況
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XI 大道遺跡群第 6次調査
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し、逍物はほとんど確認できないことから、

逍構の明確な時期比定は困難である。SX029

は不定形状の検出プランを布する。七培観察

の結果、人為的な営力とは考え難く 、自然堆

梢と判断した。高杯、壼、器台、小型丸底壺、

甍、等が出上している。

x25156l1口ロロ
5

A

 

゜
器台(I)は小耽梢製器台と呼称される範時に

列せられると考えられる。内外ifliは赤掲色を

星し、）I合士は細かな砂粒にて形成されている。

また、全面に細かなミガキを布し、かなり丁

，；序に仕 上げられた印象がある。肉眼糾寮によ

り、胎土は在地の土器である lIj能性が考えら

れ、器形は,,,,唸に分布する系謡に比較的近い。

甍（2）は11縁部内外面に明瞭な稜を有し、11

縁部は外反する。前述の器台と同様に）j年1・：は

粘良であり 、―J卑に仕iこげられている印象が

ある。器高よ り11径が大きく 、1J..]而はヘラケ

ズリで，凋格が行われている。これらの士器は

粕製と呼称される―J亨な仕ヒげを布すること

や、その器形から古梢II下が代前期に比定される

と判断する。

SX026は長）j形状の検出プランを布する追構である。木製の縦櫛（3）が確認されている。検出プランと出土追物

より 、中IIしの士りit硲である IIl能性が考えられる。更に詳細な検討を行う必要性を考枢し、 こ卜壌をサンプルとして
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第58図調査区完掘図（1/200)
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保存した。

当調査において複数の辿構と古瑣II．． か代1iij期に比定される追物約を確認した。調森区東側では多数の貯蔵穴と考

えられる土坑を検出している。これらは、あたかも偏在し検出される状況から、何らかの選地条件に適合し、 一

定期間、存紬した土地利用が行われたとすit測される。また、この追枯に伴う屈・仕施設等を想定した場合、北側や

西側は試掘調査時に低湿地と判断された部分である為、東側や南側に展桃lすると考えられる。

なお、当調査区は水田と考えられる土昂が認められないことや砂質士締により形成されている点から、生涯追

構の展I}flが比較的困難な士地条件にあったと1ii；測される。（梅LU)

第59図調査区全景（北方向から）
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XIl 賀来西遺跡第 2次調査

調査面栢

地 域

約437m2

A 

調査期間

調査担当

2003.05.16~03.10.01 

塔昴光司 ・荻幸ニ ・大野瑞恵

今也1の調査は、 liij年）如こり1き続き、質米西十．地lX迪i格且1いli・業に伴う発

掘調査である。道路に施設を設散する部分のうち、近Ill：の水Ill培の下而

に水III/iv,が確認された区域を第I:J!,j1flx:、第ll.ll]調査Ix．．と設定し、調査

を行った。基本的に各説］1f.lx．．の水川I',¥1は耕作十．と｝木:-Iゴ．で形成されている。

第I調査区

近IIしの水Ill下に 3枚の水Illとそれらに伴う畦畔や溝状逍構が検出され

た。第lサ水Illは、第 1がい）遥辿構、第3り溝状逍構が検出された。11Ill: 

紀末～12世紀所廂と考えられる白磁llll・IOIII：紀～11Ill：紀の十師器底部）「節

この水Ill面の時期は11111：紀木から12111：紀とii（；測される。の出士辿物から、

第2り水Illは第 lり水川jl'i・ドに造成され、

ほぼ平行する形で検出された。時期判定できる辿物は111げ．せず、確実性

A畦Ill`卜と第4り溝状逍構が
第62図調査地点位置図

はないが、時期は第 lJ,}水Illよりは古く、第3り水Illよりは新しいと考えられる。

第3-¥j氷Illは第2-\J•水 I I lIu：下に形成され、西側はI\ ·13-4グリッドに位罷するI＼畦畔から東に水田が広がる。

出士逍物から、時期は古梢ll寺代後期であると考えられる。東側は未調査のため詳細は不明である。

第 U• Il]調森区

[la • n bli.、 IIIa• III b区に糸Ill分し泄喩を行った。近椛の水［1|下に 4枚の水田・溝状迅梢 ・畦Ill半を検出 した。

第 1-:}水［1［は士籾町(iiで名II分的に確認、しただけなので、第2\J•水 II ［以下の概略を述べる 。

第2炒水Illは、第 ］り水11111'(ドに造成され、12条の畦111平で牛の足跡1ヶ所が検出された。検出された畦Ill半は[[

alメでほぼ東西方向、 Ilb区ではほぼ北llLj)jI{,J、lllblx：ではほぼ束西方向の向きで造成されている。出土した14~15

世紀の十．師器杯や-I一：師器の小llllのJi譴1)}から、 111~15111：紀の所賄と考えられるが、放射性炭素年代測定ではl2~13

世紀の年代が出ており 、1史／11年代に1111,¥があると考えられる。

第3-IJ•水 Ill は、第 2 り水 II I 11¥ドに造成され、1条の溝状追fI，1i.25条の畦Ill手・牛や人の足跡2ヶ所が検出された。

調在区のほぼ令体に1ムがり、 UI alx:11り端のOllll¥111・トから水川が始まっている。検出された畦Iii半は、 II b区でほぼ東西

方向、 IlI a. IIl b|)(．．ではほぼ南北）j向の向きで造成されている。 9 ~10世紀、古代末ー中枇初期の所崩と考えら

れる 一1••[:li器J;·が ,'I ,1 1．．し、放射性炭索年代illlj走ではll |ll：紀の値が出ていることから 9~12世紀の使川年代の幅が

あったと考えられる。

第3号水11111'(ドに造成された第4り水Illでは、2条の溝状辿構と 7条の畦畔を検出された。IIa区C-10グリッ

ドには北側の始まりを表わすAIIII:IIIt、UlblX:E-8 • 9グリッドには東側の始まりを表わすD畦畔が認められる。検

111¥された畦畔は、 fl blメでほぽ東l！り）j血、 Illa. IIl bIX．．ではほぼ南北方1川の1句きで辿成されている。時期を特定す

る辿物は出土していないが、第 3り水Illの9~12111：紀よりも古く 、本水ILi直下の砂府から弥生土器が出土したこ

と、第 3り水Illの辿物に古梢IIが代の辿物が混在していたことから、 古瑣II寺代であったと考えられる。

第66図l＝近II［水川nbfo1一括

第66図2＝試掘C?I2トレンチ

（大野）

〈参考文献〉

｝謹II系 1一．師器のllllで、 内1f1iの一部と側面に銅合金が付沿している。

括弥11:_11、1f代1ili・中期の所沌とjii：祭される、結品片料製の磨製の石包丁である。
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漏 下郡遺跡群第140次調査 J区P・9-8・9地点

調査面栢約l136而 調査期間 2002.J2. 05~03.07.29 

地 域 A 調査担当 坪根イ,1 ,也・苅谷史穂 • 松尾聡

ト郡辿跡群は、大分川の河11付近の右岸に位ii’91':し、椋，＇， 9：j4 ~7 mのI’I

然堤防」．．に立地する。

今l!.!Iの調査地である I‘•I!1；辿跡群第 1 40次調森地，•.'.~は 、 1iij遺跡群の 11り側

エリアに相当し、布凝神社が鉗直している西隣に調11:lx：が位iiやする。

既利•：の調査成果により、ヽ1,1該地一僻には占h't時代初頭に比定される集

沿が）1支[|}flしていた状況が確認．されている。また、当該地・ヽ：けは1|l‘t：名を

「城ノ内」と称し、この‘t：名、及び文献脊料に記載されている内容から、

ト郡追跡群内の戦国期における）j形｝鴎＇i比定地として考えられてきた地

).Ii．である。

今1!!]の調査では、弥’kiiか代後期～近代に至る追構．群が確認された。な

かでも、古瑣時代初頭、及び戦国期に比定される追構が今IIIIの調イtでの

キ裳遥梢となっている。

占Jl'Illが代初碩のものは、喉穴tl:J，叶跡が多く確認され、これまでの調査成果によ って想定されている当該期の1((;

第68図調査地点位置図

定梨落範1JIiを改めて確認することができた。

また、戦国期では、ヽ I1初から想定されていた1苫館のイf介・：をぷ唆するような追構群が確認、された。

今l!!Iの報告では、今次の，J,¥l1tで確認した戦国期に比走されるi：．な辿構について、以 ドにその概＇災を記載した。

140SD260 

調査区の南端部分で検出 した溝跡である。

SD260の南 ・東 ・西側部分は泄，j1tIX：外に展I)flするため令容は4il!lであるが、このうち、西側部分に1及lして1ま、

第125次調査で確認された125SDOl6に桜絞することが判明している。追構の束1J!!l部分は、近Ill：に比定される方形

状の掘込み (SX270)がイf在し、 SD260は削平され辿存していない。

SD260は、検出長約20m、検出幅約3.5m、深疫約2.0mを測り 、断而形状は逆台形を閑する。主判l)j位はN-75°

-¥¥Iを小す。第］25次調査で確認されたSD016の所見より 、‘’1該溝の船は約7.0111の規校をイiする ことが判明して

おり 、今次の調介では、その約1/2を検出したこ とになる。また、第125次調査の所兄により 、当該溝はJ25次調

介lが：の南側部分で、南北）jI｛リにL字状に屈曲することが判明しており 、この溝は北側において第97次調査で確認

犀

~ 
ヽ

第69図 調査区全景

第70図 SX355土屁観察時
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された逆L字状に屈鼎する溝状遺構と接続することが推走されている。

今回の調在で確認されたSD260を含む、溝間の推定規校であるが、溝内法で約90m、溝外法で約104mを測る

大規校なものとなっており、この溝により区画された1J月続空間の存在が想定される。さらに、溝埋土の状況より、

埋士の直堺に相当する部分から、黄灰色＋．を枯調としたプロックの流入が確認され、溝の内部空間に1：：塁状の

施設がff在していた可能性が指摘できる。

また、ド部府に相当する部分は、砂培と粘1：：府の交互堆梢が認められることにより、複数回の流水・滞水状況

を想定することができる。

今回の調在では出土辿物は確認出来なかったものの、 125SD016埋土中より胎土目を有する唐津IIIl片、小野.,E

敏分類の11f1EE群碗片、華南三彩水注片等が出＿tしており、これらの出土遺物の様相から、当該溝は16c末には

蚊終的に機能を停Il：したものと推定される。

140SD290 

調査lえの東側部分で検出した溝跡である。

SD290は、検出輻約6.0m、深度約I.Omを測り、南北）il川(N-10°-E)に縦走する。遺構の北・南側部分は各々

東方向 (N-75°-W)へ逆コの字状に屈曲し、調査区外に展開する。この段階での溝の規模は、溝内法で約22m、

溝外法で約32mを測る。断面形状は逆台形を星し、追構堆梢埋七は 6培で構成される。

士府の断面観察は、当該溝の南北方向に展開する部分において、辿構に直交する形で北側部分・南側部分の 2ヶ

所に設定して行った。その結果、両地点で確認した追構の堆梢土は、溝としての機能停止後における廃絶過程に

は大差は認められないが、同過程での9北土の状況に）＇i|••の相述が認められる。これは、南側部分に設定した十J怜

の断面観察より認められる茶黄色を甚調とするプロックが、北側部分に設定した土附断面ベルトには認められな

いことを指している。このプロックは、 SD260の概要の項で記述した、溝に流入する状況が認められたプロック

と近似している。しかしながら、今回の調査では、 1ii亥溝の所見から想定された、溝内部空間に、土塁状の施設

が存在する状況を積極的に提示するような所見は褐られていない。

tItI迅．逍物は、京都系士師器皿、及び杯（椀）、翡翠釉の小IIll、？州窯系の大皿、小野正敏分類のB・E群に相当

する中国染付の碗、乗岡実編年の近i仕 1 期に比定される備前焼の拙鉢、古瀬戸の卸1Ill ．瓶子、朝鮮産の•Jil•徳利な

どであり、これらの出土遺物の年代観より、 SD290は16c後半～末にI怪絶したものと考えられる。

ー
140SX355 

調査区の東南側、及び西側部分の調査区北隈断面において確認した七塁基底部の積み土である。

調査区の東南側で検出した土漿基底部は、現存部分で検出幅約8.0m、検出長約12.0m、高さ約80cmを測る。

この1洪り＆底部の短軸に相当する部分で十府の断i叫観察を行った結果、堆梢陪を構成する埋土中より、オf―|••版築

した状況を行取出来るプロックを確認した。このプロックを内位する堆梢附は、現存する土梨基底部を構成する

堆梢府のI済15培に相当すると思われ、北側から南側へ斜位に梢み土される状況が看守出米る。なお、当該Jけを境

として、＿一ぃ：｛｝＆底部を構成する堆積層のうち、 ド部府に相当する部分は、南北方向に水平に積み土される。

調査lメ．．西側部分の調査区北照断面において確認した十．塁）＆底部の積み土は、当該面の土陪断面観察の結果より、

西側部分は調査Ii外に展開し、上部陪に相当すると考えられる部分に関しては近代以降の撹乱により削平され残

{fしていない。現存で確認した府高は、最も1以い部分で約0.80m、幅は8.20mを測る。なお、この土塁）勘底部の

積み士は東側から西側へ斜堆積に積み土されている。

出士逍物は、調査lメ．．の東南側で検出したt塁格底部の梢み＿＿げIt±中より、土師器のJill、京都系士師器flll、他泉

惣系ff磁碗、瀬戸．芙涙産の天目茶碗、靴の羽ll、五輪塔の空・風輪部分、石臼、幣のような工具で）Jll□1：してい
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SX367 

10、

9淡灰茶色土（基1J1)ブロック 徴紀な砂を多量に含む、淡 ・明茶贄白色ブロックを多く含む

2淡茶灰色土 （迅1J1)ブロック 反化初の分布集中ヶ所一郎、径役 3..?leaの淡 ・ 明茶賃白 • 明茶褐色ブロック含む

3淡灰茶色土 鸞田な砂を若干含む

4淡灰茶色土 やや砂I'!を伴う．餃分を縞状に郎分的に含む． 8約5..?leaの淡・明茶贄白色プロック

5.靖茶淡灰色土

6淡灰茶色土 やや砂買を伴う．a分を絨状に郎分的に含む
7.淡灰青ae＋程約'"'の用茶渇色プロック涅在層
8 1ff茶淡灰色土 徴小の屯色n子を少量含む．綸り打り
9淡灰色砂n土 狂3 • 11!.lの淡 ・明茶賃白色ブロックを少々含む．伍約'"'のa分を少々含む
10.ブロック 怪約1.3⇔の淡・明茶贄白色ブロック（量 Im>3一）

II.ブロック．g約I?3cmの淡・明茶贄白色ブロック

12.淡灰1ff茶色土(l.¥lJI)プロック 径約1•前復の淡・1!11茶贄白色ブロックを少々含む

13.明茶淡灰色土（l.¥lJI)プロック 径3.naの淡贄白色ブロックを下的により多く含む
14.淡灰茶色土（ぷ1J1)ブロック 比l:l的小IRIllの淡•明茶贄白色ブロックを下郎により多く含む

15.淡灰茶色土（ぶ1J1)プロック 淡・明茶賃白色ブロック（灰色 上89>下郎）

16淡灰茶色土（基1J1)ブロック 狂約15 • の淡茶賃白色ブロックを少々含む

17.靖灰茶色土（ぷ1J1)ブロック ・淡茶賃白色プロックを邸分的に含む

第72図 調査区北壁面SX355土府図(1/70) 

2 3 
、ン／．

• I ・キ4
10 

11 

I.淡灰茶色土 （径約5.前後の暗茶褐色粒子を多く含む、微小の淡茶褐色粒子を多く含む、下部に炭化物を塊状に数個含む）
SX355 

2淡灰色土（径約 1.前後の淡茶黄色ブロックを多く含む．径約3.前後の淡茶黄白色粒子を疎らに含む、部分的に砂nを含む）
3.暗灰淡茶色土（径約1・の淡灰白色ブロックを少々含む．砂灯を多く伴う、やや粘門を伴う）

4 淡灰色土（径約 1・の淡灰白色ブロックを少々含む、やや粘釘を伴う）

5.淡茶灰色土（微小の暗茶灰色粒子を多く含む、非常に硬f'l)

6.淡茶灰色土 （径約 10・前後の淡茶焚色・淡茶焚白色 ・淡茶柑色 ・淡灰色 ・暗茶褐色プロックを含む）

7.淡灰茶色土（微小の戊化物 ・渇色粒子を多く含む、非常に硬m、締り打り）
8.淡灰茶色土（微小の炭化物 ・褐色粒子を多く含む、硬灯、径約5.前後の炭化物を疎らに含む．締 り打り ）

9.淡灰茶色土（微小の炭化物 ・褐色粒子を多く含む、、8晒より軟n、締り有り）
10.淡灰茶色土（微小の炭化物 ・褐色粒子を偽かに含む、滑らか）

SX462 

11.淡灰白色粘臼土（径約3 • 前後の暗茶褐色鉄分を多量に含む）
SD290 

12.淡灰茶色土(7?10府より暗灰色．砂門を多く伴う〉

13.暗茶灰褐色土 （径5 .前後の淡茶褐色ブロックを多く含む、若干砂l'l・粘!'lを伴う）
14暗茶灰色土（径 1cm前後の暗茶褐色粒子を若干含む）

15.淡茶灰色土 (6層同様のブロックを潰れた状態に含む）

16.暗灰茶色粘只度（下部に明茶褐色の硬買鉄分を含む）

17.暗灰青色粘土

第73図 SX355土府図（1/30)
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第74図 中世遺構変遷摸式図(1/1600) 

40 

る痕跡をイiするイi製未製品な どが認められる。京都系土師器、及び廿磁碗の年代観より、 SX355はJ6c後半～末

に構槃されたものと考えられる。

なお、先述 したSD260の所見から、当該溝とSX355とは相互作）llが闘いことが指摘され、SD260のJit栢埋土中

より秘み土を構成するプロッ クの流入が詔められることよ り、SX355の構榮に‘りたってはSD260を掘削した後、

その土砂を掻き拗げて梢み 卜げた可能性が想定出来る。

今回の湖査では、弥生時代後期～近代に至る追構 ・追物を多数確認した。なかでも 、古瑣時代初頭の竪穴仕居

跡を確認し、躯落範1月を辿認できた点、戦国時代の居館に付随すると考えられる施設的を確認し、居節の存在を

梢極的に捉・Il:/1,'米る所見を糾ることが出来た点、さらに、この付随施設と思われる追構群の変遷から、短期間の

うちに館の大規校改修が行われていたことを示すデータを得ることが出米た．，ば、以 I．．の 3．9ばが今回の調査での大

きな成果といえよう。(;ij谷）

）く分l|iJ11l蔵文化財調介年報 47 



煎 下郡遺跡群第143次調査 E区m • n -15 

調査面積約176m'

地域 A

調査期間 2004.03.09~04.04.23 

調査担当松竹智之

今回の調査地は同辿跡群の中央部に位置する。今次の調査は、追跡の

範囲ならびに状況の把握を目的としたもので、 l76対の調査区を設け、

調査をおこなった。 調査対象地域は、区画整理以前に器地が形成されて

おり 、それに伴う撹乱が随所にみられる。調森の結果、貯蔵穴 (SK020• 

025)、近代硲 ・近111：硲 （STlOO~l.16)、土坑を検出した。

貯蔵穴

調査区中央部で円形プランを品する貯蔵穴を 2基検出した。2基とも

上合IIを削平され、甚底部しか残存していない。SKOZOは径0.85m、深さ0.

4mを測る。SKO25は径0.8m、深さ0.4 mを測る。 2基とも底而直上か

ら土器が出土した。 出土逍物には下城式甕片、東北部九9)•1•I系の甕片がみ

られることから、弥生時代中期に比定される。

井戸跡

2基の井戸跡を検出した。調査区北西側で検出した

SE005は半分ほど調査区外に展聞している。深さは検

出而から約］．2rnを測り、規校 ・形状から井戸跡と思

われる。時期は出土追物に 8•世紀代に位置づけられる

須恵器の壷片がみらえることから、古代の所崩である

可能性．が高し‘o

第75図調査地点位置図

調査区北東隅で検出したSEOJ5は、深さは検出而か

ら約l.5rnを測り、規粒 ・形状から井戸跡と思われる。
第76図調査区全景（南から）

時期は下部埋士より 8世紀代の多且恵器の杯片が出十．していることからこの時期の所槌と考えられる。

近代墓 ・近泄硲

調査区中部より東側で20払ほど検出した。この硲群は、以前に硲地改枠が行われており、硲石などの上部施設

はみられない。また、硲地改葬時の撹乱の下部にイ！代かにプランを確眩できるものを含めると、 20基以上の硲が群

巣していたと考えられる。

ST106は隅丸長方形の平面プランを呈する土堀硲で、底径約0.80m、深さは検出而から0.45 mを測る。埋葬主

体から頭部は東を向き、Jj餐をIIllげた状態の人骨を検出した。出土迅物は施釉土師質小Jiil2枚、 六道銭がみられる。

施釉土師器小llllの形状から、時期は19111：紀後半代に位骰づけられる。

ST108は柘円形の平而プランを呈する土iJ説墓で、底径0.8m、深さは検出面から0.4 mをiJlljる。埋葬主体から人

骨片を検出した。時期は出土追物に17・111：紀後半と考えられる肥前陶磁器染付碗、 土師質小llfl片がみられることか

ら、この段階に構築されたものと考えられる。

今回の調査では、近代硲 ・近世硲を約201，しほど確認し、 当該地が近1仕より硲城であったことが窺われる。その

48 大分市裡蔵文化財揺1ft年報



他の遺構は、後litの削平・区画整理などによって残りは良くないが、弥生時代中期前葉の貯蔵穴、古代と考えら

れる井戸跡、中世の土坑がみられた。南側に隣接する第58次調査区や周辺で行われている調査では、弥生時代中

期に位骰づけられる住居跡、貯蔵穴などがみられ、調査IK周辺に集落が展開していることが確認されている。

古代の追構についても、周辺の調査区で当該期のものがみられ、調査区周辺一体に遺構群が展開しているもの

と考えられる。（松竹）
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城原・里遺跡第 6次調査

調査面積

地 域

262. 4m2 

G 

調査期間

調査担当

2003. 05. 14 -2003. J l. 04 

池沿千太郎 • 松竹智之

今回の調査は、 1|i逍城原 ・星線の改良」こ事の路線変更に伴っておこな

われた。;],',l1flx．．は、第 1次調在区と第 5次調査B・C区の北側に隣接し

る。

調査の結果、弥生 ・中III：・近世の辿構を確認した。主な迅構は、弥生

時代叫Ulのlti蔵穴 l晶、叫II：の南北に延びる溝状追構2条、現在の道路

に沿って第 5次調査C• DI><．．で確詔された道路状迅構の粒きである近111:

1．泌i構である。

•~O · SD025・ SD030である。

?0は、 ，J刈査Ix•西側で南北方向に延びる溝状磁枯とし

溝．の規校（ま1μ1,¥0.,1111、深さは検出1f1iより0.2111を測る。土陪観察から/,1、:f(ij

付近にグライ料がわ ,・.確認できるため、滞水していたものと考えられる。

てい

段階の道路：Iハ

-i •••9災な溝状辿構は 、 SDO、

SDO、 ,J1,1I査I刈14側で南北方向に延びる溝状紺HIJ-として検出した。

．．． トベ．．，
第78図調査地点位四図

1，1＼十磁物は比質十．器、 Iー．師器片などがみられ、これらの出土辿

物から 1511［紀代と考えられる。溝の）jlhjから第 1次調森で確認

されたSD01IOの延長部になると考えられる。

SD025は、調介ミIX：西側で南北方1（リに延びる溝状辿構として検

出した。溝の規校は幅0.47111、深さは検出Ihiより0.2mを測る。

削‘ドを受けており1ぷ1i1iしか残っていない。出土逍物は土師器な

どがみられる。これらの出十．辿物から151せ紀代と考えられる。

SD020とlh]じく 、第 1次湖査で確認されたSDOOlの延長部にな

ると考えられる。
第79図 S0025（南よ り）

SD030は、』ilf」ミIX：東側で東西方Ih]に延びる溝状追構として検出した。溝の規校はl|lhi2.2m、深さは0.2~0.3m

を測る。出士辿物は 1’．器）「のみで時期を特定できるものはみられない。

溝状辿梢以外に』峠IX：東側において道路状逍構(SD035• soo,10)が検出された。この辿構は、』1,1l在IX：東側で東西

)ii（りに延びるS0035• SD040の2条の溝状迅構からなる。SD035はl|Iiil.2m、深さ0.3~0.1lmを測る。SD040は1|lii
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第80図 迎構配置図 (1/400) 
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1.3m、深さ0.11rnを測る。この溝状辿構のIli]には連続した 1-．坑が見

られることから、近路状逍構のII［能性が高く、第5次調1i'B• C • 

Dixズでもその延此'i11が確認されている。城｝）；(・11¥.辿跡第2~ 4次調

1i'で確認されている古代に位itt付けられる追路状辿枯の延長部にな

ると考えられたが、 II'が期的には溝のJIIし1．．及び 1：坑から肥Iiiil}伶染付片

が出—I一：したことから近世の所並と考えら れる 。

今1111の調査区では、第 1次訊,¥j在|X:、第 5次，伽l1i'B.C. DIX．．で確

認した辿構の延長部と考えられる辿構が確認された。 tな辿構とし

て、第 1次晶l介区で確認された15111：紀代の溝I)遥i・{{Ii2条がある。そ

の他、圃じく南北方向に延びる弥生11が代中期の溝；伏追構は、今回の

調在IX．．では確認できておらず、調介区の南側にある道路のあたりで

溝のlhjきが南北から東西方佑］に変わっている II［能性が考えられる。

調査Iメ：東側で確認された東111.j方,,リに延びる道路状辿構は、第 5次

調ftB. C. D Iメで確認され、現在の追路に沿った）［クで東西）加lに延

びている。この追路状辿構は第2~ 4次，恥j1t（中安辿跡）で確認、され

た古代に位ii'i:付けられる道路状辿構に続くものと想疋されたが、出

-,・・迅物から、近Ilしの所韮であることがわかった。

今1111の調査1メの南側に位ir［する第5次，恥lイt|X．．では、規格性を持つ

コ‘ j•：状に配irtさ れた大型掘立杜建物跡群が確認された。 これは官術

的性格を持っため、第2~ 4次調査（中安逍跡）と共に注11される。

そのため、今回の調査区でもそれに関辿する建物などの辿構の存在

が想定されたが、この調査では、確認するこ とができなかった。し

かしながら、調査区の周辺約400m|I[l方‘ド坦なl(liが広がっているた

め、これに1及l辿する辿構がある可能性が考えられ、今後の周辺の調

ィtに期特したい。 （池追 • 松竹）

SDD20 P3 
S0035 6区 S0040 a区

` ¥-- -亡＝玄’ こ＇ 言

第81図調査区全暴（西より）

第82図 道路上逍構（東より）

ー

ROOI R006 RO08 

SDD25 

、、：／ 
RO05 

゜
10cm 

゜
20cm 

第83図 出土迫物実測図 (1/3• 1/6) 
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X¥11 城原 ・里遺跡第7次調査

調査面積 654. Im' 

地域 G

調査期間 2003.07.29~03.10.30 

調査担当 池沿千太郎 ・松竹智之

城原 ・里辿跡は、 大分市大‘t：星に所在し、東西に延びる椋高40mの台

地 I・.に立地 している。城）原 ・星迅跡の400m西側には、海部郡面の政1『

と考えられている中安追跡（城原・il1追跡第2~ 4次調究）が位附する。

今回の調在では、第 5次調査で確認された掘立柱建物跡の紐きが確認

され、特に仕物 2期と建物 3期においては、建物群と柵列によってコ‘t:

状に配ii’91,:されていることが判明した。その規校も一辺が40mを超えてお

り、『濱施設の様相を星している。さらに、コ字状に囲まれた中心部では、

4棟もの）＜形の札1¥ヽ，I:柱建物跡が確認され、逍梢の切り介いや建物）j位か

ら建物が 3)りlのものと 、それ以降の建物である4期にあたることが判明

した。

出 1ー一．辿物は、 AIX．．にある東西建物(SB006)の南西隅の柱穴(S023)の柱

痕抜き収り跡から紅＇［忠器杯 ．一＃品が出七した。特徴としては、退

••• i念
第84図 調査地点位四図

化 したつまみが付き、 11径が11.0cmで内面のかえりがまだ認

められる 。 姓物は城）ji(• 星磁跡2期段階にあたり 、 II乍年調査

をおこな っ た5次調査の出 —t辿物と類似する 。 建物 2 期から

建物 3期に建て枠えられた時期を知る上で大変重要な辿物で

ある。第 5 • 7次調介建物群の変遷については次の通りであ

る。

建物群 1期は、 11よ初に建物の造営が開始された段階で、東

叫建物2棟と南北姓物 l棟が計画的にL字状に配ii'i:されてい

ることから施設的な様相がみられる。
第85図調査地遠景

第 8表掘立柱建物跡一跨表

辿構名 規 校 + 1: I:ij てj · 法(|iiイ J•• X梁イi) 建物）j位
S11005 2 1iil X 5 |iil、4.4X 10.5m 1.9111 xz.o~2.Zm N-12°-W 

建物群J)リj
Sl1008 3 1:il X 2 |: il 、 5 . 2X~ . 2m 1.8~l.9mXl.9m N-1 I "-W 

SBOl5 5 1/¥J X 21/¥J+ a、9.4X3.9+ am l.9-2.lmXl.9m N-11'-W 

S13021 4 1::J + (I、6.1+am 1.8~2.0rn N-1 I'-W 

SBOOI 21::Jx 2 11¥J、 3.6X3.9m 1.8~1.9m X 1.8~I. 9 rn N_ 6. -W 

Sl3002 2 1lil X 5 |lij+ ≪、3.9X8.2+a 111 l.5mX2.lm N-7 ・-w 

姓物群2期
Sl3004 3 1ill X 5 |iil、4.8XJO.lm I. 9~2.2rnXl.6~1.7m N-7. -W 

S11006 8 1::j x 2 1::J、13.9X3.8m I.6111 X 1.8~1.9m N-6. -W 

S11016 4 1lij x a |hl、7.6+a XJ.6+ a rn l.8rnXl.9m N-6. -W 

SB020 3 1:il+ a x 3 1:il + a、6.2+a X0.9+ am  l.6111Xl.8111 N-6. -W 

Sl3003 3 1:il X 7 |hl、5.4X I l.4 m I. 5~l.7rnXl.8m N-4・-w 

SB007 2 1lil X 2 |lil、3.4X3.4m I. 7~1.8m X 1.6~1.7111 N-6. -W 

建物群3期 Sl1009 5 1lil X 2 |lil、10.'IX4.6m I. 5~I.8111 X2.2m N-5 ・-v¥l 
Sl101 I 5 1lij x 3 |lil、12.4X5.l m I. 5~l.7rnXl.8~1.9m N-5"-W 

SLIO 18 3 1iij -9-a x 2 1iil + G 、6.6+a X4.7m I. 5~l.7mXl.9m N-5. -W 

SllO I 2 7 1::J X 3 |i:l、l2.6X5.2m 1.7~I.9mX 1.6~I. 8 rn N-2・-w 

姓物群4期 S13013 611¥Jx 311¥J、II.OX5.4m I. 6~I.8111 X 1.7~1.9111 真．It
Sl3014 5 1lIj x 2 |lll、8.3X3.8rn l.8mXl.8m 真：It

52 大分I|i JII!•蔵文化財，―昴11f年 ・t1i

身舎面i枯

43. 84 m2 

21. I lrn' 

不明

不明

J3.6 8 m' 

32.34m' 

48.31 m' 

52. 86m' 

イく lljj 

不明

63.59m' 

11. JI m' 

46.89111' 

61. 71 m' 

小 Iyj

59.63m' 

65. 74 m' 

31.45111' 
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第87図 S024遥物実測図（,/3) 
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建物群2期は、建物Itt1期と比較して建物）j|（リが少し北方

Iiりに1hJく。建物の規校が大Ji,1化し、規格性のある東西建物3

棟と南北建物2棟、さらに柵列により建物がコ字状に配jjl,'.さ

れた状況である。建物配jjlj:からコ字状配ii',':の様相から行術的

性格を持っている。

建物群 3期は、建物群2期の建物配ii'i:を）駐限に姓枠えが行

われている。 2期と1Ii]じく 建物が東西建物4棟、南北建物 l

棟と柵列によりコ‘i・:;IMiじiiりとなっている。

建物群4期は建物群l-3期のコ字状に1/1・1まれた中心のD

区で確認された。桁行が10mを越す大邸掘立.fi建物跡が確認

されたことから、コ字状に配置された俎物群の中心施設と考

えられた。 しかし、姓物）i（立が異なることやfi：火の切り合い

関係から、建物群3期以降であることがI'llり、この大）｛I!掘立

柱建物群がコ字状建物群の中心的建物になる IIJ能性は低く

なった。そうしたことから、建物群4期に該‘りする辻物群は、

単独で1—{••在したと考えられ、これらが 3 疫にわたって建てら

れたものと思われる。この段階においては、第2~ 4次調査

（中安逍跡）において建物群が展1}flしている段階と爪なってい

ると思われる。

今回の調ftでは建物群が新たに確認された。本辿跡は、コ

字状に配ii’,1’：された建物群の配骰、1，1,1-I：辿物からi1‘段I府の宜稲i

施設の可能性が高く、造営された飛鳥Ilが代においては全国的

に事例が少なく突出したものである。さらに、律令国家成立

前における海部郡の成立過程の様相を探る 1．．で学術的に大変

重要なものとして注 11 される。（池磁 • 松竹）

第90図 c区全暴

54 大分市肌蔵文化財，]1,J1t1F報

第88図 A区全暴

第89図 B区全景

第91図 D区全暴



謂 玉沢地区条里跡第7次調査

調査面栢 3450m' 

地域 B

調査期間 2003.05.27~04.03.26 

調査担当 永松 ・ 江上 • 佐藤 ・ 小橋 ・ 羽田野

本諜lftは、大分市初のPFI‘ji業による （仮称）植田総合l|il心行政セン

ター建設に伴う発掘調介として）こ施した。調究地は、大分IIiの西部を流

れる大分川の支流、七渚i川が大きく 東に蛇行する左作に位ii＇1,:する 。北は

虚ii i 、 南に宗方 • 雄城台とそれに続< |1 1});i•本 1ての丘陵に IJ胆まれた沖fltilt

地に所在し 、後'1'fの雄城台 l了：陵の Ifiii：日こ立地している 。 1;•成 1 1 ~ 1 2年

に調引tした--1:．．沢地区条星跡第2次，Ji，l介の西側にあたる。

調1tの結果、地表而から約4.5m|、・（客 1：含む）まで水IIIK‘91を(i(I謡ど、した。

時代1ザでは、近現代から11,11しまでの1x:111tj溝やq,Ill：段階の杭状卒塔婆I,J.：川

杭、古瑣IIか代では七ti1i器(7Ill：紀後‘|'..~)の肌納上坑やi/1l・：、弥生11が代前）リj

中菜（板付I]a{ji••行）から弥生後期終木のi/lj: ^・・かの辿構を検出した。 出 1：辿

物は、弥生土器、士師器、紅＇［恵器、愉人（滋器、近Ill：陶磁器が見られるが、
第92図調査地点位四図

特に木製椀などの木製品の出 1：が多い。

-i：裳這構について氾述する。1x:11lij溝は、東西）j|iリの検出長約46.4m 、 輻約4 . Om で堆秘十．の最 I‘• It1 から 1 '1 111:紀

後半に比定される士tili器比片が1,1,1 I・.している。十悩観寮から放疫の掘り返しがみられることから、繰り返しii,I[IJ、J

掘j'jljを行っていたことが窺える。近Ill：～近現代に掛けて位説をl}iに移しながら、方向は墜持している。

|．．．師器の埋納辿構は、油惰IX：中央付近で検出し、 径22.5cm iili後のややイ汲定）Iクな円形をばしている。検出1(1jから

恥 (1iまでは40.8cm を測り 、 1消Iii器は検出 l(Iiド32 . 0cm で 1 1縁を 1•• （こしてJI | !. iri： し、 JII［戻 している 。 十．師器は 、 11径 1 5cm 、

底径7.5cm、器高6cmで器1(1iが．'_I,!.ずんでいるが、漆等の祢布は見られず、7111：紀後半の所廂と考えられる。即納

l：坑は近年報告事例がある水Ill内での祭祀行為の跡と考えられ、地鋲行為、または口縁部を 1-．にしている 1iから、

雨乞いなどの儀式等も考屈 したい。

弥生時代では、弥生時代前期l|I栄（板付Ilaiji：行）から弥生後期終木の溝か検出され、特節すべきは弥生時代前期中

菜段階の溝や溝に伴うJ|．．J悦、略杵が出卜・している．しりである。J|..j梃については、市内調査では初見であり、また略杵

という木製農具の 1, 1ばは、 弥11:_11 ,『代 tiii期における水1|l J.j|•作 を強 く想起させる。 JI躯は分岐している汁lj:のそれぞれ叫

側に構染されている。 2 ヶ所の） 1： J•1見は 、 矢板と立杭により構成されており 、 横木 と思われる丸）又材も散見されるこ

となどから、「百々道タイ プ」に類似している。北溝（SD080)のJI・・堰は、構兜していた痕跡（板列）が・：列確認でき、

li辞絶までに 31!!lの辿成が考えられる。南溝(SD102)の井J梃は、板列が一列のみで改修等は確認できない。板材は、ク

サピ状に加1うがされ、一部表｝文が残イfしている脊料も見られる。略杵は、Jl:J梃(SX090)西側で出士し、令長146.3cm、

径5 . 3cmである 。 据部が柄の部分より 一•廻り太くなっている。 溝のJII(+會には1＼［し｛野式 ・ 突帝文段階の 1-．器）「が混人し

ていることから、同段階の他含倍のイ（在が考えられる。他にドングリピッ

ト(SXJ08舒）、焼土辿構(SX100)、水l|状逍構(SX083)が確認される。

本油l在の成呆としては、 Ill字図に見られる区圃溝が、 14I I~紀後‘|'·. から

近代にいたるまで翔製されていることから、中Ill：段階の地＇，1｛Ilの鮒lリJ、 と

圃逍構が1ii項定「肥後街迫」に隣接することから「肥後街追」造営期解1リiへの

端糾となるものである。また、初期水Ill段階の辿構発見により 、周辺地

での初期水IUの検出、及び,,,,，後期の犯落の発見がすすむことで、 1:..i)団地

IX．．条星跡の初期水Il l解明の •U)Jとなるであろう 。 （水松）

ー

第93図調査区全景写真
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第95図 SX085（竪杵）（西から） SX090（井堰） （西から）

56 )く分 l| ijl 1!•蔵文化財調脊年報



渭 玉沢地区条里跡第8次調査

調査面積

地 域

1000m' 

D 

調査期間

調査担当

2003.12.25~0/4.03.25 

河野史郎 ・奥村義・i't• 佐藤孝則 ・ 小橋'i芯之

調査地は七瀬川の北痒域に広がる現在も水Ill地悩である「＿1:：沢地区条

隼跡」の一角にあたる。‘li,-Jil1tは病院建設に伴い尖施した。調査期Ili]等

の関係から、今回はまず訓在地内に十陪を中心に確‘必な水川附と各水ITI

1(1の分布範IJJIを把梱するため トレンチを 4本設ii"i:した。f!1!i'jljには巫機（平

づめ）を川いて行った。 1:I¥、イ観察の結果、現状地，'i'lとir（複する畦Ill・トは近

Ill：までしか確認されなかったものの、砂昂に投われた水Ill跡がその下位

恥．間的に，→JI,隋することにした。

また、小型のエレベーターピット (!OX10)でプラントオパール分析

を1i.liiiに実施することで、考古学的、fl然科学的な．＼、I拗からの水1111杓（而

で調査をする水IIII:91）の絞り込みを行った。
第97図 調査地点位置図

において確認されたためその水IIIIMを5

その後、大和）のエレベータービソ ト部分を調1r:地として設定したのである。』I，j1校の対i果、 I3H1iの土壌化した悩

を確認し、その内の I01fli を水 1 11 1',ヽ ,1 として認巫した。 また、 I ~1(1jの洪水培も{i'{I五認している。近IIしから中Ill:にかけて

I I _. - J -
は4而もの良奸な水1111,.`わがイf在している。これにより、中11［からは当調査地では

辿綿と水U:Iを営んでいることが確認された。各水Ill跡が洪水、河川の氾濫を受け

てまた、開発している状況が窺えた。 ド位では、 1-.1,••,1観察では 1：壌化が確認され、

炭化物も一定糾：含まれる、＇！． I：から当初は水IIIW/と認．走したが、プラン トオパール分

析では水田跡といえる結果はでておらず、また、その後の地形的な所少しからも 、

現在は水IHに開発される前の湿地が広がっていたという 1’ll断をしている。辿物も

出,-.していないためII、1flVli)妙とも困難である。

匿
以下、主要辿構の様相を述べる。

水1「IJ.(I (SOOl)では、現状地割に巫なる場所で畦lll'J'I条とそれに伴う 川水路を 2条検出している。また、他

痕群 ・杭跡を検出している。出 1．．逍物は、!Jf;I・. I I段階の｝，11'iIt系掏器 ・ 油泉窯系 ， Ii'磁 • 初期伊万里llll ・火鉢 ・白磁

J 

, " 
；；；綱

豆
• 

第98図調査区全景

D類等が出土しており、 1711［紀前半と考えられる。

水Ill昂（S002)

いる。II'1:I滋．逍物は、 {Iiii0(iiiiiり鉢 ・十．師器杯などであり11が期は15111：紀～l6|I［紀 1iii‘|,・・であると考えられる。

ではある4閉度の規格をも った｛咎／iいを検出している。これは1X..|llliを表す辿桃の可能性を考えて

水!Lil杓 (S004)では、

J什士師器が出士しており、

I•J9；作の水 IIII昂（S028)のよ）卜作li｛を検出した。耕竹：1J込からは、12JI!：紀代に比定される liJf•

|•J1・和の水 lll陪 (S028) は 、 1 2 1 11：紀代の可能性がぷ唆される 。

今回、 17111：紀前‘|,··までの水11 | l,•オでは 、 l!lf llllが確認されたが、 そのド倍の水川では畔lll'j:は確認されず、 また地形

的に変化する状況も確認されなかった。このことは、ヽ11I淵介lX：内では水Illに水を';j該るのに畦lHI：が必要でなかった

ことが推測され、地形的には‘ド坦な揚所であったと考えられる。このことから近IIしから設仰された畦Iiiトには、

地所布の愁：味あいが強いと考えられる。さらに、 ‘Ii,.JI，1介地で湿地が広がっていたという結果は、周辺の微高地 ・

緩斜而 ・谷部の地形を復｝J;(する 1：で重災な11i見であったといえるだろう。

今後の課題としては、水IIII（りの認淀：条件の難しさである。現J劫段階の所見で脱拌と炭化物を確認した拗合、1|:.

!・. 

物的樅拌が人為的であるのか、植物によるものなのかが考古学的所見から鮒明できないことを考えると科学分析

との相互分析が重．要といえる。 しかし、水Ill辿構が検出された附とした培から、プラ ントオパールが確認されな

いという事実があり今後の水Ill認定の条件整(Jiiiが急務といえよう。（佐藤）
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S001水田府畦畔出土状況（西より） 第100図 S029辿物出土状況（南より）

゜
10cm 

第101図 S029出土泣物(1/3) 
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XIX 鶴崎町遺跡群（堀川）

調査面積 392m2 調査期間 2003.06.24~03.10.31 

地 域 E 調査担当河野史郎・岩尾美保子

鶴崎町辿跡群は、大分市の東部、大野川と乙i~lt川に挟まれた三角J•I•I Iこ

に位置する。

近世鶴崎町は、肥後蕃の瀬戸内航路の拠点として、慶長6年(1601)肥

後藩主となった加藤消正が所領とし、その後加藤氏から細川氏に引き継

がれ、江戸時代を通して肥後藩領となった。

鶴崎は、肥後藩にとって川尻と．,iP.ぶ海の玄関口に位irtづけられており、
当時河日部で西流した大野川本流に沿った鶴崎町の北東部一帯には、御

舟入・三艘堀・千艘堀・堀川といった舟入群が存在していた。中でも今

回の調査対象地となる堀川については、鶴崎を所領とした加藤消正が御

茶屋（宿泊所）の整備と並行して、h姓初に開削したとけわれているもので、
第103図調査地点位置図

鶴崎町成立期に潮る資料の出土が期待された。

調査は、餡崎支所建設に伴うもので、調査125.は、 ILI建物基礎による攪乱の及んでいなかった建設予定地北部に

設定された。

調査の結果、堀川の埋没過程をボす士留め遺構、ふ乍末期の大規模浚渫の痕跡、 17世紀前半段階の堀川の底部が

確認された。

堀川の埋没過程を示す士留め逍構については、 5Tと6Tの2カ所で確認された。稲末～明治の追物也含屑を

直接切り込んで造られ、その石がより高く積まれた 6Tの土留め逍構が明治期に、明治～大正・昭和初期の也含

層を切り込んで造られ、家屋のI怪材を利用した衷込め部を布する 5Tの1こ留め遺構が大正・昭和初期にそれぞれ

比定された。明治期の字図によると、堀川の東半部が埋め戻され開墾地となった状況が表されており、 6Tで確

認された：l滑．留め辿構は、この時のものであることが椎測される。加えて、昭和10年ころの鶴崎町全図には、堀川

が既に全体が埋められた状況が般察されることから、大正・昭和初期の段階にその他の部分が狸められたことが

推定できる。おそらく 5Tで確認された土留め遺構は、この時のもので、地図には表現されていないが、堀川は

妓終的には池又は堀状になっていたと考えられます。尚、この池又は堀状となった堀川からは、サクラビール（大

正2年～昭和18年）の瓶等、大］E.昭和の遺物がll吐している。

猫末期の浚渫の痕跡については、現地表から約3.6m下位（標高一0.6m・1前後）で確認された。上培よりもやや

堅く締まったシルト質の強い＋附1fliで、杭や杭を抜いた跡、大きな板材、縄等が検出された。これらの遺構・遺

物は、舟人を浚渫する際の水をせき止めた痕跡と考えられる。調査区の全面にわたり、均等な深さで行われたこ

ー

現地;/(tf1i

―̀ 

IT 

I 
5T 2T 

I 
fiT l 3T I 7T I 4T 1 8T 

‘-1 ] 

I べ~I -9-、一』’ 

三 I

①表土 ②灰茶色砂 ③青灰色粘土 ④灰茶色砂 ⑤青灰色粘土

⑥灰茶色砂⑦汀灰色粘土 ⑧胃灰白色シルト

第104図堀川土層概念図
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の浚渫工事は、舟人への通常の士層堆積に加え、当時、災害等の影郭で、大野川の流れに変化が生じ、舟入群が

存在する大野川本流への水流が減少したことにより、Jil•入としての深度を失ったことが背娯にあったと考えられ

ます。この浚渫面の上位からは、陶磁器頻（焼継文字の入ったものを含む） ．焙烙や規炉・木製荷札・蛸壺等の

漁労具等が出土しました。

17世紀前半段階の堀川の底部については、川底を思わせる砂層で、東側が比較的浅く、現地表から4.0m下位（標

高一I.Om)、これに対し、西側は深く、現地表から4.5mド位（標高一1.5m)を測った。この深さの違いについては、

御茶屋等の主要施設が存在する堀川の西側に、より大きな船が接岸できるよう設計された可能性を示唆するもの

と考えられる。稲末の浚渫面の下位となるシルト質の十舟1からは、 17冊紀初頭から前半の遺物群が出土した。即

ち稲末期の浚渫によって、間を埋めるl7i旧紀後半～ 19軋•紀初頭までの遺物群が失われ、純枠な 17他紀前半代の逍

物群が残った形となったのである。

出土遺物には、唐津焼、初期伊万里、軟質施釉陶器、備前焼、丹波焼、瓦質土器、京都系士師器、焼塩壺等が

ある。これら遺物群は、胎士H積みの唐津焼（1580~l610年）でも新しい位骰づけとなる遺物群と、初期伊万里や、

砂目積みの唐津焼や初期伊万里を中心とした(1610~1630年）遺物群に分けることができる。前者は、加藤消正が

鶴崎を所領とした時期に、後者は加藤忠広の時期にそれぞれ比定される。特にこのシルト層でも下層から出土し

た遺物には、砂目段階の逍物が含まれないことから、堀川の最下層には純枠なii1i・IE段階の遺物群が残っていたこ

とになる。又、これらの逍物群の中に、軟質施釉陶器の碗•水滴、丹波捕鉢、瓦質土器焙烙、焼塩壺等の関西系

遺物の存在が目に付くが、これらの遺物は、大阪やJ；（都で出士する時期と大差無く出土していることから、当時

の鶴崎の港が、東都・大阪方面を向いていたことを女II‘共に示す脊料といえよう。（河野）

□ ¥l下．ク-// ¥¥ tt) 
三二.ご言／
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こ II 言））U
軟質施釉園器水滴．碗

口／ニ
三―-]

こ履系土師器

巴2 二戸~3

焼塩tit．益。

量

唐律陶器碗・皿 涼州窯系染付碗

丹波焼揺鉢

。
10cm 

瓦質t器煤炉 1 •I 

第106図 堀川シルト雁出土遥物実測図（1/4) 
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第107図 6 T土留迫構検出状況 1 T茄末浚蝶面検出状況

第109図堀川底面検出状況 第110図 軟竹施釉陶器出土状況

第111図焼塩壷 第112図丹波擢鉢

第113図軟阿施釉陶器水滴 第114図 軟阿施釉陶器碗
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xx 鶴崎町遺跡群（三軒町）調査

調査面積 200,n2 

地域 E

調査期間 2004.02.01~2004.03.26 

調査担当 河野史郎 ・奥村義ft

鶴崎IIIJ磁跡群は、大分 l|iの東部、大野川と乙i'lt川に挟まれた—．．角州 l ••

に位散する。

近111：鶴崎Ill［は、肥後湘の消i巨内航路の提．閉として、1羹長6年(1601)肥

後溜t となっ た加藤泊 l |•：が所領とし、 その後）J|l藤氏か ら細川氏に,J I き継

がれ、加 illが代を通して肥後湘領となった。

肥後藩には、「五ヵ町」（熊本，八代 ・1心iJil:fi,川尻 ・高橋）とされた公

認のIIりが{f在したが、節lil岱lllfは、これらli． 力Ill［に準じる「iiiiIll[」として

泄から公認される位i花j:づけで、鶴崎御茶屈を11l心に、出Ill[、西IIIJ・、 本町、

堀川町、横Ill[、今新町、 •: 1[l••町、囚床町とい っ た町筋を布する城 I‘•III[ (lり

な批観を消していた。今1111の調査対象地である・：粁191[(...|:ilIll[)は、御

茶届から東に延びる追路に沿った両側IIllで 、この追路の東は、構11及び

対i店の志村にil虻る大野川の渡しへ通じ、西は、餡崎御茶屈に辿じている。

調ftは、道路に而した1:ijl1部分で、確認訓介で迅構が良好に残イfしていることがわかっている (Iトレンチ）と、

第115図 調査地点位置図

エレベーターピット部分で逍構が完全に破壊される、道路よりl0m程奥に入った (2トレンチ）の 2ヶ所の調介

地を設定 して行われた。尚、 1トレンチについては、追構保イfを前提に、18111：紀末～硲末にかけての第 1而まで

の[J,,11イtとなった。

調1tの結果、 ］トレンチでは、町）至をぷす短li|}状地，iillの痕跡が石列の形で，認められ、前1(iiに），片舗を兼ねた□I:I::J

状の空間をもつ建物 2棟分が確認された。 2トレンチは、 lトレンチで確，認された東側建物の後1『部にあた り、

井戸を含む+|iil状の空間と建物礎石が確，認された。おそらく 東側建物は、南北に長い土間を布 し、その奥の部分

にJI:)iを含む台所状の辿構(2トレンチ）がイf在したと考えられる。

更に完令；祁I在が行われた 2トレンチは、 1トレンチの東側建物の統きである）1’,}-i、建物礎石、跨み石状迫構が

検出 された 181せ紀末～硲末にかけての辿構1/iiと 、 その 卜陪より 、 多批の鍛冶i'•加を含む大捌の｝促梨．七坑及び井｝一i .

土坑か らなる18 11J：紀前 1•-・ ～後中に位骰づけられる銀冶 l’．房関連の追構群が検出された。 特に、後者の辿構群は 、 1 8

Ill：紀末～硲末段階の短1111':I)謙j應，1fljりとは、 そのわ抽を躾にしており 、その性格も含めた逍構群の状況が一変したこ

と確認された。

匿

第116図 1トレンチ全景 第117図 2トレンチ全景
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今回の調究成呆の中で、特に2トレンチについては、三軒Ill［におけるIII]届（短Ill}状地，lflj)鋲観の成立が18世紀後

半～末の段階であったことを示すと1rij時に、その前段階に大規校な鍛冶工房が存在したことが確認されている。

前者については、今後文眼脊料との整介作業が必要になり、後者については、文献脊料との格合と併せ、三軒lllf

の北東に―{f在する作事所との関係も汁：．11されるところである。（河野）
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第118図追構配四図（1/200) 

0
0
0
 "O
L
9
 

第120図 SK110土府断面状況

第119 追構配四図(2Tl8C中頃）（1/200)
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XXI 東田室遺跡第11次調査

調査面積

地 域

132吋

A 

調査期間

調査担当

2003. 07. 24-03. 09. 04 

松尾聡

今次の調査は、都市計画道路田室春H線改良工事に伴って実施された

ものである。調査地は、東田室遺跡第4次調査地の西側に位骰する。調

査区中央西端部では、浄化槽が設置されていた痕跡があった。そのため

当場所の遺構面は浄化槽設置時の掘削により削平されており、遺物・遺

構等を確認することができなかった。また、北側には水道管が埋設され

ていたため、当管を残す形で調査を行った。調査の結果、古瑣時代初頭

に比定される竪穴住居跡や竪穴遺構、中庄穴、土坑などを確認した。なお、

遺構検出標高は約 5mである。

主要遺構

竪穴遺構（SX015)は、調査区北側において確認した。形状及び規模は、

水道管により分断されているため不明であるが、残存部より推定すると
第121図調査地点位囲図

隅丸長方形を里するものと思われ、長軸約4m、短軸約3.5m、深さ約0.4mをはかる。埋没土中より古瑣時代初

頭に比定される布留式系土器（甕．閥杯・壷・鉢）、ミニチュア土器・舟形土製品など大批の土器が出士した。

したがって、古坑時代初頭には埋没していたものと考えられる。 SX021、SX060である。 SX021は調査区北西部

において検出したが、遺物は確認できなかった。 SX060はSX015に切られる遺構である。機能時及び埋没時期は

遺物が出土していないため不明であるが、新旧関係よりSX015より古い時期に相当するものと考えられる。

土坑 (SXOlO)は、中央東端において確認した。平面形態は、東側部分を削平されているため判断できないが、

残存部分より桁円形を呈するものと思われる。規模は、長軸約l.0m、短軸約0.4m、深度約0.2mである。埋没

土は 2層に分罰でき、上層より 9軋紀後半に比定される土師器が出土していることから当時期には埋没したものー
と考えられる。

小結

今次の調査は、前年度の調査成果と同様の結果

がえられた。東IH室遺跡群は毘沙門川（現住吉川）

流域に広がる微高地上に位置していること、海・

河に近接していることから古瑣時代以降頂要な拠

点であった可能性が考えられる。今後の周辺調査

によって古墳時代・古代の集落や遺構の状況や広

がりの解明が期待される。（松尾）
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第122図 遥構配置図(1/200) 
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XXIl 南金池遺跡第5• 6 • 7次調査

調査面和 945m2 

地域 A

調査期間 2003.05.30~04.OJ.22 

調査担当 高畠農 ・梅田昭宏

当調森は大分！訳周辺総合整備事業の土地区画整理事業に伴い尖施され

た。当地は上野台地北側の低地に広がり 、顕徳町］ 「日に所在する。本

年1文において、南金池辿跡第 5次調査をはじめ、6次、7次の調査を継

絞して行った。

第 5次調査区は、柱穴と考えられる明確な柱痕跡を含むビッ ト群、十．

坑が検出されている 。 追物は、オ消iIi器杯、杯 d 、 紅＇（恵器大）利製 l'山が出 I••

した。

第6次調査区は481112の調査1.)(．．である。追物は製塩士器、企救）利甕、十＿

師器杯、杯d等が確認された。

第7次調査区ではピットを数晶ほど検出した。追物は微細な破片が少

砒ほど出士している。
第123図 調査地点位四図

南金池逍跡において、7次に及ぶ調森が終了した。

第5次、7次調査区の辿物は概 して少なく 、土／昂断I(I観察、 ‘ii；．びに追構検出結果から栢柘的な十．地利川の痕跡

はほとんど認められない。‘り地より西側、県庁前古匡llff線を挟む試掘調査結果においては、 Ill河追もしくは低湿

地化 していた可能性が水唆さ れており、迫構密／文が低下する状況は、これに至る空1iil地等である事が~I揺さ さ れる 。

第 2 次調査,~は各調脊Ix: と 比較 して、迅構数、逍物拡が1位も多く、これ らの偏在が翡i署な、1ばか ら 、 第 2 次調査

区の北側を基点に辿構が展開していたと考えられる。1・,'/報を摂取できない東側付近を除き、辿構は1：．に南側に向

かい1ムがると想定される。

当地は 9Ill：紀前半代に抽）函する追構、逍物が多 く確認され、これ以前に遡る逍物は極めて微：l:.:な見iから、古代

より当地を利活JI］していたと考えられる。また、各調査地のいわゆる六辿島式と考えられる製塩十．器の総絨は約

Jj kgにのぽり、かつて塩Illが営まれたとされる塩九11・ (しよくじょう）との関係が想定される出十．’Ji-例として注

l」できる。

塩九升については水松りじ年 (l165)の作）原八幡宮文似 努・ー・オII郷のJ盆浜 3反を供料と奉免せしむとする記載や志

賀文，年にみられるil-．．安元年 (1299)の騒動に記救された地名、 勢久lU：宇（せくせう）との関連が既に指摘されて

いる。なお、現在の塩）L11-III［とのj1'(．線距離は北東に約700mである。（梅田）

-- 』ー テ
重こ・..` ． 

.0 0 ‘̂ ・ • 
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第124図 南金池追跡第5次調査区完掘状況（東から） 第125図 南金池遺跡第6次詞査区完掘状況（北から）
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第127図 南金池辿跡第1~7次調査位四図（1/1000)
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xxm 横尾遣跡第82-3次調査 D-35・40地点

調査面栢約125m2

地域 E

調査期間 2003.05.16~04.03.31 

調査担当 塩地 ・奥村 ・小住 ・小橋

調森地は大分市大‘i·：横）¢‘i·:i l••Y...に位骰し、乙沖川に 1hJ けて 1}},11 1する谷

の周辺部にあたる。東側憐接地には横尾貝塚が所在する。今Il11の湖査は

平成13年9文に発見された「水拗の追構」を構成する部材の保イf処理作業

を行うにあたり、当該辿構の全様と 、その位ji"i:づけを明確にするために

尖施したものである。 出 —I・・迅物については現在コンテナ約50箱に保符し

ている。調査の結果、深さ約 3Ill にも及ぶJ•ii：梢．十·./脅が確認．され、各時代

の堆梢土陪を砧盤1(1jとする逍構群が検出された。以ドに、その様相につ

いてまとめる。

中 世 横尾貝塚周辺の調査において指摘されている大 1•本地業によ っ

て形成されたJ-IH111-l-./¥'1(82-3SXOOI • 002 • 003 • 001I)と位斜づけられる

ものである。 1•から大きく．［I.渇色土倍と茶掲色上9竹の 2 9［イに区分され、

両者ともに大針の礫と追物が内包されている。深さは合わせて

約 1Illを測り、古代の辿物と共に縄文時代に比定される大：1しの

辿物が出土している。

第128図調査地点位置図

・ゞ:r`立こ

‘̀--.... 

今回の調査では、これらの辿物は古代以降の造成に伴って1兌

梨されたものと判断されるものの、縄文時代に比定される磁物

の大址け€痰という特喰される現象は第82 • 87次調査をは じめと

する当該地の周辺調脊区においても認められ、現段階において

は既往の調査成果を柄まえ、 ・14 世紀前半頃に行われた谷をJII!•め

る一辿の造成に伴っ て Iiむi~されたと理解できるものである 。 ま
第129図 「水場の追構」検出状況（北よ り）

た、この追成士からは約2.25kgを址る姫島瓶児IIII！石製の大形

原石が出土しており、特喩される。さらに、この造成」をはじめとして各時代のJitflt+.]{’1については粘本的に乙

非川から西側丘陵i，fl1に1付けてl閑く認められ、調Jtlx：東側に想定される微高地の存在を示唆する板めて重要な所見

と判断される。

縄文時代後期前葉頃 ll9|lしの造成士と判断されるJii；梢十」1,位のド位にあたり、椋高約4m地孔［のl:JC茶緑色粘質土）竹

を払盤而とする I:＿坑(82-3SX007)J ;)店が該当する。この文化1f1iは第82次調査において当該期のドングリ貯蔵穴群

が形成された段階に相‘1,1するものである。

縄文時代早期末頃 アカホヤ火l ll l:J（附の下位にあたる椋高約 3m地点の暗灰黙茶色粘'it」••J.;1(82-3SXO」6)を基盤

---_ ..... 
東側調査区西壁土屁断面（東より） 第131図 東側調査区北壁土府断面（南より）
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第132図 西側調査区西壁土腔断面（東より）

面とする段階で、「水拗の辿構」 (82SX080)ならびにその設,r1・:に伴う掘り込み地業(82-3SXOJ3)が該当する。

今也l確認されたアカホヤ火111灰附については淡黄灰色～l火茶色を足し、現状で約60cmの堆栢が認められる。隣

接する第82次調在におい

て砂昂として報約した堆

栢倍についてもアカホヤ

火山灰昂のド位において

ご....... 

x-22.460 
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第133図 東側調査区西壁土府断面近暴（東より）

確認、され（82-3SXOJ2)、

両者共にアカホヤ火111灰

/fo1であることが判明し

た。また、色調や質感の

迩いにより 3倍に分界さ

れ、上位～ド位に向けて

粒子が荒くなる級化現象

（分級）が認められる。披

下府を{i少培と，誤認した理

由である。さらに、調森

区南側においてアカホヤ

の堆栢平面プランが確認

ー
され、その内縁部におけ

る堆栢は中央部に比べ均

質ではなく 、樅拌される。

以上のことから、第82

次ならびに第82-3次調

査区において検出された

アカホヤ火11|)火肘につい

ては水中に沈降した もの

であり 、アカホヤ降下段

第134図 82-3SX013略測図（1/300)

階の古環境を示唆する極

めて重要な所見と判断さ

れる。また、 第82次調査

区の中央：u:‘｛一僻におい

て確認されたイ速整合な堆
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積状況についても、当該西側調査区のアカホヤ火山灰府の中位において検出された。平面プランとしては細く帯

状に広がる。

「水場の遺構」 (82SX080)については、第82次調査において確認された加工木を杭で固定し「コ」の字状に配

置した遺構であり、今回の追加調査により「水場の遺構」に沿って南北方向に部材が検出されている。推定微高

地に向かって「水場の逍構」が東西方向に展開することを予測し、設定した東側調査区においては部材の展開は

見られない。南北方向に伸びる部材については谷地形に沿って南西方向～北東方向に向けて傾斜する。今回新た

に出土した部材については顕著な加工は認められないものの、その残存状況については谷尻方向の北側に比べ谷

頭方向の南側の部材の方が劣化している。

さらに、この「水場の遺構」については暗灰黒色粘質士府を基盤面として人為的な掘り込み地業が認められ、

その南側内際に「水場の遺構」が設骰されている。地業内には均質な黒色有機質土府が形成されているものの、拳

大～人頭大の礫が一定最

認められる。この黒色有

機質土培からは条痕文土

器の深鉢が出土している。

縄文時代早期中頃～後葉

頃暗灰黒色粘質土府

(82-3SX016)の下位にあ

たる標高約 2m地点の礫

地盤ならびに暗灰黒緑色

礫土層を基盤面とする段

階で、暗灰黒緑色礫土層

． 
二
。<

［西OO調歪区］

゜
10m 

第135図 82-3SX016略測図(1/300} 

の直上において姫島産黒

曜石製の大形石核が出土

している。暗灰黒色粘質

土培（82-3SX016)につい

ては 3層に区分され、地

山プロックならびに拳大

の礫を多く含む堆積士層

であり、下位ほど砂質が強

くなる。また、西側調査

区の北西隅において礫層

地盤が確認され、暗灰黒

色粘質土層（82-3SX016)

の堆積平面プランが検出

されている。

出土逍物としては先述

の姫島産黒曜石製大形石

核や部材をはじめ、無文

土器の深鉢が確認されて

いる。姫島産黒曜石につ

70 大分市埋蔵文化財調査年報
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ì

、N
、；乞・・ベ・"
.
.
 
‘
 
.
 

.
 
‘
.

."._

.、各
．
．ヽ
‘

.
]
.

3-

...[r

.‘：ー

．
．ヽ9
t
．
．ー
、

..

.....
^
.

;

 

.
 

.
 

"t 

.

.

.

.

.
 ‘
 
..
 

~f 

f

＼

・

ミ

．． 

‘•A 

..

.
 ,~

.̀  

.

.~9 

... ~ 

7

．一、

、・‘
.

●

,
.
.

.

.
 

.-

.
 

i

o:
 ..... 
_
 
... 

．ヽ‘

‘
.
 

.
 
i
 
.. 
,
 
... ,. 

ー

-.
9
 

‘.

~

• 

＼

、＇

3
 

『
＼
＼
，

¥

‘

、

‘

=)
)―
/

V

 

汀

’

9

r
.
3

え
．
t，
t

,
、

亡`

、～
芯．

い、‘

¢
ふ
‘
が
．

2

,•
ヽ

‘
.

、

．
~
ざ、
梵
．．．．．：
＼

‘
.
＼．

・
ミ
～

9

．g

.
'
人

＼

＼

．

ヽ

．

{
`
5
 .
.
 iー、
く、
9
,

.?
1
ー・・

1

・t
.

.

.

.
 

»\

• 

，
＇`
．
＇
，
．
ヽ

.

-

-

i

r‘

.7
¥
.ャ
,.
"
.
.
5

云

．一5．

ヽ

り

，

．`

．ヽ

，．．
 

，`
＇`

 

•

三
．
こ
．
．

．
．

，
．．
，
．．

．‘

．ー

―iへ

iだ
．p
ば

．、‘
ぃi

:‘プ．
J
＂・しり
．．
 
入、

9

,

 

i

ご
[

•̀

ミ・一
忍

．`
．

．
 、い．ぷ
”
.

竺

五
哀

3
、
口
ざ
ー
・
‘..

r
込

全

芯

‘
`
、
応`
、＂＂`

主

＿

．＄

．`
．
．

．
 
双`
，、ヽ

i
-
・

・
i
 ..
.
 
a
`
]

、

'

,

'

．』ヽ
・・・

ヽ
＼

．

．
 

a
ih

J・
・・・

ヽ

｀
｀
．．
 

-

.
 

仁

|
|
|
ー
|'’’

・̀ 
、ヽ.
`
:
亀

・

•
4
・
｀

.

.
 
’
 

・‘.t
 

．．
 

。
1知

第136図 82-3SX013・ 016出土土器実測図 (1/3) 

いては両者ともに10kqを超える大形の石核である。（第l38図 ．

10. 3kg、も う］つは12.2kqを紐る。）！IJ）火．！l.＼緑色礫十．）1'1の直上に

おいて 2点並んでII,11：しているものの、両者の接合関係は認め

られない。II沿火黒緑色礫十妍ならびに黒IIIMiの I．．位にあたるIlff

灰焦色粘質--I：界の堆秘状況から、当該期における本調査区の状

況については水l(li卜.であった可能性が想定され、．［li|1/j［石の出土

状況を踏まえれば、）iむ染された盗然性は低いと考えられるもの

の、烈図（IりなJ-11tiiitと禎極的に評価するまでにはポっていない。

まとめ 今回の確認，凋在においては、 •11該地一ヽ；けの古地形の復

元と古環橙の変造を1ド唆する極めて重要な所見を糾る ことがで
第137図 82-3 SX021黒曜石出土状況（上が北） 匿

きた。既往の調査成果より 、すでに横）心且塚の1叫側に南北方阿に延びる微高地の存在が指摘される中で、推定微

高地の西側隣接地にあたる本次調査の結果、各時代の堆栢土1~1 は晶本的に乙沖川から西側」了：I俊 ;}II に 1hjけて原く認

められ、先述した現イfする谷に向けて北側にも1以<jit栢している状況から、当該地一幣に乙沖川に1句けてIJflロす

る谷と結節する小規校な狸没谷の存在が想定される。

以上のことから、「水拗の辿構」については、小規校な埋没谷の斜1f1i地を改変し、乙禅川）j|hjへ13f.lI Iする谷に

阿かって設iri:された辿構と牛lj断される。また、 「水拗の逍構」が設散された段階においては設it̀i：に伴う掘り込み

地業の存在が確認されたことから、かなり陸地化が進んでいたものと椎走される。しかしながら、今1!.!l検出され

たアカホヤ火IIII火／99、91に 1約：～下位にかけて粒了・が粗くなる級化現象（分級）が認められ、さらに大形右核が当該地

に残された段階においても水性Jitfi’i+.k`わが形成されていることから、「水拗の辿構」が設ii’Iし．される段階の前後の

時期には当該地まで水域が及んでいたものと想走される。

本追跡においては、「水拗の追構」内部から発見されたカゴに収納された石核や象lj)「をは じめ、多くの姫島産

,\if： 11祉石が出土してお り 、 すでに指摘さ れていると お り 、姫島産．［l~ll/1！石交易の中継地として機能 していた可能性が

泊jいと判断される。今1且1の確詔調査においても 「水場の逍構」の令様と、その位ii',':づけについて確定することは

出米なかったものの、地理的環災が変化したにもかかわらず、「水拗の追構」が設岡された地、1凶周辺に姫島韮焦

咄石が残されていく状況は看過できず、当該辿構が設i性された谷部に姫島廂患曜石交易の中継地として機能した

施設の存在がホ唆される。今後の調査にJYI持したい。（塩地）

参考文献 大分IIi教脊委且会2004「横｝店逍跡第82-3次調査」r大分市市内追跡確認調査概報ー2003年1文一』
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第138図 82-3 SX021① 姫島産黒曜石製大形石核実測図 (1/3) 
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X鼎 横尾遺跡第89次調査B-8地点

調査面積 約228m'

地域 E

調査期間 2003.10.30~03.11. 26 

調査担当 塩地枇I-

調査地は 、 ）＜分 Il i火‘}横）r::'j•:_l!!r, 111 に位i,'1'. し 、大野川の分流 ・ 乙i_1し川の

kiやに沿って南北方1hjに広がる鶴的台地 1．．の椋i:j約31m地．I.I.j.に所在す

びるIU追に隣接し、既往の調介成果により ‘11該地の東側一僻には戦国期

に比定される）j形館跡のイf在が指摘されているこ とから、道路状逍構の

検出はも とより 、法戌-1-f:ならびに）j形館跡との関連性をぷ唆する調査I成

果が！り行された。

さらに、法虚寺周辺にあたる‘t:-、Ifノドー悩には、これまでの調イtによっ

て古代の粘士採掘坑群のイ（在が指摘されており、 I森桜する‘片該地におい

ても枯士採掘が行われた可能性が想定された。

今圃の調在は、淡黄色粘質日，9，1を），し盤1(1jとして逍路状辿枇をはじめ、

溝状逍構や不定形十．坑な どが検出されている。追路状逍構については、

調査Ii.Hi•:1tに沿って東l川 ）i i（リ に確認されたもので 、 掘 り 込み地業を伴

い、そのI求i(Iiには砂礫十Jiイによる路j(Iiと1JIII溝と判断されるi,’Ii状逍構が

敷設されている。池lイt|メ．．南束隅において、北側に1lIHIIlする可能性が示

唆され、‘が1又1|．．の追路 と 符•りする 。 また 、 最低 I Ill]の路1f1i改修が行わ

れており 、 改修段階以降にiti｛漑施設として 1 •• 行がJl1 !•設 されている 。 道

路状辿構からは、肥1i1iti()紙桐 り碗の出 —tが，忍められることから、 19JII・ 

紀後半に比走される。

この他の辿構群については、I,1,1 1泌．辿物が特．f!!f,であり、詳細なIIが期は

確定できていない。さらに、今1111粘 I．．採掘をぷ唆する追構については、 第141図 調査区全景（東より）写真奥が法雲寺

検出できなかったものの、淡黄色粘質 I刀．の 1く位において良質なi炎行白

色粘十陪の広がりが判明したことはii=11され、今後の周辺，翡1tが期待される。（塩地）

第139図 調査地点位四図

ー

Y-62.886 
ぃ

A

22.810 

第142図 道路状迎構土阿観察状況（東より）

゜1, I T-
10m 
J 

第140図 追構略測図（1/3) 
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XXV 横尾遺跡第90次調査C-21・22地点

調査面栢

地 域

1, 000m2 

E 

調査期間

調査担当

2003.12. 01-04. 02. 02 

塩地澗ー ・江I::.正高 ・衛藤亮介

調在地は大分 I| i )< ‘j•横｝む字利1-6 に位誼 し 、 大野／ I I分流 ・ 乙律川A・—.i年に

尾根」一．、標高約30m地，9．せにあたる。

木』I）イtIX：は東から叫へ緩やかに下って傾斜しており、西側には北側へ1{,l

けて大きく 1}}lllする谷部が存在する。さらに、南側には乙律川に1,,jけて

その縁辺部には、縄文11が代の躯右辿

構や逍物但含I,•'4 が確認されている 。 また、本調査区の南側憐接部に 1 6Ill: 

紀代の掘I9,．．柱建物群が確認されている第84次調森IX:.、木瀾介It東部には

弥生時代後期の環滋如揺である多武尾辿跡など、周辺地に縄文11が代～

｀ 今回の靡では、縄文～近Illにかけての追構および逍物が(i{l認された。｀第143図 調査地点位置図

沿って南北）j|t1]に広がる鶴崎台地の

柚I:¢j也IX:l1と大の谷が東側に1}廿11し、

近IU：にかけての辿構群が確認されている。

以ドに各時代の様相についてまとめる。

縄 文

当該期の尉ぽな辿構は検出されなかったものの、調査IX：東側にお

いて縄文時代後期1i1i菜に比定される深鉢を内包する地1脅横転逍構

(90SX054)が確認されている。後述する掘立柱建物跡との新II」関

係が認められ、少なくとも建物構槃以前のものと判断される。

今回の調査においては、当該辿構の詳細な検討を行っていないた

め、深鉢の混入状況を明確にすることは困難であるものの、出十．した

深鉢については、地l',’れの横転に伴って辿構内に混入したもの、もし

くは横転後の l此終JII!•没段階で内包されたものと想定される 。 破片は
第144図 土器出土状況
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第145図 縄文土器実測図 (1/3)
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比較的大きく 、逍存状況も

良好であることから、当該

地には、少なくともすでに

削平され現認できない縄文

時代の堆栢：：日悴が存在した

可能性が示唆される。

I: 
LI 代

当該期の辿構としては揺

立柱建物跡をはじめとし

て、北側に大きく l}flLlする

谷部に直行する形で確認さ

れた埋没谷の追物包含／悴な

どが検出されている。

掘立杜建物跡について

は、90SBOLO• SB045が相

当する。

90SB010については 211¥J 

X 11叩l以上の総柱建物跡で

ある。i/1j:状逍構(90SD006)

によって一部削平されてお

り、本米はさらに北側に展

聞していたものと考えられ

る。出土逍物は古代に比定

される土師器杯片が出土し

たが、 小片のため詳細な時

期は断定できない。

90SB045については油］森

区東側、SX050の北側に展

゜

O l0m 
I I I I 

第146図

Y-63.000 

Y-63.010 .A
 

z
 

G
 

昌

迫構配四図 (1/300) 

聞する。柱穴は一部確認されなかった箇所があるものの、柱火の深さは各々 5cm~13cmと浅く、本米は 2|:il X l 

間以上の南北棟と想定される。

逍物包含界については、大きく 2/f,1に区分され、 1•Ji,1 は茶掲色 1-}:1 、 ド／けは．［l．隣褐色礫 I’9/999,1がJしii：秘して Vヽる。

． 
，
 
第147図 90SB010全景（南よ り） 第148図 90S8045全暴（南よ り）
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検出段階では、谷と台地卜を結ぶ道路状辿構であるII［能性を想定していた迫構のJfrHfI:)竹にあたる。，Jilイtの結果、

訓叫灯I(!・.卜林辿跡などで見られる波盤；i）氾111111/iiゃ硬化I(liなど道路状辿構と認識できるような現象は確認されな

かった。 また、上記のJitflt -I...1科については当謳lfi: IX．．内の）尉1it -IJ,•,1 と 1nl様に礫を多斌に含むことから 、 ），し盤刊脅の

崩落により形成されたものと想定される 。 JII!•没時期については 、 ーげlli器杯aが出!·.しており 、 その帰屈年代よ り

8他紀末～ 9Ill：紀代に比定される。

近世

当該期の追桃としては溝状辿構(90S0006、007、008)が相当し、現状で 「T」‘t:、状に配ii梵された一辿の逍構 と

判断されるものである。出士逍物については16|ll：紀後半に比走されるが都系 1憎ili器IIILをはじめとして、J.'fi"lti/lj:縁

JITLや京焼風陶器碗、刷毛I」l,lii_1Hlll片などが出1：： しており 、屈Il毛111,1 fi I tiIIL片の1niJ成年代か ら 辿構のJII!•没年代につい

ては18111：紀後半～l．9|ll：紀中頃に比定される。これらのJll¥-1．．はすべてプロック 1：を）よ調とするため人為的に埋めI及

されたものと考えられ、流水ならびに滞水の痕跡も確認されなかったことから ‘l1,i亥辿構については1x:1111j溝として

機能していたものと想定される。

一方、90SD007 • 008については揺111:lx:．南側に隣接する第84次晶l1t地において検出された、 19111：紀1iij半以降の

ものと判断される84ASD009• 013とIITIーの逍構であることが確認されており 、そのJII［没年代ともほぽ符介するも

のである。

まとめ

今回の調査では、縄文IIが代～近世にかけての追構および

辿物が確認された。

縄文時代については、貨［著な逍構は確認できなかったも

のの、少なくとも当該期の堆梢十:J,r,がイi在していたII［能性

を示唆することができた。今lulの調査成果より調在IX怜ii!!lj

に位散し、乙津川へ向けて東側にIJfll1する当該地1x:J1よ大の

谷の稼辺部ー帝にも縄文時代の迅構が）艮l)}lしている益然性

はさらに高ま ったと判断される。

また、 古代の辿構についても、縄文時代1Tij様に翡ばな辿

構は確認されなかったものの、すでに鶴崎台地 1．．における

古代の辿跡については 8Ill：紀末～9Ill：紀1i1i‘担項を中心とし

て新たに大規校な辿跡の形成ならびに｝J足1)flが見受けられる

ことが指摘されており （塩地2004)、今回の調介）戊呆は、

断片的ではあるものの、先行研究の追跡存絞傾I｛リとオ盾し

ない結果となっている。本迅跡における既往の調査成果も

踏まえ、当該期の逍構の位ii’,'づけについてはこれまで以」•• l 』—．．、
• 一 999 ··—i i, 

に巫要視する必要がある。 第149図 調査区全景

また、近肌については、区画溝が検出されている。これらの溝状辿構は現状地‘,lillと符合するものであり 、少な

くとも19111：紀中頃までには形成されていたものと判断される。（衛藤）

参考文献

小池史哲1993r砥上ヒ林辿跡 I」 福岡児教ff委且会

渡部徹也199/4「古追について一i：．に1.；誼以外の’li・例から一」r，り文化揺筏』第33果 ）は1•I1『文化研究会

崖地潤ー200/4「：既後国における 8 • 9 111：紀の辿跡1UJl11)一乙il「川流域を中心として一」r第7| I IIliりif~迫古代'1':"WiliJf究会脊料•:!IS」

西海迅古代1.;.iitliJf究会
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XXVI 横尾遺跡第91次調査D-37地点

調査面栢 」．，069m2

地域 E

調査期問 2004.02.02~04.03.31 

調査担当 塩地泄J ..i」:I・孔・：；心j.術藤硲介

調介地は大分市大‘-}横｝じ‘-t:}|・・又に位ii・,i:し、人野川の分流、乙iIt川！l：.i;::

に沿って南北）fl句へ｝ムがる（邸l奇台地東端段斤部の椋[,9:j約20~23111地、［りに

あたる。油jイt|メ：北側には乙律川へ向けて東側にIJHIIする谷部がイf在し、

既往の調査｝成果より 、この谷部に結節し、北側へIJfJIIする小さな児没谷
’'冗っ＼f1-tt.レE日11[̀ ‘̀9.¥000 1'叫 晶c::

の存在が想定され、その一僻に横lci.i--l塚、ならびに縄文11.1)●：代後期前菜頃

に比定されるドングリ貯蔵穴群をはじめ、1Iil'iし）り木頃に比lとされる 「水 ー ・

拗の辿構」ならびにカゴに収納された甑l,9,} J:•(t .[l.!IIlH iなどが発見された第 、1, 「三」［璧虐｛い：
82次調介地、1¥が置'1・:する。また、調査1メ南側には 9Ill紀 liiit代の約違｀｀ 亭完｀二 iし,,t惰l・; 
構や掘．立柱建物跡が発見された第43次湖1t地、1・＇f．が所在する 。

この北側にllfliIする谷を肌める111111：段階の）＜規校造）成に伴って、縄文 ' r I I °"""''·~"-"---'= i Iダ・、I工 hよ ～ ～ 

時代の辿物が大：l::に廃染されており 、その逍イf状態ならびにJ発梨の）fl11J

から当該地一僻が縄文IIか代後期1i1i栄頃における1凶・fl・：．窄I:ilとして機能していた最イi)J候補地と想定されるため、1.Jil

第150図調査地点位四図

介対象地に 6本のトレンチを設走し、(i(f認．，湛l1tを尖施した。調1tの結果、各トレンチにおいて古代～近Ill：にかけ

ての追構群が検出された。以下に各II、If代の様相についてまとめる。

古代

調如x．．南西部の第 5トレンチにおいて、柵列跡(SJ¥090)ならびに数多くの 1：坑群が検出されている。検出段階

,,h士追物からは詳細な年代は断定できていないものの、Ifiil!llに所在する第,13次調介地において 9II［紀前半代の略

穴逍構や掘I9/．．柱建物跡が検出されていることから近接する時期のものである II［能竹：．が想‘1じされる。

さらに 、 先述の谷をjII!•める中 111：段階の造成 1 :Ii1 か ら ば1•[1hi逍跡辿イiの風‘j・：硯や越州窯系廿磁椀、 緑柚陶器 、 亥lj

,1;:士師器盆等の俊位‘性が認められる辿物が出 1ヽ．しており、本』,¥J1tlx：のI1り側台地 1．．に位岡する第88次1],',j1tlx．．におい

ては、火非硲の可能性が想走される 9Ill：紀代の）j形J,’il溝逍構が確認されている。狭川(1998)によれば、占代の火

葬硲については、郡司候補者として，認められたイi)J氏族の硲である III能性が指摘されており 、ヽ 11,i亥地周辺部の調

査によ って出十．している追物梯相については氏の見解を跡づけるものと判断される。今'"'の調1tではそのイf在を

ホ唆する成果は1りられなかっ たものの 、 本湛l1神 1メ肉に ‘l1 該期の逍構の）Jt lJflが確認．されたことは石過できず、 J•IIl没

谷の造成 1'陪から：I，1-I：．した桜位竹：．が認められる辿物群との関連性が想走される。

昌

111 Ill: 

当該期の辿構としては湛l1tlメ北I／甘部の第 3|、レンチにおい

て、雌納迅構、掘立札：．建物跡などが確認されている。

掘立柱建物跡については91SBOGO • 065 • 075が相‘t,'する。

SB060は 11illX 3 |iil以 1-．の南北棟であり 、:1,11泌i物としては

小野分類のB]群に相当する染付 1111.J,i•がli•(1五認されており、 1 5 1 11:

紀末～16111：紀中煩に比定される。

SB065は l|iil X 2 |iil以 I．．のl｝i北棟であり 、』1,1j11:Iメ外にまで展

淵する。主軸は南北方1{l]をぷ し、SBOGOに、ii;.fiする形で検出さ
第151図掘立柱建物跡群
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第152図遥構実測図 (1/500) 
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Y•63.250 

掘立柱違物群
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＝ 

れている。出土遺物は僅少であり、時期は断定できないものの、 SB060と同時期のものと想定される。

SB075は平面方形プランを呈す 2「IIIX 2間の建物跡である。 SB060• 065の主軸方向とほぼ一致することから、こ

れらと併存していた可能性が示唆される。

埋納遺構については91SX085が相当し、第 3トレンチ南側にて確認されている。平面プランについては隅丸方

形を呈す土坑であり、完存の京都系土師器皿とi章州窯系染付皿片が出土している。埋土は 2層に分層され、上屑

は黒褐色土、下層は暗茶色プロック土である。京都系土師器皿と滝州窯系染付皿は共に黒褐色土層に内包され、

他に土坑内からの出土逍物については皆無である。また、i章州窯系染付皿片については、隣接する遺構から出土

した同染付皿片と接合関係が認められ、本来完存のIlilが埋納されていたと判断される。時期については両者の帰
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第153図 第3トレンチ遥構略測図（1/200) 

属年代より 16世紀末頃に比定されるものである。

横尾遺跡における16世紀代の遺構群については、台地上において方形館跡が確認されており、今回確認された

遺構群との関連が注目される。

近世

当該期の遺構としては調査区北西部の第3トレンチにおいて、掘立柱建物跡、柵跡が確認されている。

柵列跡については91SA070が相当し、東西方向に展開する。唐津系陶器碗が出土しており、 17世紀初頭～中頃

に比定される。

また、掘立柱建物跡については91SB100が相当し、 2間X1間の東西棟である。出土遺物は細片のため時期比

定は困難であるものの、 SA070と同じ主軸方向を呈すことから、同時期のものと考えられる。

この他にも時期不明ながら第3トレンチにおいて掘立柱建物跡 (91SB080• 105)が確認されている。

SB080は現状で 3間X 1間のコの字状を呈す柱穴列であるが、その大半が調査区外に展開している事が予測さ

れる。 SB060およびSA070との位置関係から同時性は認められない。
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SB105は21:ll X 2 |lil以上で、調在Ix．．外に）J£|｝f|し、建物跡になる可能性が想定される。」・・・l|iIl)j|｛リはSB060• 065 • 075 

と同じであるものの、 SB060との位慨関係から1fij時性は認められない。

以卜.のこ とから当晶l森区における建物跡ならびに柵列跡については15111：紀末～l6|It紀中頃にSl:3060• 065 • 075 

が構築される段階から、171仕紀初頭～中頃にS/¥070• SBJOO、それに1前後するSB080• 105が構槃される段階の少

なくとも三段階の辿構変遷が想定される。

まとめ

今回の調査では、すべてのトレンチにおい

て逍構を確詔することができた。その大半は

15111：紀末～17Ill：紀中頃に比定される追構群で

あるものの、当該地一9：けに古代～近Ill：にかけ

て逍構が形成された可能性を示唆する成果と

判断されるものである。また、今l!!I当該地に

逍構が検出されたことを踏まえれば、古地形

復原を行うに当たり、現況地形の検討が介効

である硲然性が高くなったと考えられる。

先述のとおり、当該地周辺は北側には乙t|!

川へ向けて東側に1}}jllする谷が存在し、この

谷部に向けて北側へ1mlIし、連結する可能竹：．

が認められる小さなJ用没谷のイf在が想定され

ており 、当調査地はこの埋没谷の西側．Iii浚部

に位置することになる。当該地の視況は水Ill耕作

(91SX085出土②） (9¥SX085出土①）

` 2  

(91SA070出土）

'' ,, 

0 ¥知
1,  1 

第154図迫物実測図 1・3(1/4)、2(1/2) 

により概ね平坦に造成されているものの、今回の

調査成果より 、当該地は乙i|l川に向けて1}f-lllする・

谷とそれに直行する形で確認された埋没谷に向

かって北東方向へ延びる緩斜而地であった可能性

が示唆される。埋没谷には縄文II．抒代の迅構はもと

より 、縄文時代に比定される十．器や石器を大袖に

内包する中世の大規校造成土のイf在が明らかと

なっており、辿物の出上状況から縄文II．が代の辿物

が木米lJ、J包されていた辿構群、 つまり縄文時代の

辿構群についても至近の拗所に形成された ll［能性

が指摘されている。以上のことから、今回の調査

・
 
｀
 

， 

第155図 第3トレンチ全景

では縄文時代の顕れな辿梢については検出されなかったものの、当該地一悩の緩斜l(Ii地については、依然として

縄文ll.'i'代後期liij菜頃における屈仕空Ililとして機能していたhMi)J候補地である益然性は高いと判断される。更な

る調在の進展に期待したい。（衛藤 ．J盆地）

参考文献

狭川真一 1998「古代火非硲の造‘菌とその1呼ぶじ ＇・古文化，］炎設』第41梨 九州古文化研究会
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xx軋 若宮八幡宮遣跡第 1次調査
調査面栢

地 域

2, 700m2 

A 

調査期間

調査担当

2003.07.28~04.03.31 

後藤典幸 ・ 上野淳也 ・ 水町裕子 • 吉本明弘 ・ 秦さとみ

栢窮八幡’凶辿跡は、辿物が表if1i採躯されることから追跡として周知さ

れていた。しかし、当調査に至ljるまで発掘調査がおこなわれることは！！！r：

く、今回の調森が初の本格的発掘，ij,'.j森となった。

辿跡は、大分川によ って形成された沖栢地中、

物跡 (SI-1360)

(SD380)、井戸跡 (SE096)約が確詔さ

れている。構状逍構(SDJ20)に関しては、

とそれを匪む構状辿梢

縄文時代後期～晩期 ・弥生時代早期～中

期までの辿物を多批に含んでお り、埋没

過程における検討を要する。なお この

溝I犬町 ,'Itからは、笠玉の未製＇i,',や、それ

ら玉類製品の素材となると考えられる緑

泥片府 ・蛇紋宕等が出十．してお り、次の

古梢時代における干類製品製作閲辿辿梢

の出現を予感させる追物が出十．している。

,-．野丘陵北側の微高地

上に位餅する。追跡）古］辺は、試掘調森の結果等から、微高地の周圃は湿

地茄であったと考えられる。1敗高地は、追跡東南側へと連なるが、「沖IHヶ

島」という字名が残されており 、かつては、湿地僻或いは水Illに浮かぶ

島のように見えたこと を反映するものと思われる。

今1且1の調査成呆によ り、逍跡が多数の竪穴建物跡 ・掘立柱建物跡に

よって形成される古瑣時代を中心とする躯裕磁跡であることが’|Cll明し

た。

迅構としては、縄文 ・弥生 ・古瑣Il:Ij代、

近111:の追構が確認されている。

縄文に帰）属する追構としては、後期の

貯蔵穴跡と考えられる追構が 1基確認さ

れたのみである。

弥生時代に帰），外する辿構としては、中

期の貯蔵穴跡 (SKll5)、後期の略穴建

第157図

第156図 調査地点位置図

匿

調査区全景（南方向より））

この時代において、特に注1」される追梢としては、）i';J|J胆を杓Iーリの溝（SD380)で問まれた方形竪穴建物跡(S1-1360)

が2i,'げられる。この建物跡は、約半分を古朋1関代の建物跡 （S11140)に削平されているが、多i化の弥生後期の土

器が1促梨された状況で検出した。

古瑣時代に帰屈する追朴Ii/ffは、当調査におけるi：．炭追構群である。検出された追構は、 ］7庫l・・の竪穴建物跡とJ6

棟の掘立柱建物跡、 構．状迅朴隊かが拳げられる。出七逍物から、大半の略穴建物跡及び掘立柱建物跡群が5世紀末

~6 Ill：紀の中において形成され、そして虎絶したことがわかる。北落辿跡として柏極的に評価できるのは、

時期の追構群である。

この
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第158図遥構配置図(1/400) 

古坑時代の注目される逍構としては、玉類製品製作関連遺構が確認されている。 SH130• SH135 • SH220の3

軒の竪穴建物跡からは、素材である蛇紋岩や緑泥片岩、穿孔の道具である石針、五砥石、平砥石、台石、未製品

などの韮類製品製作関連追物が出土している。 SH135からは、 MT15• TKIO並行、 SH220からは、 TK47併行の須

恵器杯が出土している。特徴として、 SH130• SH135に関しては、 6ill:紀の竪穴建物跡にもかかわらず、カマド

を持たずに中央に地床炉を設けている点が挙げられる。

SH130からは、蛇紋岩製の小玉と共に、穿孔の道具である石英製石針が一点確認されている。しかし、 6世紀

段階における五類製品の1Jl)工に関しては、通常、鉄器を用いた加工が想定されている。ただし、当迫構は、遺構

埋土中に弥生時代の遺物を若干含むため、この石針が古墳時代に婦属するものであるかどうかに関しては、留意

が必要である。

SH135は、逍物が既官で、土師器のミニチュア土器・椀．鉢が多数出土している。また、甕・壷・甑・製塩土器・

土製靱i羽口なども出土している。須恵器としては、杯身・杯蓋・甕片が出土しており、 5泄紀末～ 6世紀前半の

時期を示すが、 2、3歴式が混在している状況にある。韮類製品としては、蛇紋岩製の小玉や勾玉、ガラス玉が
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第159図 SH135追物検出状況

第161図 大阪湾岸産製塩土器

第160図 SH220逍物検出状況

匿
第162図 大阪湾岸産製塩土器

器面二次焼成状況

出十．している 。 また、ii:•1 1 すべき／ 1 ，1 |．．辿物として、大阪約ii灯消の製塩」：：器が挙げられる。この製塩土器は、いわ

ゆる「）L）i(I式」と呼称されるタイプで、 Sil135 • Sil l110の両竪穴建物跡からのみ出十．が確認されている。大阪

約岸において、）L)i(I式が盛行する時期は、5111：紀末を中心とした前後の時期と考えられており 、須恵器から導

き出される当追構の年代観としてはド限において）＇fl••の削船が見られ、今後の検討が必要である 。

SH220からは、須也器杯身 ・杯益、 1哺I|i器献 ・甍 ，十製莉/;J;JI I・椀形樟 ．砥石などが出士している。注且され

る逍物としては、グし形の滑石製紡錘車が｝，tl溝から／1',十．している。また、製作工程において二つに1191]れたと考えら

れる滑石製紡錘II［の木製品が、オi：穴跡から／1，1 1・.している。他の玉類製品としては、小玉が出土している。未製品

の努痕から、成形は、鉄製品でおこなわれていたことが誰察される。当逍梢からは、鍛冶関連迅物も出土しており、

鉄製品の1JIII．．もおこなわれていた II［能性が指摘される。共伴逍物である須忠器から、5世紀末の埋没時期を想定

している。

掘立柱姓物跡に関しては、 16棟l|’、2X 2の総柱建物跡が3棟確認できる。 8サ掘立柱建物跡 (SB008)に1月

しては、 6Ill：紀後 1•，·代に比走される姐恵器の杯身が出 1-. してお り 、今後 、 掘立柱建物跡群と竪穴建物跡との併行

関係の検討が課題である。

近Ill：に帰屈する追構として、 SD300が確認されている。SD300は、，淵企lメ：を東西に分断する南北に走る巨大な

溝状の追構である。SD300は、そのJlIl没過程から、 ‘11初、溝として懐能していたものが水Illに転用されたものと
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考えられる。便宜上、溝として機能していた前者をSD300a、水田として機能していた後者をSD300bとする。

SD300aに関しては、初期伊万里を最新として、縄文時代までの遺物が大最に含まれていた。水田層たるSD300b 

に関しては、やはり縄文時代～近泄全般にわたる陶磁器が出土している。

注目すべき事象として、 SD300bから出土した磁111窯壷と、六坊所在の中世府内町跡出土品との遺跡（遺構）

間接合が確認されている。 SD300bには、中世遺物が多く見受けられ、近世期に中世府内町跡を掘削して得た造

成土が、当調査区に客土としてもたらされたものと考えられる（通称・六坊客土）。問題は、掘削先である中世

大友府内町跡における造成土の掘削地点がいずれの地点に所在するかという点である。この六坊客土には、滝州

窯系染付大皿や龍泉窯系青磁酒海壷・番炉、中世寺院に使用されていたと考えられる鬼瓦等が含まれており、寺

院が多く存在したと想定されている六坊エリアの様相を伝える遺物群であると考えられる。 SD300bは、龍泉窯

系青磁碗や同安窯系青磁碗、緑釉陶器、古代瓦などの籠要遺物を多最に含み、また、 7世紀～16泄紀までの遺物

を多最に含む。

まとめ

『国造本紀』に見られる大分国造に関しては、少なくとも 6他紀代には設置されていたと考えられている。一方、

大分川下流域における古瑣時代の集落が6世紀末前後に一斉に途絶えてしまうという現象が指摘されている。当

調査においても、やはり、 6世紀後半には途絶えてしまうという同様の調査結果を得ることとなったが、当調査

によって検出された 6世紀後半代に形成される庇付きのSB008号掘立柱建物跡や総柱建物跡群は、調査区西側に

展開する状況が見受けられる。生産地として活用されたと考えられる湿地帯に接する微高地として、立地的にも

好条件を備える当遺跡は、拠点的な集落或は、褒族居館跡である可能性も有し、今後の校舎建設に伴う西側の調

査に期待が寄せられる。（上野）

参考文献

広瀬和雄 1994「大阪府」 rH本土器製塩研究」近藤義郎紺
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X渭米竹遺跡確認調査

調査面栢 24 (38. 21) 1112 

地域 A

調査期間 2003. 05. J9-03. 05.23 

調査担当 材砂11．光司 ・宮田剛 ・梅木信宏

今IIl1の油涜地は、大分市大‘i・：小池））；百：野地前 1番 2.3番 3に所在し、

鶴崎丘陵の北側、椋高約4l mの平J+l面に位ii,'i:し、周知辿跡の米竹逍跡の

南燐部分にあたる。周辺では数也l調査が行われており、 2003年 3月にも

大分市教ff委li会により確認湛l3'tがなされており 、弥生時代l|1！り~後期

の貯蔵火及び緊穴建物などが検出されている。数）文の調査により環滋集

落の部と考えられる。東側には、弥生時代叫り-後期と 古打'iIIが代の犯

落跡や古代の人凡IIil:llv．杜建物群が検出された地蔵））礼逍跡、南東には後期
Ill石器11が代、弥生時代叫Ulの北裕や後期の炭滋梨落がある）也l奇辿跡があ

り、辿跡が集中するfhi所である。

共同住屯仕設に伴う 1-JI，J介を ‘|i•成 1 5年 5 )]1917~23 11 に 、 浄化柏などの

掘削J：走地部分に限り』/,J1tを尖施した。調査の結果、 中世の構：1条、II.li

関胚明の 1：坑2J,t、オi：ヽI¥:などを確認した。

調査Iメ．．内にコンクリート様などが残っていたために使宜的に

調1t|X．．を東(I!llのA|x：とl’り(I!!lのBlX．．とに分けた。Ali約6rn'、B

区約18m2である。 i:．！災辿構は、調査区の南側に沿って北から11り

に80・振れる、ほぼ東l14方向の溝 （SDOJ)が検出された。長さ

8.3m以 I..、復｝じ船約2rn、深さ0.7mで、断而幅広のU字形で

ある。 I 1111の掘り返しがある。辿物が少1化のためにII茅期が特定

しづらいが、hiiiliij焼拙鉢小片がJII！十．に含まれていたことから中

第163図調査地点位置図

" 

ー
Ill:期に）戒し、流れ込んだ礫の中に凝灰岩製の五輪搭の空輪が含

まれ、その形態から戦I1q期と考えられる。溝埋十．に流水の痕跡

は見られず、耕作に伴 うものとは考えられない。）i'i]|打1の地形は、 1約¥ii祈丘陵の北il!il先

第164図 B区完掘（西から）

端‘|；・坦l(liが4囁',jft地．,.'.,：で終わり、南側にほぼ東西方1｛リの浅い谷部が人る地，＇.'.(に当

たっており 、この構':(SDOOI)はこの地形にほぽ沿っている。

,~．坑は、 •l;· 1 f1 itf'i l1 J形で長 さ l. 10111以 1ご、幅0.76111、深さ0.06111のもの (Sl<02)

と長さ0.88111、lμhio.46m、深さ0.09mのもの (Sl<03)があるが、辿物が出 1-.して

いないため、中JLL：期の溝に切られていることからそれ以前としか分からない。

そのほかには辿物が,'I,1-I一．しないために時期不明のpitが溝SDOIの北側に展開する

が、建物などを構成するものはなく 、性格などは不明である。

なお周辺逍跳では後期ILI石器II、1f代の・辿物が出十．しているために、調査区内に約 2

X lmの トレンチを設けてハードロームまで掘り下げたが追物はII',-,てしなかった。

（名',.111)

`
F
 

第165図 B区SDOl

（西から）

参考文献 ： 塔 ~:,1． 池i] 1992 「米竹追跡」 ；大分市埋蔵文化財年報vol.3;. 大分l|i教脊委ii会

搭§,＼．光司 • 松竹智之 ・ 梅木イ，i宏 2004 「米竹遺跡」 r大分I|iJlI[II浚文化財年報vol.14』 大分l|i教脊委員会
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B 区南西隅土,~

〇 黒褐色土 表土・耕作土を含む

1 暗灰褐色シルト質土茶黄色パミスを少凩含む

2 黙褐色土やや締まる

3 黒褐色土やや軟質

4 暗褐色土茶黄色パミスを少祉含む、クロポク土と思われる

5a 明黒褐色土 茶黄色パミスを含む (SDOl掘り返しl：．屑）

5b 淡灰褐色土 茶黄色パミスを含む (SDOl掘り返し下Ki)

6 暗黒褐色土 淘汰度＞ 2亜角～円礫の巨礫含む

」:1~ 5 !@のプロック土を含む (SDOl中屑）

7 黒茶褐色土含水率大 (SDOl下JM)

8 暗褐明橙褐色土遷移屑

9 明橙褐色弱粘質土 やや軟質 ソフトローム

10 灰明橙褐色弱粘質土やや締まる ハードローム

A区

゜c 

⑥

心⑤
 臼

G

)

 

R
 

◎
 

◎
 

⑤
◎
 

ごく

0

.

 

2 i m wot9• W=1 --

C

)

 

B区

囲打臨礁i図8 -

第166図 遥構平面図及びB区南西隅土屈図(S=1 /50) 
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XXIX 下郡遺跡群確認調査①

調査面籾 ．ll(J36l)m' 

地域 E

調査期間 2003.05.09,06.24~07.ll 

調査担当 堺昴光司 ・梅木侶宏 ・西田剛

調査地は1、1麟跡／作の西側で、 Blx:14g調1tlメの付近にある。1i務所

建設に伴う確認調査を、ド成15年 5)J911に行い、辿跡が確認されたので

叫打者と協議し、辿跡の大部分は盛I・.f呆イ［が行われるが、浄化柏設j,1,:の

ため破壊される部分を 6J] 24 II~7) 1 I I IIに確認調1tを行った。

S-06溝状追構 （第 1 70i'l-l[ I••卜}1] )

S-06は、[J恥イt|X..It-j阻llをほぽ東Ilり）j|｛リに横切る浅しヽ溝状辿構で、長さ

8.9m以上、幅1.2m以 I・・、深さ0.15111である。S-01に切られ、ほぱ iヽi;・

行するS-10溝l)遥構を切っているが、S-10の掘り返しの可能性もある。

板状鉄斧（第1731叱123)が落ち際から出 1：した（第1701叉lkド）。

S-06溝状辿構出：：t辿物（第173図 l~3.5~12.22.23) 

lは、下城式壺のIll秘II)ヤである。1勾I妍竹符を川いた ー：条iit（立沈線を 4
第167図 調査地点位四図

糾施文する。器表i(liは沈線後にナデられ、 斉I；沈線がナデii'iされている。 2は、 ‘9:,:t11縁部），l．である。須玖式の影

押を受けた鋤先状11縁を開す。3は、東北部九州系兜11縁iiil；片である。11緑端iiillを 1..)jにつまみ卜げている。5は、

下城式壺hii、'i1i）ドである。頸部に一条以上、胴iii;1・・中に1,・・載竹行を）llいた＇．条単位沈線を 2糾、）j|叫i¥I囚li立に2糾施し、

そこから 2本組で垂下する。器表面は沈線施文後に、軽くナデられている。 6 • 7 • 8 • 9は、 ド城式甍11縁部

片である。11唇端部に刻Uを持つもの (8 • 9)と

もたないもの （6)、器i(Ii調整として外I(IiにハケLI

を持つもの (8) と持たないもの (6 • 7 • 9)が

ある。10は、杓形十製品である。手捏ね成形で、柄

部は右側にやや屈1111する。杓部 I‘・部には．＇．［＼斑が見ら

れる。柄部が折損する他、杓iii1|．．縁のほとんどが失

われているが、愁：図的な打ち欠きかどうかは分から

ない。杓i礁I；右側縁は他の部分よ り低く 、注ぎ11部と 第168図板状鉄斧出土状況（南から）

考えられる。IJは、党11頸部）「である。内l(liに作II赤彩がある。12は、ダど底

部片である。22は、粘板侶製の柳菜）［ク／H製石錨である。l|...I(Ii1洛Miij!ljに器休

成形IIかの殺Il離痕が残り 、扁‘ドな索材をijll縁から器体中心に1{IJかってi:./jしヽ象lj離

をし成形を行っている 。 Jf~ きによる イ I: I．．げ格形は、1E1i1iがい怜で、災l(liがや

ゃ庄llい。）｛りiりの切り合いから器Ih1l)j|h]の述動で令体を祁＜・ド滑に刈冬えた後、

斜め方1｛リに鏑のi(Iiを格え、蔽後に器柚に直角）j|川にエッジを付けている。）1:．

右刃部には l~2 mm程のメJ毀れ以外にも、微少な辿紬する争lj離痕が見られ、

使川痕であろう 。 111_ し）til!lj縁 ,.部の傷はガジリである 。 現イf lょ•41. 8InnI、l位）く

輻16.3mm、蔽大1駁2.9mm、重．さ2.6り。23は、）店部をわずかに欠1iiする板状鉄

斧である。鉄質が良く 、保イf状態も良くメタルが残っている。｝j祁lihiより ），し

吝II幅が狭く 、両側縁はほぼ直線（lく）な縦lとの梯形である。長さ11.25ぐIll、lihi

3.95cm、ll,iさ8.0cm、爪さ176りo

辿物から、主体は弥生時代 1| 1期 1|I tii～後半であるが、日は後期 II 屯'iまで 1‘• 第169図 S-06完掘（東から）

日
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東璧土屈

1 衰土I 11 灰褐色土
2 表土2 12 褐色土
3 冑灰色粘買土 13淡茶褐色土
4 茶褐色土（水田盟層） ＇4 灰褐色土
5 茶責灰色粘土 15 茶灰茶色土
6 囮茶色粘買土 16 閃灰茶色土
？ 灰茶色土（四璧3層） 1'/a淡灰茶褐色土（四壁10層 S-32a)
8ab茶渇貧色土<S-29上層） 17b茶灰色土（西璧12層` S-32b)
9 茶灰色粘買土 l?c茶灰色土（西壁14層．S-32c)
lOa灰茶貧色土(5-29下層） 17d茶貫灰色土 ノ

10b灰茶費色シルト買土(5・29下闊） 18 茶貫灰色弱粘閃土
lOc 灰茶員色土(S・29下暦） 19 黒褐色土
10d 灰茶貧色粘臼土(S-29下層） 20 灰茶貧褐色粘日土
lOe 貧灰色粘臼土(5-29下層） 21 漆茶費灰色粘買土

（西壁19層．S-37、安定地盤上層）

¥.さー．唆

稟望土層

S・m 

g囀

毎•V~•X 

“
 

ー

・-

s

 

s
 こ。

l
-

0 l m 

西璧埠 - -—i一一
1 黛灰色土 ll 灰褐色土

磁＇． u2 黛灰茶色土 12 霞灰色土（東塁97bll.s-32b)
3 灰茶色土（東璧？層） 13 凩褐色土CS-37)

- 4 B8灰色土 14 茶貫灰色土（東区17c層．S-32c)
5 碑色土 15 灰渇色砂賢土
6 汲茶褐色土(S-01> 16 灰茶渇色土(S-34)
？ 茶褐色土CS-06) 17 褐灰色土
8 茶渇色弱砧日土（S-10) 18 濱灰茶褐色土
9 浴凩褐色土(S-11) 19 浪茶貫灰色
10 浪灰茶渇色土（東鸞17a層．S-32a)（東匿21層．S-37．安定地望上II）

第170図
調査区平面図（S=1/40)・東西壁土屈図（S=1 /40)及び鉄斧出土状況図（S=l/20)
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る可能性があり 、中期後‘1,・・～後期中頃の範圃で捉えておきたい。

S-29竪穴状迫構 （第179|’メI[1サ；イ］）

S-29は、調査区南東にある）j形の略‘／℃I)＼辿構である。埋七は周IHIから流れ込んだ状況をぷしている。全体形

が不l月だが、緊穴建物またはlti蔵穴の可能性がある。追物未出十．のため時期は心月である。

S-32溝状辿構、S-37杭跡及びS-39板状圧痕 （第170図[I‘昭］）

S-32 は，JI，jft lX：北側を東西）ii；リに横切る溝状辿構で 、 長さ 4 . 9m 以 1 ••、幅 1. 38111 以上、深 さ 0 . 37 111 であ る 。 この

溝状追構のIiい(liから、多数のS-37杭跡及び4個のS-39板状圧痕が検出された。S-39板状Ii丑i｛は、西側に 3個、中

央付近に 1 個検出され、 S-32の i :• 『hli に斜交するように検出された。 西側は、長 さ 23 と 27cm 、 幅は 4 ~5 cm、深

さJ2~20cmで、外側に傾斜している。S-37杭跡は、径8~lOcmの杭跡で、深さはl5~20cm程である。

その他逍構出十．逍物

4は、 ド））如式壷胴部片である。沈線を施した後、ナデられている (S-02)。15は、i憶11総端i,fIi片である。11縁

端部に竹行による円孔文が刺突されている (S-9)。16は、束北部九州系兜11緑部片である。11総端部を 1:)jに

つまみ 1．．げている (SlO)。13は、＇‘：＇:':11縁itl；片である。内外面ともに単位がlリ］瞭ではない｝）勺きを行っている。内

面の一部に橙色の赤彩が施されてし＼る (S-11 1 ·. J,;•1 ) 。 1 ,1 は、下城式甕11縁部である (S-l l | •JI,1 ) 。 19 は 、 甍底；f|｛

片である。(S-J3)。18は、 央底i'{|i片である。底部に内1(1iからと外l(Iiからの,,,,j)j向からの焼1如iiiI且l転穿孔を行っ

ている (S-1_6)。21は、刀了状鉄器である。銹化が進行し、類署な銹膨れと）杓状判離を小し、1illれl」での糾察に

よれば）jf•状の断面が見てとれる板状の製品であり 、 切先および茎が折れた 11 1 1MJの脊料のように考えられる 。 ャ

リガンナのII［能竹もある。附、9|)濯l離を起こ していることから鍛造品と思われる。長さ3.2cm、l叫1.8cm、)駁さ0.2cm

(S-19)。20は、＇‘：＇:i底部 である。外lffiはタ テh:ll毛II，翡格後、庄llい料きがなされている (S-20)。17は、台付鉢脚

部片である。外而はタテ方1i,J)伍きがなされ、樹部はタテ後ヨコ方1{,l)片きがなされている。脚部は 4単位で窓がIJf.J

けられている 。 窓聞けは士器を逆位に支持し））了•状 l ：共によ り据部から鉢部に向けて行われている （検出而i)。

下郡辿跡群の東側では、さらに東側の鶴崎台地の斜1i1i際に旧河追が走っていることが想定され、その間に島状

にある微高地 1．．に辿跡が展聞しているものと思われる。縄文時代後期煩から泊動がなされ始め、 ド郡桑荀追跡や

可麟跡／rfB l><J4 g J叫，＇＇，：などでは弥生時代前期末か
ら中期にかけて活発に集落が形成されている。本，翡

査地，1•Iiで も 、 流れ込みの状態で縄文ll.5代晩期の深鉢

小片が少：i：出十．している。）j形の竪穴状辿構が1),し

検出されているが、概して梨落的竹格は強くなく 、

溝状逍構が卓越する。 1・.J,;1の逍構検II',I(Iiからは占り＇（

時代の1湘lli器や須恵器片が少:,t:,'1,11てしているもの

の、逍構からIIばする追物のi：．体は弥生時代中期～

後期前半の辿物群である。本，J，',J1t地，,.'.(は、 ド郡辿跡

群 B lx:1~ g地、1ばのような梨治の本体が近く にイf在す

るこ とが想定されるが、梨硲の中心部ではなく、島

状微高地のはずれに近い部分であることが想定され

る。（や[I I I) 

主要参考文献：

大分l|i教脊委且会 1990門郡辿跡群大分巾ート郡地

区土地区lihi整狸事業に伴う発掘調査概報l..;

ー

第171図 S-32下阿•S-37杭跡・ S-39板状圧痕 （東南から ）

第172図 S-39板状圧痕断面（南から）
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第9表 出土土器観察表

汁
中
丑
滓
梁
沖
f
t
H
渥
冷
令
業

図 Ihl：区 器種
胎 土

焼成
色 調

文 様
器而調整 法 差

残存率 時 期 備 考・
右炭 長石 角閃石 裳母 橙色粒子 内 面 外 lhi 内 面 外 面 口径 器店 最大径 底径

5YR6/4~ 

01 S-06 甕
LL△L△ LL△L△ ss△ ¥l△so s△ 良

IOYR6/2~ 2一.5部Y黙R6斑/6部 二沈条線単位並行 ナデ 沈いナ線デ文消→し軽 7.0+ 朋部 弥中生頃時～代後中'1,期1ヽ△ ~,• ss△ 712 
5YR3.5/I 

~I • s • M△so ヘラ状T.μ
I―1 開后のみ 弥中生頃時ー代後半中期02 S-06 てー・で ss△ ss△ sso ss△ s△ やや良 7.5YR7/2 7.5YR712 ナデ＋ ョコナデ 1.7+ 
口 元イ；nr

ヨコナデ

03 S-06 史 s△ss△ M△s△ ss△ ss△ s△ 良 7.5YR8/l.5 7.5YR8/I ハケn-
ヨコナデ 2.3+ 口閥后のみ 弥中生頃時～代後半中期ss△ ナデ I_1 元ィ渾r

04 S-02 壺 ss△ ss△ s△SSO ss△ 良 7.5YR8/l.5 
5YR7/4一部赤

二条単位沈綿 指ヘ痕頭ラ圧状痕T．具＋ 
沈線文→

4.9+ 胴付等復近部最の元,fみ大~最径nri大V慨径 弥中生頃時～代後半中期
彩2.5YR6/6 ナデ

1.1.01.0 LIOIO 5YR7/3~ 
沈二線条単＋位垂並下線行

指ご頭く弱圧痕十 沈線文一 肩復元部不li最可大径等 弥中生頃時～代後半中期05 S-06 壺 ¥IOS△ 1ヽ0S△
s△ss△ s△sso s△ss△ やや良 5YR8/3 

2.5YR615 
いナ
ナデ

9.1+ 下城式
デ

06 S-06 史
LL△L△ L△¥I△S ss△ ss△ s△ 黒良斑` 有・部 7.5YRi/4 

7.5YR6/'1．門斑
刻口緑H沿突帝部刻貼付目 圧部痕分的ー指ナ頭デ タテハケ 5.2+ 口枯部復元不可 弥生中期 ド城式\9 ヽ~s△ △ss△ 7.5YR2.5/I 

07 S-06 売 ss△ L△ L△MOS L△MOS 
やや良

7.5YR6/l.5 2.5YR6/5-7/3 刻H突帝貼付
指頭Ii：痕弱

弱いナデ 5.0+ 復I―_1松元不部可のみ 弥’l：・中期 下城式△ △ ~5/1 いナデ

08 S-06 吏
M△S△ s△ss△ ss△ ss△ s△ やや良 7.5YR7/2 SYRS/4 亥l)H突帯貼付 ハケ→ナデ ヨコナデ 2.7+ ＂ 付専のみ 弥牛中期 ド城式sso 口 復元不III

09 S-06 甕
LL△L△ LL△L△ s△ss△ sso ¥I△ 良 5YR5/2 5YR3/l~3.511 刻口緑H沿突否部貼刻付g 鴨圧痕→ ヨコナデ 3.5+ 口緑部復元イ~nT 弥生中期 ド城式Iヽ△ Iヽ△ ナデ

10 S-06 杓形 s△ss△ s△ss△ ss△ sso ss△ やや良 10YR512~ IOYR5/l出斑部 記91:・痕＋ ハケ 杓部
713 2.5Y211 ナデ

II S-06 売 ssム ss△ ss△ ss△ 良
IOYR7/2一部

IOYR5.5/2 ナデ タテハケ 2.3+ I I 百閑のみ 弥半牛～時後期代中中期頃後
赤彩5YR5/4 ll 復元不可

12 S-06 甕
LL△l．△ LL6.L△ L△¥I△ s△ss△ s△ ややR 7.5YR612 5YR6/4 弱いナデ ナデ :3.0+ (7.8) 底部約1/6 弥生中期MOS△ M△S△ s△ 

ややn-
［ 
YR7/2黙斑 IOYR6/2,'t.¥斑部

ヘラミガキ
丁寧なナデ．

弥中生頃時ー代後半中期13 S-ll •· ヤ,•"ヽ’・ s△ss△ s△ss△ s△sso s△ ss△ 部靡し ‘•11.\ 10YR5/l 2.5YR3.5/l 一部赤彩
ヘラミガキ． (17.2) 3.9+ ［［秘部約1/10

斑り 彩5YR7/6 赤彩7.5YR7/6 一部赤彩

14 S-11 甕
LL△LL:;. 

.¥l△s△ s△ss△ ss△ s△ 良 5YR6.514 7.5YR6/-I 刻ll縁n培突部帝貼刻付H 指頭庄痕＋ タテハケ (17.3) 4.1 + (17.3) 口樟部約118 弥ー牛中期時代前半』j期未 ト城式¥I△s△ ナデ

L△¥I△ 11粒沿部>悶
「l-I1粒径沿守復部の元不み可 弥中生頃時ー代後半中期15 S-09 立一疇疇’ s△ s△ 

SOSS△ 
s△SSO ss△ 良 5YR4/4 5YR4/3 

斉
による 柑いミガキ ヨコナデ 2.6+ 
点文

16 S-10 甕 ss△ ss△ s△sso sso 良 7.5YR2.5/l 7.5YR3/l 
強いヨコナ

ヨコナデ 1.9+ LI t 悶部のみ 弥中生頃時ー代後期中期前半7 —·9 LI l/10 

良一悶 5YR6/4一部弱
タテ）i向ミLL△l．△ Iヽ△S△ L△M△ L△¥I△ い県斑部

品単．it)ガ形 g 部中央祁）¥・ 弥中生頃時代中期17 検出面 台付鉢 •\I• 
L△.¥l△ ss△ s△ss△ s△ い焦 7.5YR6/3 

7赤.5彩Y2R. 5/1 --部 かし
ョコナデ ガ盗＋ヨコ 7.1+ 12.6+ 1/4 

り 5YR5/6 方ミガキ

18 S-16 

“^ ` 
L△¥I△s ~,os• L△¥I△ SOSSO やや良

10YR7/2~ 2.5YR6/6 翡
頭IE痕＋

ナデ 5.4+ 5.6 底部約213 弥中頃生時ー代後半中期 底穿1品Lh焼.i成)前△ s△ss△ 6/1 いナテ‘

L• ~IO 
JOYR6/4 

19 S-13 甕 MOS△ s△ss△ ss△ 良 IOYR3/l 一部二次被熱 タテハケ 弱いナデ 5.4+ (10.8) 底部約1/4 弥生時代中期s△ss△ 
7.5YR5/l 

20 S-20 遥
LL△LO LL△L△ L△M△ s△ss△ LL△L△ 斑良有一部り烈 7.5YR715 7.5YR7/5 悶いナテ’+ タテハケ→ 6.3+ 8.9 底部約9/10 弥中生頃時ー代後半,,,期
M△S△ M△s△ s△ss△ M△ いミガキ 柑いミガキ

9
1
 

＊観察表凡例は、下iしの文献に従う

大分市教育委員会 2002 r城南逍跡第3次調査 永典千人塚古墳発掘調査報告書」大分市埋蔵文化財発掘調査報告第34梨

． 



XXX 下郡遺跡群確認調査②

調査期間 2002.04.09~02.04. 10 調査面栢 4. 5m' 

地域 E 調査担当 堺島光司 ・ 梅木信宏 • 松竹智之

下郡辿跡群は大分市下郡に所在する。下郡逍跡群の所在する大分平野

の西部には大分川が軋流し、iufllに近い大分川流域には南北に延びる自

然堤防を発送させている。1哨I¥逍跡群は大分川河11付近のオii店にあたる

約 lkml1[J)jのi'I然堤防」．．に立地しており、椋高4111~7 mの地点に追跡

が展1}flする。

今lul の沿',j1.tは個人仕宅建設の浄化柏成料に伴い平成 15年~ J J 9 I―l ~10 

日に埋蔵文化財確認調査を尖施した。

表十から約80cmード、椋高5.5111付近の淡黄茶掲色 1：から 1：坑 ．柱穴一,.

数粘を確認した。

磁構に帰屈する追物は十器片が数．I,＇i.確認されてい るが、磁構の年代を

決定できる追物は見られなかった。

周辺の，既',j1i:lx．．の所見から逍柑藩渡が高く 、弥生l1．が代か

ら近Ill：に及ぶ辿構か確認されてお り、今回の調査区にお

いて確認された迅枯もlEl一年代に位閥付けられる と息わ

れる。

今後の湖査の進展が期待される。

第175図調査区全景

第174図 調査地点位芭図

Y=59,236 

第176図迫構配置図(1/50)

X• l 4.6J8 

Y=S9,ll6 

第177図完掘図（1/50)

1.焚白色土

2 貧氾色土
7. e!i茶黄渇色土（貸白色粒子含む）
8．囮茶黄渇色土

- L.ll"5．5o 3.茶灰色粘臼土
4.赤茶色土
5.茶灰渇色土
6.聞茶渇色砂臼土

南壁 ・西壁土府図(1/50) 

92 人分II iJIl!•蔵文化財調イ紗l:t1t

9.黄囮茶渇色粘臼土
10 昭灰茶渇色土
11.淡貧茶渇色土



XXXI 沖浜遺跡確認調査

調査面栢 32. 5m2 

地域 A

調査期間 2003.12. 04-2004. 01.14-21 

調査担当 塔恥光司 ・梅木侶宏 ・奏さとみ

大友氏が拠，•.'.( とした問後「府内」 は 、 大分川左i店の微i:j地 1．．に 1,I:地 し 、

視在の大分l|irti東部に相当する南北約2.2km、東l’り約0.7kmの範1JIlに‘i玲ま

れていた。lff内は16111：紀後半から末の大友氏21代義鋲（‘，滋t;i)、22代義

続の段階に最盛期を迎え、 明船やポルトガル船が寄港する国際貿易者1;IIi

として繁栄したといわれる。

戦1ぷIIl.If代の1{.f内の状況を描いたとされる 「lifl)、J占1:x1」はいずれも近Ill:

以降に作成されたもので、絵図のほぼ中央に 「大友館」がイf在し、それ

を中心に 4本のIti北迫路、5木以上の東西追路で枠梱II状に1X..IIliiされた

40以 I．．の町がイf在したことが描かれている。また、大友館の南側には段

米や貨物などの符RI！・辿営に関わる施設と廿（；定される 「御蔵拗」、南東

側には大友家の舒提寺である「万寿寺」、西側にはキリスト教会である「ダ

イウス党」、さらに北西には1il内の外港であった「沖

の浜」も描かれており 、戦国期の府内およびその周

辺にイf在した様々な施設の•tli報が盛り込まれてい

る。 本泄崎地はこの沖の浜付近と1ii：定される、沖

浜迅跡にあたる。

トレンチを 3本設定し掘り下げた結果、第］トレ

ンチでは、柱火と思われる辿構十数），し、） 1•• J i l），し、

十．抗 3),~が確認された。 第 2 トレンチからは、 20cm

|ILI)jの力形逍構l)店が確認された。第3トレンチは、

撹乱k̀91である。

第179図調査地点位四図
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第182図 第1トレンチ追構配四図(1/100)

第181図 トレンチ配置図
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第1トレンチ

調査区の中央に位置するSX-31からは、瓦質土器(13C後半

~14 C後半）が出土している。これは、第3R§（黄褐色砂）に

あたり、文化面と考えられる。

また、第2層（黒灰褐色砂）からは、京都系土師器の灯明皿(17

C初頭）が出土している。
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第183図土層摸式図

第2トレンチ

第2層より、中世の土師質土器片数点が出土しているが、近代の逍物が入ることから、第3トレンチの第2Im 

と同様、撹乱層である。申請地中央付近は、撹乱によって遺構の残りは良くない。

申請地の南北では、逍構は壊されており、一部深い遣構のみ残っている。また、第 1トレンチと第2トレンチ

の遺構面に高低差があり、第2トレンチの遺構面での土層粒度が異なるため、同一文化面ではないと思われる。

沖浜遺跡の時期の遺物は出土していないが、和泉型と思われる瓦器が出土していることから周辺には沖浜追跡に

関する遺跡が一部残っていると思われ、今後の調査が期待される。

ロ ニーニ／言
1 2 

第184図 出土遺物実測図（2/3)
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XXXIl 中世大友府内町跡（試掘調査）

調査面積

地 域

3lm2 

A 

調査期間

調査担当

2003.06.03~03.06.06 

佐藤道文

調1t地は 、 大分川 I；流左岸の椋高約 5 m の沖梢低地に位ji•'1': し 、現段階

での大友氏館跡のIlLfi!!!llllf/尋部分、 1佳定御北町に比定される。そのため、

今1且l し',t)|J •fl：．宅建設に伴う埋蔵文化財の確認調査（試掘） を 1;•成 1 5年 6 J J 

3 ~ 6 | 1かけて行った。 試掘調査は、将来的に大期建槃物が，；1・111tjされて

いる地、1・＇i.についてのみ行った 。トレンチは建物予足地内に 2本設置した。

ITは、比較的大期の追構が展開している状況であった。建物），し礎部分

と思われるイi糸llみ辿構（焼土粒・炭化物を含み礫も被然を受けた状態） 、

尉条約1.5m、短径約 1mの1噌ii桁円形を星する十．坑、東llり）jji,Jに延び

る溝状辿構 ？などが確認された。

石糾み辿構より新しいと考えられる大型十．坑 (S-J) 

I一．師器llllの破片が出十．している。

からはが者IS系

2Tからは、東llり）j向に延びる溝I)は辿

構、杭列と思われる小穴、時期不明の耕作土烈などが確認された。また、

古

第185図調査地点位四図

2T拡張区 （南北方向）からはllif茶十．

を安走lhiとし、 1牛格イ＜明の大型迅構が検出された。このIlif茶 日ま、 ITでの辿構検出而に該当するものと考えら

れる。2Tで見つかっている杭列痕は、溝上而に穿つように構槃され、深さ約50cm~60cmを測る。土昂観察を行っ

たところ焼—I ：塊 、 炭化物が多址に含ま れていた。 小穴径と 比校 して、深 く 打ち込まれていることから堅固な構槃

物が想走され、十．J)}fや板J)汁が存在していたのではないかと考えられる。第186図の17培～24陪は、 全体的に硬く

締まっており 、蒋く水平にJit栢している。・17烈を掘り込む逍梢が検出されていることから、整地倍の可能性が高い。

2511'•1 は、地i l l プロック土を含み、波状にJ1t秘していることから耕作 I ••K',1 と考えられる。

,,1,1 1泌．辿物には、見都系土師器、 土師器杯、行磁碗 ・1|[L({l租？）、染付IIIL（小野分類E群）、染付端反り碗、染付

恰如 Ill（外l（liに放射状に細かい線描きが施され、漁）11窯系の彩開を受けたと考えられる）、白磁小杯、 華南三彩

破片、 {Iiiiliii焼甍破片、土師骰鍋破片などが見られる。十．師器杯についてはやや占い様相を呈すが、京都系土師器、

染付IIILなどから16111：紀後半を主体とするものと考えられる。

今IIIIの調介では、i1l低3「hiの造構而が検出され、第 I1ffiの辿構は水III~妬111：下から掘り込まれている 。 また、板

塀もしくは 1:J)汁と考えられる追構や、北側に向かっての裕ち込みがあることが確認された。16W：紀後半の段階に

館が拡張された II［能性が指摘されていることから 、 館周辺地の IJH発については•t孔巫を期すべきと思われる 。

ー

3.&1 ------ I~=ユ==4--

三 ロー旦J 14泊茶土～へ三9‘-」 2，渇灰砧臼土(18斯作土） 15，田灰茶土（茶色プロック荻含む）
廷—―---· 3，即灰粘H土（戻化切少塁含む） 16,茶渇土

0 1 m 4．諏土（ややしまっている楚土＂炭化 m lll) 1？，茶灰土（砧せ含〇ば得●）
1 , 5. 1ii1灰渇土 18 明灰茶土（粘11あリ）

6, 11il灰土（ポロポロしておリ紐臼） 19，明灰茶シルト閃土（やや砂条っぽくサラサラとしている）
7'灰茶土（娩土嘴，炭＊窃含む） 20，明灰茶eシルト質土（1911とコ似するがやや慢n)
8,淡茶土（おせあリ） 21, Iii茶灰土
9，呵灰茶土（硬くしまり．混入勾少ない） 22，：磁む社（ぽくしまる還 元しているたのか日白っぽい，サラフラしてお1J，紐!llla19Iこ幻る）
10 灰茶土 23, 5R仄茶土（貫色のブロック記を多く含み，砧仕あ，J:層よl)土っぽい）
II,お灰土(6層と阿ほにポロボ0して崩n1吋い） 24,日灰ス内土（記11か））
12，面灰茶土（坦土填砧反化内少罠含み慢くしaっている） 25. Iii灰尺フロック土(*l!l層の可能11あリ）
13. ea茶灰土（な化；3•競土n•Ill色フロック＂と全体に中量含C) 26. "灰渇土（硬くし亡る，還元層）

第186図 2トレ南壁土府図 (S=l/60)

13 
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第188図 出土遥物実測図 (S=1/2) 
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第189図 lT全景写真

第191図 1 T • S-1全景写真

第190図 2 T拡張区全暴写真

第192図 2 T焼土ピット土府観察時（南より） ー

第193図 2T土府観察時（南より）
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ヒ引切遺跡 一金谷郷遺跡群v-

干葉県芝山町・財団法人 山武郡市文化財センター

':U:I古瑣群 (531-l地、点） 財HI法人 111武翡;,Ii文化財センター発掘品）1t骰；Wi： 第77染

千葉県横芝町・財団法人 山武郡市文化財センター

中台近跡1349-3地．I•Ii lけI・月法人 ti I 武郡 IIi文化財センター発掘1•l11tfIm,1ド 第81果

千葉県道路公社・財団法人 山武郡市文化財センター

遠111瓜ヶ作谷遺跡・遠Ill瓜ヶ作台逍跡 財l・H法人 Ill武郡IIi文化ll1センター発掘叫1汁ll;'i・,11= 
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東京都 森トラスト株式会社 千代田区東京駅八重洲北口遺跡胡査会

東京駅八，R洲北口遺跳第1.2分1冊

三鷹市教育委員会

島Jせ敷遺跡11 三應 I|i埋蔵文化財，→i11t報；’i• 第25梨

府中市教育委員会

武蔵lKlI{.f関連遺跡謁在報告 30 府中iliJlil蔵文化財，月1t報：';- 第32梨

武蔵lklI{•f I関連逍跡』』1t報告 29 1-it)J(.f•地域の,JHf. 21 

武蔵lkl府の調1f. 24 昭和61年1如府IIりlilJ..)発掘調介概fti

武蔵lkll{.fl関連逍跡 東京競馬場発掘，＿iり1t概報 l 

日本中央競馬会東京競馬場・府中市教育委員会

如；し競馬場発掘，凋在概報2

国分寺市退跡関査会

武蔵lk)分寺跳発掘潤牡概報 28 

恋ヶrt東逍跳発掘潟牡概報rn ー都営本町1川「 11l•Il地建杵 l'.’ltに伴う，月1t­

武蔵l̀1分寺跡発掘潟ff:概報29 遺構紺

武蔵lk)分寺跡発掘潤査概報 29 本文紺

武蔵lk)分寺跳発掘潤1f:概報 29 遺物紺

東京都埋蔵文化財センター

多9れニュータウン逍跡 ーNo.20• 480遺跡一

多咲ニュータウン遺跡 東点都狸蔵文化財センター，→i11t報：Ij・i1ド 第121集

多庶ニュータウン遺跡 ーNo.313遺跡一

多咲ニュータウン逍跡 東点都埋蔵文化114・センターふij1f.tU:1i・ 第128巣（lX2)

湯留追跡・第 1分11lt～第7分llIt -IIl#iflif物駅跡地lJ..Iの調介一

多1-;f.ニュータウン遺跡 東点都J!ll蔵文化財センター，闘介報；＇； 第132巣

多l't.ニュータウン遺跡 東点都雌蔵文化財七ンター［月1t報：t• 第50染

新潟惧豊浦町教育委員会

川棚条里跡3 悶浦町の文化財 第20巣

中条町教育委員会

中介遺跡 6 次 •8 次架地原遺跡 2 次 111 条町JIil蔵文化財，凋1t報；’i• 第26果

宮山県財団法人宮山県文化振興財団埋蔵文化財関査事務所

中名 I• V遺跡発掘調査報告 ー公害防除特別＿l：地改良'li架に伴う 埋蔵文化財発掘溝介報告"―

il.J凡追跡・森島遺跡発掘消1f:報告 ‘ifi ll i’1し文化振輿財l•肋lli磁文化財発掘，凋介報告 第17巣

雌蔵文化財調介概要ギ成14年1文

山梨県 甲府市教育委員会

史趾； 武IH氏館跡x甲府市文化財調1t報告 21 
ヂクヤ逍跡 甲I{.fili文化財調牡報告22

史跡 武111氏館跡XI 甲I{.fih文化財調1汁似’j・23

愛知惧名古屋市教育委員会

JIil蔵文化財，狐11i:報告11l=44 名古J致rli文化財，→関1t報；’j・58

Pll蔵文化財，凋牡報告、1r-45 名古J和Ii文化財，二i11t報；’j・59

雌蔵文化財調1i:報告111=46 名古l和Ii文化財消1t報；’j・60

哩蔵文化財調介報告lf47 名古届iIi文化財、'il1HIi;h61

埋蔵文化財調査報告lt48 名古届rli文化財消1t報；’i.62

)<I'I元屈敷遺跡 第4 • 5次発掘潟代報；’；ilt 第4• 5次発掘、潤1t報告11t

悧II遺跡第11次発掘調在報行、It ～ギ川公営｛l:も新笑―l'.1[1こかかるJIIl蔵文化財発掘調査報告1tl~ 

りlll遺跡第12次発掘調在報告lf ~1屯l公‘it{l：宅新英―r.1［にかかる埋蔵文化財発掘調査報告1t2~

古沢町遺跡 第3次発掘溝査概要報告lt

東邦ガス株式会社
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名占｝1t城―：．の）L逍粉 ーガス竹；.Jll！設に伴うJIIl蔵文化財発掘溝1汁iip ;•,1f­

名古屋市上下水道局下水道本部

第2次叩lllズ刀111ニ―「ll付近ド水道I?liに伴う 川 IIB遺跡発掘調1i:HM'tlt

財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

Ili内遺跡渇ft報；’i[V li戌窯跡 l141•H法人細i，仰l！蔵文化財センター，一月1t報告 第28集

'f成 14 年1虻財l•tl法人瀬］i ,Ii月は＆文化財センター年報

財HI法人瀬戸,,伐i！蔵文化財七ンターliJf究紀＇災 第ll輯

翌田市教育委貝会

梅坪遺跡vn crn1,Ii J11t蔵文化財発掘晶ft報；＇j・ ,1:：第21染

勘八2り..ttt.i母 lり1tt t}IIhl illl蔵文化財発掘＇遇1t恨；w：• 第22集

古城遺跡 {}IlMijlil蔵文化財発掘消1t報；，；・,'f 第23集

吉良町教育委貝会

史跡 Il...ik寺古tn2次、消介概要
三頂梨津市埋蔵文化財センター

I;lllll遺踪発掘1凋介恨？；・ iiり間1漏［文化lり品）1tfIU’ i• 36 

iIhliμ［蔵文化財センター年恨8 ·1~成 14 年 1文

四日市市教育委貝会

雌蔵文化財発掘消介概報Vll •般 I Iil ii l り｝•北勢パイパス

四11iii iii文化財保護年骰14 .,;•成 14 年 9虻

lll奥遺跡l llり11,li1liJlllii£文化財発掘調1t恨；Wi: 3l 

四日市市遺跡調査会

西野逍跡・西野古jtt群 I'll 11,Ii,Ii遺跡品）代会文化114・［月1f.汁1;1i・,1fXIX 

鈴鹿市教育委員会

伊勢lk]分、i・：跡3

伊勢l咄f跡5

鈴鹿市考古博物館

鈴I虹Ii名古博物館年報 第4サ

滋賀県大津市教育委員会

kift,liJ!ll蔵文化財遇1がl：報 •,~成 13年 9虻

滋賀県教育委員会

特別史跡安上城跡発掘湖1t報；'i・l3 安l:lllItil(Iilll据部の調1t(I'i々 橋LI～大手口）

安上城跡閑埃整備’li哀概要骰；’i-、Itx)<fl II,•，1辺西側中央部

面 lり彦根神社文•,It l1 録 新宮神社文11fII iぷ {i部神社文,1::fl録 安1:城・織田伯長1関連文11採周在報告 l3 

滋賀県安土城郭調査研究所

滋ft貼安上城郭消1t研究I即I:・骰2()02年9虻

京都府 京都市考古資料館

点菰Ii考i1,•:ft科館年報 •1~11.li: 13 • 1,1年9虻

京都市歴史史料館

点菰Ii歴史史科館町11 •11.成 15年 1虹lt知I神i..,湿成 14 年 1虻1ぽ報；1；·

京都府城陽市教育委員会

城陽,liJII！蔵文化財晶ft報；’j-,'f 第42集

城陽,liJII！蔵文化財謁介報；'i・,1:: 第13染

城陽,,伐I！蔵文化財潤ft報告 1,｝： 第44果

城陽 ,I i.Il l!•蔵文化財瀾ft骰；佑＇｝ 第115果

城陽,,jj_lpj姿文化財，Uれft骰；1i"i1f 第46果

財団法人 京都府埋蔵文化財馴査研究センター

点都府JII！蔵文化財情報 第87サ

点都府JIIl蔵文化財情報 第88サ
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点都府埋蔵文化財情報 第89サ

J;(都l{.f埋蔵文化財梢報第90り・

財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京IIi埋蔵文化財調代報；＇靖： 第29染

長1淵点市埋蔵文化財センター年報 ,,l成13年J父 9f成13年1虻

長岡点跡右点第748次発掘品］1dti:'i・ l~I/{il如1 』.Jlil蔵文化財調査報告1ート 第3l躯

長岡東跡右京第766次発掘調介報：•;· 長1沿l成11i埋蔵文化財講介報告1f 第33集

長岡点跡左京第479次発掘調介報；1; 長1，1，j点rliP!t蔵文化財講在報告i1t 第32巣

長岡京跡右京第776次発批凋介報；’;- 長1凶I如lijlし蔵文化財講牡報告itr第36梨

長1叫京ili埋蔵文化財調1f.報；h,1|：第35巣

大阪府 大阪大学埋蔵文化財詞査委員会

久留米藩蔵屋敷跡 ー大阪大学巾之島センター建、没に伴う調査報告一

涵槻市教育委員会

約lこ遺跡群27 高槻IIi文化財講1t概要XXX

几槻iIi文化財年報 ギ成13• 14年殷

貝塚市教育委員会

H塚rli追跡群発掘』れ't概＇災 20 H塚I間IU磁文化i14品l1t報告 第46集

てケ（l[西遺跡発掘講介概要 ll塚rliJil！蔵分科Hぶi』1汁樹’i 第45躯

脇浜川培遺跡発掘潤在概＇災 ll塚rliJil！蔵文化財調1t報1i 第48巣

H塚市遺跡群発掘講1i:概要21 H塚rliJ!lt蔵文化財品）代報告 第49集

貝塚IIi遺跡群発掘講代慨＇災 25 H塚rliJll！蔵文化財発掘，凋在報告 第64果

沢城跡発掘調1i:概要 l1塚rIiJIIl蔵文化財ガ行漏1t報告 第63巣

八尾市教育委員会

八尾市内遺跡平成14年1虻発掘調1i:報；ti.,1f 八lもli文化財調在報告48 ギ成14年皮lqhlihlillJrli深

八尼ili立埋蔵文化財調介センター報；li.4 1”成14年9父

熊取町教育委員会

熊取町遺跡群刃沓調在概要報fi1::xV0 19巽取町JII！！磁文化財調査報告 第40渠

11啄住宅周辺遺跡発掘i凋在概要報告iltI 熊取町埋蔵文化財調査報告 第41梨

東I’l寺跡発掘調1t概要報告，1H1 熊取IIII.JII！蔵文化財調在報告 第42梨

大久保F遺跡発掘講1t概＇災報内・,IFl 熊1収町Jilt蔵文化財調介報告 第43集

兵庫只姫路市教育委員会

姫路市埋蔵文化財調牡略報 ギ成13年疫 (2001)

尼崎市教育委員会

尼崎ili埋蔵文化財潤1が1:Hi ギ成 7年l父（4) 大物遺跡第 1次溝介概要 その 3

尼蛤市内遺跡 復Ill・復興It業に伴う発掘渇1t 1ピ崎ili文化財讃在報告 第32巣

加東郡教育委員会

狸蔵文化財調炉l°報 ～2001年l父～ ｝JIl束郡Jil滋文化財報告30

黙谷・岡ノ上遺跡 1JI)東郡Pll蔵文化財報：’;-29

奈良県奈良市教育委員会

奈良iii埋蔵文化財調在概＇災報閥 lt ‘l；・成12年J虻

奈良rIi雌蔵文化財調1i:七ンター紀＇災

西條寺跡発掘調介報告i1f

奈良文化財研究所

古代の官術遺跡 I 追構紺

奈良県立椙原考古学研究所

柑Iii考古学研究所年報 28 'I禎1&:13年疫 (2001)

大和高田市 西坊城遺跡II 奈良貼文化財消1t報：’i・,1} 第90梨

桐ill和田遺跡 ー大和甜原における縄文時代が創期と’,,.期の遺跡発掘講1t報：t;-11r-
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111辺郡都祁付 l'Mi遺跡 奈良l,！・文化財調牡報；t;・,1:: 第93果

咄IJ)く塚古瑣 仮良貼ヽ川I:t／瓜名古学研究99i 1月1t恨；’i• 第82111}

伴党東逍跡 奈良貼I‘f.tI:{!lii名古学研究HI湿1 11:報；，；• 第801111-

：ツ塚古瑣奈良貼11:fl訊渇古学研究19滋111:報；片第8111ll・

IlIII「西逍跡 奈良貼11:fl揺渇古学研究Iりi,9凋介報；『 第8511l}

能峠遺跡群m 奈良児史跡名勝）沼然，；出念物；月1t報告 第60lfff

後出古項群 奈良貼史跡名勝―犬然，記念物，．凋介報告 第61ll}

I・. 5り瑣一細川谷古項群ー 奈良I],し文化財消介報告 第92集

北野ウチカタピロ追跡 奈良リ，し文化財調介報告,•r- 第95集

久米イi橋遺跡； 奈良児文化財I-J叱介報；＇i,1:：第96集

保ilt•宮古遺跡 奈良り，し文化llれ凋介報；見’t 第100集

只塚9怪寺•―n·-f遺跡 奈良貼史跡名勝―犬然品念物調在報告 第571fft

本郷A:UIート遺跡 奈良貼Ii:ll{ll；渇・古学研究所謁介報；片 第83lllt

宮の平遺跡I 奈良t’，パヽ．f.概／J;渇古学研究1祈，消1汁貼＇； 第841lIt

新在家遺跡 奈良児文化財品l1洲船，It 第54集

でJt-岡原遺跡 奈良し’，し文化財調介恨；佑＇；： 第94集

てli2号項・ダダオシ，ljt(t 奈良！，し文化財、・月1t報；佑’t 第97果

粟／氏カタソパ遺跡群 奈良！，し史跡名勝）招然、砧念物場1t報；’i- 第65IHJ-

南郷遺跡群1Il 奈良l,1し、r.tt:t1！；渇古学研究Iりi,→月1t報；片 第74冊
宮の1I..遺跡11 奈良l',tv.ttIIj；渇古学研究9祈消1t報；仔 第86!ffJ-
興fii寺In境内 奈良リ，し文化財湖代Hi；佑＇：： 第78條

棚機神社東古項 奈良V,し文化財品11f.r!l:1;・,1ド 第98巣

府清水スゲ谷古瑣 奈良！1し文化111"1ーしl1tffifh't 第99集

大谷今池 lサ瑣・ 2り閉 奈良県文化財湖介報告lt 第101果

ハミ塚古瑣 奈良貼文化財戯1汁附’t,'：： 第102果

ト永東城遺跡 奈良貼文化財、~4 1f.ffl ;1;,1:: 第103染

kiド大片刈遺跡 奈良児文化財（月1t報；佑't 第104巣

署尾古屋鋪追跡 I• 2 • 3次調1t 奈良l,11.-文化財湖介報；佑＇ド 第10(5染

奈良児遺跡調介概報2001年9文（第 1分111})

余良児遺跡調1i:概報2001年9虻（第2分111})

奈良県逍跡調介概報2001年It（第3分111})

奈良児遺跡調介概報2002年9父（第 1分1111-)

奈良県遺跡調在概恨2002年l!l（第2分lll})

柑l以考古学研究1附I:_tfi 29 

叫井市文化財協会

2001年度発掘潟1t報；1i・,1}I 

祁余遺跡群発掘潟介概骰II 桜JI:rlilJ、Jjlil蔵文化財 2001年1虻発掘調介報；'i・,1::5 

2002年疫発掘潟介報；佑＇t l 

斑鳩町教育委員会

斑旭町内遺跡発掘潤1t概報 ’l;•成 II 年 l虻 (1999)

和歌山惧和歌山市教育委員会

和歌IlIIli内遺跡発掘調1t概＇災船’i•i1 ド ー、ド成13年1虻一

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

太IIl ．．閃田追跡第45次発掘閥1f.概報和歌IlI iii文化体ff振典｀Ji業 l•Il ，月 1HIU’h't第27集

太HI ・黙田選跡第48次発掘，凋1t概報和歌Ill iii文化体ff振輿1i深 l•Il,糾 1t報；佑'}• 第30果

太田・黙田遺跡 第52次発掘調1t概恨 和歌lllIli文化1本ft振興1t業HI,ユ月1汁t:t・,If 第33集

史跡和歌山城 第25• 26次発掘調介概報 和歌111市文化体ff振輿1i累I・恥月介報；’；,It 第35艇

和歌Ill城跡 第9次発掘；月1t概報 和歌lllIli文化1本介振典巾業I・り調ft恨；'i-.'l= 第36集
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打田町教育萎H会

史跳紀伊l引分寺跡保｛｛•修理1t業報告、1::

財団法人 由良大和古代文化研究協会

大蜂lllliF伍仰遺跡の調1i:研究

烏取限烏取県教育委員会

史跡必木晩川逍跡 第4次発掘i凋牡報；Ij・,IF 史跳よ沐晩Ill遺跡発掘i凋介報閲lF 第l果

浜木晩川遺跡発掘調介研究年報 2002 

島根県松江市教育委員会

lllil咽跡発掘調在報告,1f -2 • 3 坊碑—

島根県教育委員会

印 'Il遺跡 尼 l~I II遺踪 家ノ脇II遺跡3lメ： 川‘tl逍跳／¢原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘消介報？i,1fl 

家の後 I逍跳 垣ノ内遺跡 1¢原ダム建設に伴うfil蔵文化財発掘，凋介報告1t2

権現111城跡 権現lll{iりJ場跡 I'Mi谷迅跡 ：．Ill谷1逍跡 斐OHll放水路建設予定地内発掘講介骰；’i,1rXV 

古志本郷遺跡v斐伊川放水格建設f走地l人）発掘溝代即’i・i'fXVI 

古志本郷遺跡＼1 第1分冊 第2分1訃 斐f}Hll『J.水躁建設f定地I勺発掘謁在報告._11:x¥11

長坦追跡＼rol.2・権現Ill古項 斐f}HIl放水跨建設化と地内発掘，逍介報；J;.,1：:x¥1ll

島根しr,し教ff9『 埋蔵文化財調1i:センター年報II

史跡IIi衣l-KlHf跡風上記のIf．地l勺遺跡発掘消1汁貯j・,It14

西I追跡・祇園原I遺跡 {i橋I逍跡・ rhj瀬城北遺跡
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IIIF食fl!ll伽liiu.I．，刈l収益Ill線 (1、況i~lli衣1111)建設に伴う埋蔵文化財発掘調介報；1i,11= I 2003 

即llilt逍跡IX 点Jl酌川広域河/I I改修'li沼に伴うJllり磁文化1り発掘，凋1t報；lj•i1 ：： 第14冊 2003 

毀濶111遺跡・獅—f谷遺跡(2) 、↓ii lt見ダム建設—f‘心地内川！蔵文化財発掘消1t報告iIFl7 2003 

神liiII逍跡(3) 志消見ダム建設f定地lJ、J}llん［文化Iり発掘，翡］1t報；1;-.ins 2003 

｝ i)l:谷逍跳 志iIt見ダム建設f1と地内Jllり磁文化財発掘，月1t報；tilt19 2003 

板IぅfIII遺跡が2} 志ilt見ダム建設予走地I勺lll蔵文化1り発掘，凋介報；1i・t'f20 2003 

ll谷遺跡2))Llll金9せf遺跡 志i lt見ダム建設—化と地l勺雌蔵文化財発掘晶在報告11::21 2003 

島根県埋蔵文化財調査センター

弥生時代の'~製6器 島根貼古代文化七ンター調1t研究骰？i・;1H3

島根惧大田市教育委員会

町並みと銀111 逍構確認品l1t概報 l )...:IIhliPil蔵文化財調介報：'r 第28艇

島根県教育委員会・大田市教育委員会

{i見銀lll イi見銀III逍跡発掘調1t概＇災 l3

イi見銀lll イi見銀Ill遺跡イi造物湖介恨：t・,1t3

岡山県岡山県教育委員会

岡111りM11l蔵文化財発掘調1i:報告 170 苫111ダム紐設に伴う発掘i謁代

即ll児埋蔵文化財発掘調介報告 171 ふるさと殷近緊急整備1i架に伴う発掘調査

岡IIltしし埋蔵文化財発掘湖1i:報告 172 ・般I:i追呟備`Jり架(Jと里．2期地1.><:)に伴う発掘調1t

岡lIIt1,し雌蔵文化財発掘湖1t報？i・ 173 i It島迅跳4 （第 1分1冊） （第 2分冊）

岡 11,~即し埋蔵文化財発掘調1t報告 174 i？災地）j逍佐伯長船線（y1作岡111追路）追路改笑に伴う発掘,lHf.l 

岡 11,~',しJII！蔵文化財発掘溝在報；1j· 175 し’,1:、.,:1:;(1i1f館建設に伴う発掘，渇在

岡山県古代吉備文化財センター

所恨 1’f備第34サ Ithillt遺跡・）3神遺跡出l：遺物

加計学園埋蔵文化財調査室

iIt島東3]、El遺跡第 1地点 清水谷姐跡 Jjll,i I•学 l叩l雌蔵文化財瀾ft室発掘調査報告iIt l 

岡山市教育委員会

中尾‘II•III遺跡 中尾住宅Hl地（アピオrf1,-6台）造成に伴う発掘講代

即llrlijlil蔵文化財センター年報2

妹Idfl:Ill逍跡 古代の公（lり港泊施設l関連逍跳の発柑ばlftf貼’i・
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倉敷理蔵文化財センター

寒田窯跳群4サ 介敷rlijlIl蔵文化財発掘，凋1f.tll:1;・ 第1()集

総社市教育委員会

総社Ili埋蔵文化財、凋1i:年報 12 

総社rli埋蔵文化財発掘消介報告 16 :・クii地lメ:リ,し1序農深），け盤屹備'li架に伴う発掘哨1t

広島県 広島大学大学院文学研究科帝釈峡退跡群発掘関査室

帝釈峡遺跡群発掘講介室年報XVD

福山市教育委員会

大谷古項 住宅l·り地造成に伴う埋蔵文化財の発掘溝1t Hi;’i•,1f

財団法人 東広島市教育文化振興事業団

西本6り遺跡発掘講介報；1;-11:: 2 文化財センター［月1t骰；’;-,1:= 第1li11)-

鴻巣東 lサ遺跡発掘調＿代報；'r,1::文化財センター 1月1t報；’i、1} 第171Ht

rli内遺跡緊急1凋介報？i,It 文化財センター溝1汁糾＇i.,1:：第28fffi

i'f谷 lり遺跡発掘講介報；h，1f 文化財センクー；Jり1t恨；＇i,1}：第3411lf

原の谷古墳•原の谷遺跡発掘調介報；•;·,1:: 文化114・センターi凋介恨；佑’t 第37111}

．謎II町．t:和東 時宋遺跡発掘調介報；＇i,1:： 文化財七ンター溝介Hifi・,'：： 第38lllt

福成寺lll境内遺跡発掘溝介報告，1:: 文化財センター、』1t骰；'i·.•t 第22191}

鴻巣東 I• 2サ遺跡発掘場1t報告IIt 文化財センター1叫1tHi;1;-l：： 第27冊

IIi光谷遺跳発掘溝1t報:1i・i1l=I 文化財センター潟1t報；1;、1;：第32lllt

,Ii光谷遺跡発掘溝介報告i'flI 文化財七ンター晶1t報；＇j・,1:: 第33ll1}

山口県下関市立考古博物館

ト杖liliV．考古博物館年報8 .,~成 14 年／父

下関市教育委員会

宮の原遺跡 卜1関1肛I！蔵文化Itれ凋1f.Hifilt、19

水福遺跡 ドl~rliJII！蔵文化財調介報；’i ,1:: 55 

長l"llkl){.f跡 ド関11渭滋文化財溝介報告、1:: 62 

長1"liif銭9祈跳 ド関rliJII！蔵文化財潟1t報；’;-,1:= 75 

塚の原逍跡 日馴渭滋文化1柘凋介報告、11= 76 

矢風呂遺跡 卜1関rliJII！蔵文化財潟介報；＇咽： 77

長l"Jlt.l府跡 ド1関rliJII！蔵文化財，凋介報；碍 78

山口県埋蔵文化財センター

東禅寺 ・.1.I.¥lll遺跡 lIILl し＼しJI I！蔵文化財センター調介報；Ii• 第34梨

矢川遺跡 II J LHI問I！蔵文化財センター調介報？j• 第35果

竜E市遺跡II IlILI貼雌蔵文化財センター，渇介骰；l; 第37集

IlIU児JIil蔵文化財センター年報 ー 1;•成 14 年 9虻ー ［匂Hi 第16サ

山口市教育委員会

Ill「IIIi内逍跳詳細分布品I*. IIJUrli狸蔵文化財調1t報；’i第84果

Ill「lrIi埋蔵文化財年報 2 •I祈成 13年 1虻

中込IU遺跡 illLliliJII！蔵文化財I_凋介報；1; 第79果

赤兵遺跡 ilJLlilf.J!I！蔵文化財調介報；1; 第81果

乗福寺跡Il lll[l1liJ!I！蔵文化財調介報告 第82巣

l：東遺跡II lll[l1liJ!I漏［文化財，凋介報？i 第83染

大内氏l関連町並逍跳III llllJ I間1l蔵文化財，消介恨？； 第84果

史跡祁硲城跡周辺illl凪調介報；佑＇F llll_lrl iJIIl蔵文化IH·,~~1d附＇； 第86巣

防府市教育委員会

平成12年1虻 防府rlil勺遺跡発掘，i1介概要・ 防9{.h1サIl蔵文化財，闘ft概＇災 0201 

佐野焼17り密（宮烹）発掘謁介報告 I 防府I|iJII［蔵文化財調介即’j・ 0201 

下右田遺跡 第20次発掘講介報告 1:}il{.frlij1ll蔵文化財，凋:fdtl;1;- 0212 
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‘l紐成13年度防I{.hii内追跡発掘調牡概要

IiIIIll・紫111古項群発掘調在報告

徳島騒徳島県教育委員会

徳島児JIIt蔵文化財センター調在報；h,It 第37果 ）＜hli逍跳 第 1分lIIt～第4分iIIt

四,~1縦1'tfl~伽lt追建設に伴うJlllI磁文化財発掘調代報告18

徳島litJIIl蔵文化財センター調介報作lt 第33巣 矢野遺跡(I)第 1分1!11-～第3分冊

徳島ifi環状道蹄改築'li架に伴うJtll蔵文化財発掘品］在報告1f

徳島貼Pil蔵文化財センター講介報告i1f 第44染 矢野辿跳（ II)縄文・弥生紬 第 1分冊～ 2分冊

徳島Wi環状道蹄改槃1り業に伴うJ!IU磁文化財発掘調在報告：lt

徳島貼J1ll蔵文化財センター調介報；h,1t 第45染 ）ull遺耕 lIlllkl縦ltfI動車近建設に伴う埋蔵文化財発掘潟牡報：’;-.1f23

徳島県JIIl蔵文化財センター調介報1h1} 第47果 徳島城卜•PJJ遺跡

徳島公共職業安走1祈及ぴ徳島停1：行センター庁舎新‘::1·地における埋蔵文化財発掘潟介報；'i•i1r

徳島li!.JII！蔵文化財センター年報 vol. 13 

香川県涸松市教育委員会

史跳天然品念物1せ島 高松rli埋蔵文化財潟代報；＇； 第62集

史跡高松城跡地久櫓台発掘調介概報 高松IIiJIIl蔵文化財、淵介報；’i 第63染

甜松Ili内遺跡発掘潟介概報 高松Ilijlll蔵文化財潟ft報；ti 第64染

応酋•宮西遺跳 高松市埋蔵文化財潤在報；I;- 第60染

If:j松城跡窯ilり Ii埋蔵文化財調牡報;•;· 第61躯

紺Jや町遺跡甜松iii埋蔵文化財調1t報告第65巣

llt'; •松竹遺跡（済生会） 呑川児済生会刹院移転新兜 l..'Jiに伴う糾！蔵文化財発掘調介報告，｝

丸亀市教育委員会

'I紐成13年9虻丸亀市内迎跡発掘調介概要報；h,It

‘li成14年1父丸亀rli内迎跡発掘調介概要報：Wi:

香川県丸亀市教育委員会

中の池遺跡第 8次調牡

丸亀市松本考古学研究所

中の池遺跡 ）L亀rli総合運動公!<ii整備I・事に伴うμ（！蔵文化財発掘調代報；It,tt

愛媛惧 愛媛県埋蔵文化財胡査センター

常定寺遺跡行地遺跡伊綺越遺跡 ー（川l!il横断I.1動車道建設に伴うJII！蔵文化財発掘調査報告1FII―

永地遺跡 —·般国道317サ大島道路雌蔵文化財1月1i:報告i1F-

逍後今iii遺跡13次 ー四[Iii財務屈樋又（I:宅建設に伴うJIil蔵文化財、凋1i:Hifilt-

中心11遺跡 1次・ 2次 ー一般児道粟井浅海線道蹄改良1ぼに伴う雌蔵文化財溝介報告内一

久米窪川N追跡 2次 ー上要地方道松Ill東部環状線交通安令施設等整備T.'Jtに伴う埋蔵文化財調査報告lt-

111越遺跡4次 ―l叫l国）財務J,-JIll越11式も2り棟建設l・・'l［に伴うJII！蔵文化財潤ft報作1f-

松山市教育委員会 埋蔵文化財センター

久米，f：はIll遺跡松llIIIi文化財調介報；'i・,1:= 93 

檄味l9LlJ又地虹跡松lll市文化財調介報ft,1}: 94 

艇佐池古瑣松Illili文化財潤ft報iItlt92

松lllIliJIIl蔵文化財調査年報 14 ギ成13年1虻

船ヶ谷遺跡 松lllili文化財潟介報；’r,1F 88 

道後城北逍跳群l1 松lllili埋蔵文化財調介即＇i li: 37 

k咋ヶ谷逍跳松lllIIi文化財調1t報；ti,1t、18

ilt,(地区の遺跡1I1 松山市文化財講代船＇咽 58 

福粁小学校構内遺跡11 松Illili文化財調1渾；＇清 91 

船ヶ谷遺跡4次渇査II.福f'i・小学校構I勺遺跡1l1 松111rli文化財潤牡報告.1r- 95 

愛媛大学埋蔵文化財調査室

棺味遺跡W 愛媛大学埋蔵文化財消牡報；’;-ltlX
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愛緩）く’` 紅i！蔵文化財調介室年恨 一1999• 2000年f支ー 愛援大学埋蔵文化財講牡報；9；・,iltX

今治市教育委員会

市内遺跡拭掘確、認晶介報；＇噴 XV 今治ih埋蔵文化財調在報告ltt 第68艇

市内遺跡拭掘確認，凋介報；'i・.1rX VI 今治,ti埋蔵文化財調介報作11F 第69巣

甜低1治）ノ沿遺跡 今治Ilijlil蔵文化財潤代報告，It 第70染

愛媛県広見町教育委員会

Ill4、V妙寺tが（第 1次調が 一ギ成6年度～ 9 年1虻学術調在に伴う埋蔵文化Iり·1~1渾；'i•i1} 第 1梨一

lll4が妙炉跡（第 2次調1t) -•F成11年 1文学術調在に伴う埋蔵文化財渇牡概要報？ilt-

lll4が妙．~j:跡（第 3 次調11:) ー1涌成12年1文学術調介に伴う埋蔵文化財消1t概要船＇ilt-

Ill守妙寺跡（第4次、凋在） 一 'I;•成 l3年1支学術謳濯に伴う雌蔵文化財、一月1t概要即＇i','!=-

111 ~が妙、i·:跡（第 5 次調1t) ーギ成14年1文学術調介に伴う埋蔵文化財、謂1t概要報；佑＇t-

愛媛県松野町教育委員会

河後森城跡環坑整備1り架概＇災報 {';',1fn松野町文化財謁牡報告 第11集
福岡乱埋蔵文化財馴査室

l..l'[(C)逍跡5 北九州1liJlll11磁文化財調介報告内： 第287艇

lと野96登遺跡第3地．I．’i.2 北九州ii伐ll蔵文化財調介報告,IF 第288果

横代常ノ Iiil迎跡北九州Il伐ll蔵文化財諜111:報内，1}： 第289躯

1•• i ,1水逍跡 VIIメ： 北九州rli狸蔵文化財調介報告，I~ 第290果

片野遺跡 北九州rl伐Ill磁文化財調代報；片，1t 第291巣

金）Liatが4 北九州rliJII！蔵文化財消介報；片，It 第292集
小介城代米御蔵跡III 北九州Ili埋蔵文化財潟1i:報竹‘lt 第293集

志JI’・雀木遺跡 北九州,ti埋蔵文化財潟介報告lf 第294梨

横代峠遺跡 北九州IliJIIl蔵文化財潟牡報告iIt 第295集

杓網,ti塚遺跡 1 北九州rlijlll蔵文化財調介報告,t:= 第296艇

JJIlifilぅt敷逍跳 l．朽網iti保遺跳2 北九州IIi埋蔵文化財調1i:報告内 第297集

苓町迅跡第 2地．I.＇．「． 北九州rli雌蔵文化財調介報告，IF 第298巣

洗J守柑跡 北九州IliJIll蔵文化財，凋牡報告lt 第299集

iff.ffl追跡第7地．I.＇i. 北九州IIiJ11l蔵文化財，凋介報告lt 第300梨

長野フンデ追跡3 北九州rliJIIU磁文化財調介報告i'：： 第301染

横代党ノ1iif道跡 llメ： 北九州IIiJIll蔵文化財、消査報告i'：： 第302集

f(ftl退跡第4地、1・＇！、 北九州市埋蔵文化財瀾介報告l：： 第303巣

ー：郎）L逍跡北九•J•I•hIiJ1i l蔵文化財瀾介報；flt 第304巣

押If近跡2 北九•J•I•h1iJI Il蔵文化IIれ凋介報{wr 第305集

JIIl蔵文化財調介室年報 19 

北九州市教育委員会

木Jit瀬1ii求構I_1跡北九州rli文化財講介報告11f 第97巣

k.l"Ji且跡北九州rli文化財瀾1t報行，It 第98果

屯町逍跳 第4地．，．＇．［ 北九州,ti文化財1凋1t報告1t 第99集

l·· 約 1瓜逍跡第 1 地．I•Ii. 1•ぶi l}i第二上地lメ両整理巾業に伴う狸蔵文化財消介

l・ぶ渾逍跡第2地．’・Ii. 1•ぶり凩第二上地区画整理1i業に伴う埋蔵文化財，消介

福岡市教育委員会

I'i木3 福岡Ilijlil蔵文化財講1t報告,'f 第734集

仰 l•小Ill 部38 福岡Ii雌蔵文化財講介報告，If 第735集

rli近御供IりrJ1:1,i.線建設に伴う発掘消介報告 l 一井尻B遺跡11ー 福岡rli埋蔵文化財溝介即’;-i't 第736巣
今1tili郎iI迅t跡IV 福岡I|iJII！蔵文化財調介報告作 第737巣

今1ti遺跡2 福岡IIiJ11l蔵文化財調介報告i't 第738巣

外環状道r6関係JII！蔵文化財発掘調1t報告i'F16 一梅林遺跡4＿ 福l治］rliJIP.蔵文化財，凋1f.lfl:'i・111= 第739梨

大橋E遺跡5 福岡rliJIIl蔵文化財，凋介報告ilt 第740集
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大原D遺跡群4 〈縄文時代紺〉 船 I船Ii埋蔵文化財潟在報{tj•i1f 第741染 2003 

I．．月隈B遺跡 福岡市埋蔵文化財溝介報告i'F 第742渠 2003 

九州大学統合移転ll1地内狸蔵文化財発掘調1i:概報2 一元岡・桑l以遺跡群発掘瀾在ー 福l:t.Jili且il蔵文化財謂介報告t1F 第743集 2003

一元岡・桑原遺跡群2一 九州大学統合移蜘II地l人HIl蔵文化財発掘湖介報作井 福岡lli雌蔵文化財謁牡報告t1F 第744梨 2003 

鴻腿館跡13 福岡市埋蔵文化財調在報告i1ド 第745巣 2003 

雀居7 福岡市埋蔵文化財調在報告iIt 第746梨 2003 

雀居8 福岡市埋蔵文化財調在報告11F 第747梨 2003 

雀居9、別冊福岡iii埋蔵文化財講査報告fr 第748媒 2003 

頂留村下遺跳2 福岡'|i埋蔵文化財調在報告tr 第749梨 2003 

下月隈C逍跳m 福岡,ti埋蔵文化財調査報告背 第750集 2003 

福岡外環状道路I関係埋蔵文化財瀾介報告17 -II佐遺跡群第3次調介一 礼it叫lij1し蔵文化財調代報{1f11F 第751巣 2003 

外環状追路関係文化財発掘潤在報告i1Fl8 ー笠抜遺跡ー 福岡iIi埋蔵文化財潟在報{•i·l'F 第752梨 2003 

外環状道路関係文化財発掘洞介報告i1Fl9 ー寺島遺跡ー 福岡iii埋蔵文化財瀾介報作11F 第753梨 2003 

外環状道路I関係文化財発掘潟介報告lt20 ー野多「IA遺跡ー 福岡iliJIIl蔵文化財調介報i1fi1F 第754梨 2003 

下月隈島越遺跡・水町古項 福岡市埋蔵文化財調介報作1「 第755梨

那珂33 福岡市埋蔵文化財調査報告i’t 第756集

博多86 福岡市埋蔵文化財謁介報告111= 第757集

博多88 福岡市埋蔵文化財潤在報告11f 第759梨

博多89 福岡Ili埋蔵文化財調査報告i’f 第760梨

博多90 福岡市埋蔵文化財調牡報告井 第761煤

博多91 福岡市埋蔵文化財潤査報告11t 第762梨

博多92 福岡市埋蔵文化財潤査報告iIr 第763集

博多93 福岡市埋蔵文化財潤牡報告iIF 第764梨

博多94 福岡市埋蔵文化財調査報告iIt 第765梨

博多95 福岡市埋蔵文化財潤査報告i’f 第766梨

宮崎土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査報告 I ー箱崎14ー 福岡IIi埋蔵文化財潟介報-l1i・11f 第767梨

箱崎15 福岡1li埋蔵文化財調在報告i’f 第768渠

羽根戸古頃群5 福岡ili埋蔵文化財潟査報告i't 第769集

比恵31 福岡'iii埋蔵文化財潟介報告11!= 第770梨

比忠32 福岡市埋蔵文化財潟介報告i’f 第771梨

福岡城跡大手門 福岡ili埋蔵文化財調介報告il「 第772梨

ヨ苫4 福岡市埋蔵文化財潤牡報告11F 第773梨

及野A遺跡福岡市埋蔵文化財調在報作i’f 第774梨

飯盛・古武圃場整備れ業関係調査報告{f9 _1i武遺跡群XVー 福岡1liJ!ll蔵文化財湖代報作i’F 第775染

諸岡B遺跡20次福岡市埋蔵文化財潤介報11ri1F 第776梨

空港線関係埋蔵文化財発掘閥在報告{,F2 -l席IIl・1’f木遺跡5ー 福l削li雌蔵文化財調1i:報告jlf 第777梨

古塚8 福岡rli埋蔵文化財講介報告i’f 第778梨

立花寺5 福岡市埋蔵文化財調査報告11f 第779梨

飯氏二塚古項2 福岡市埋蔵文化財調介報告iIt 第780梨

年報VoJ.16 平成13(2001)年）虻

九州大学大学院人文科学研究院考古学研究室

佐買県大友遺跡u 一弥生硲地の発掘調介一

福岡県教育委員会

大的遺跡I• II詰逍跳I 浮羽バイバスl関係埋蔵文化財調介報作 第19染

菩提遺跡I 仲哀改良T．事l関係埋蔵文化財灘介報告l

西新町遺跡v 県立修猷館高校改築事業関係埋蔵文化財調介報~'i·4 

忠隈宮坂迅跡・鶴＝．緒七浦遺跡飯保庄内田川バイバスl関係埋蔵文化財調介報作 第2染

内ヶ磯烹跡3 福岡貼文化財調介報告lt 第181梨
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長崎街道 福岡！，し文化財潟介報告i'F 第184巣

狸蔵文化財発掘消介年報

福岡大学人文学部考古学研究室

2003 

2003 

佐nl',t.東•I·郎古項群の研究 対馬・サイノヤマ古頃の調在福岡大学考古学研究室研究潤介報；片 第2冊 2003 

久留米市教育委員会

久留米城ド町遺跡 久留米Ili文化財潟介報告1It 第185染

点隈侍Iぅt敷迅跡久留米ili文化財潟在報告内 第186巣

久留米城外郭遺跡 久留米IIi文化財調介報告l} 第187煤

ll・:tii寺遺跡 久留米,Ii文化財調介報告i’t 第188巣

久留米rli雌蔵文化財調代梨報・久留米ili文化財調在報告井 第189染

碇追跳 久留米Ili文化財消介報告iIt 第190集

金）L遺跡111 久留米,ti文化財調介報告=;If 第191集

筑後lKl...i猾郡栃跡 久留米IIi文化財潤介報告内 第192集

筑後IKI府跡 久留米Ili文化財謳111:報作、り： 第193梨

久留米I|i内追跡群 久留米,ti文化財講介報作lt 第194集

直方市教育委員会

hli木平遺跡 lf()hIi文化財凋介報作i'I= 第25巣

iItul町遺跡 ift:}i IIi文化財調介報告i~\: 第26集

1t心寺・随Ji寺岱地遺跡 直｝iili文化財調査報告芥 第27巣

筑後市教膏委員会

西ホIlll•ぷ(f·遺跡筑後IIi文化財潟在報告\If 第46梨

;L•IKぼI道迅跡筑後ili文化財潟在報告i1ド第47梨

羽犬駐lllノliiI遺跡筑後,ti文化財消介報告tlt 第48梨

;tI犬埃源ヶ野遺跡 筑後IIi文化財消介報告i't 第49集

筑後西部第2地lメ：遺跡群VI 筑後ili文化財潟査報告‘.',¥: 第50艇

筑後西部第 2地IX:．逍跳群W 筑後ili文化財潟査報告iしし 第51集

筑後市内遺跳群v 筑後,Ii文化財潟介報告i1F 第52梨

水IIl応肖宮本殿保{f修雌T.’lt報告ilt 筑後IIi文化財潟介報告l} 第53梨

行橋市教育委員会

徳永泉古t(t.徳永法師ヶ坪遺跡 行橋iIi文化財調在報告内： 第30梨

今井祇l点l祭 行橋,Ii文化財調介報告ilt 第31巣

翌前市教育委員会

WIIj;((li袴丸追踪 既IifIili文化財報告iIt第16巣

,'i木穴JI：逍跡 既Iiihli文化財報告t1F 第17集

四郎）L米ヶ谷遺跡 既前,ti文化財報作ilt 第18染

小郡市教育委員会

iil又地l幻．遺跡群v 小郡IIi文化財潟在報告111= 第106巣

R樟,1, の I•逍跡 5 小郡rli文化財消介報告;If 第171巣

横隈l・.1人r..tlllin跡5 小郡rli埋蔵文化財調在報告lf 第172渠
ー：．沢ハサコの宮逍跡IV 小郡iIi文化財調査報告片 第173集

}J武内畑遺跳5 • 6 小郡iIi文化財汎介報告lf 第174梨

西島迅跡6 • 7 小郡iii文化財溝介報告if 第177．集

ー：．沢宮ノ前遺跡2 小郡rli文化財潟査報告i'J= 第178集

て沢北中1¢遺跡3地．’・'i． 小郡Ili文化財調介報告1} 第179梨

ki呆胞碩追踪3 • 4 • 5 小郡ili文化財調査報告1t 第183集

で沢宮ノ1以遺跡小郡Ili文化財調在報告i’t 第185染

刈又地lメ：遺跳群田 小郡rli文化財潟介報告lf 第104媒

大崎遺跡 l 小郡I|i文化財謁介報告11f 第175巣
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大板井遺跡X¥'1!1 小郡市文化財調査報告書 第176集

大板井遺跡19 小郡市文化財調査報告害 第179梨

小郡市史編集委員会

小郡市史第 1巻通史紺（地理・原始・古代）

小郡市史第2巻通史樹（中世・近泄・近代）

小郡市史第3巻通史編（現代・民俗・地名）

小郡市史第4巻咬料紺（原始・古代）

小郡市史第 5巻脊料編〈中世・近世・近代）

小郡市史第 6巻賀料紺（現代・民俗・地名）

小郡市史第7巻贅料紺（年表・総索引）

筑紫野市教育委員会

大宰府条坊跡筑紫野市文化財調究報告許第75染

大牟田西遺跡筑紫野市文化財調査報告丼第76渠

原田第 1• 2 • 40 • 41号墓地上巻筑紫野市文化財調査報告柑第77菓

春日市教育委員会

伯玄社遺跡春日市文化財調査報告書第35梨

春H市埋蔵文化財年報 10 

大宰府市教育委貝会 玉川文化財研究所

大宰府・佐野地区遺跡群15 太宰府市の文化財 第65梨

太宰府市教育委員会

太宰府・佐野地区辿跡群16 太宰府市の文化財 第66梨

水城跡2 太宰府市の文化財 第67巣

連歌屋遺跡 l 太宰府市の文化財 第68梨

九州歴史資料館

九州歴史汽料館年報平成14年度

前原市教育委員会

多久JII流域の遺跡群前原市文化財調査報告許第79梨

釜塚古墳前原市文化財調査報告許第81梨

三裳•井原遺跡m 前原市文化財調査報告曹 第82梨

井原 1号瑣前原市文化財調査報告曹第83集

前原西町遺跡11 前原市文化財調査報告書 第84梨

高祖城前原市文化財調査報告書第85梨

古賀市教育委員会

主要地方道筑紫野古賀線改良工事関係埋蔵文化財調査報告曹 第1媒古賀市文化財調査報告書 第23渠

主要地方道筑紫野古賀線改良工事I関係埋蔵文化財調査報告書 第2集古賀市文化財調査報告曹 第24渠

六ノ坪・百田遺跡 l 古賀市文化財調査報告書 第26梨

川原西地区遺跡群第 1地点11 古賀市文化財調査報告曹 第25集

極田・杉ノ木遺跡 ーサンコスモ古墳建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告 その 1-

川原西地区遺跡群m 県道筑紫野古賀線工事に伴う埋蔵文化財調査報告 第3梨

極田・杉ノ木遺跡 ーサンコスモ古墳建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告 その 2-

鹿部田渕遺跡古賀市文化財調査報告書第33巣

馬渡・束ヶ浦遺跡 一古賀グリーンバーク造成工事に伴う埋蔵文化財調査概要報告一

那珂川町教育委員会

大牟田遺跡群那珂｝ll町文化財報告曹第60梨

片縄山古瑣群那珂川町文化財報告許第61梨

丸ノロ古墳群保存整備事業報告害

粕屋町教育委員会

戸原五寸田逍跡粕屋町文化財調査報告再第20染
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遠賛町教育萎員会

花園遺跡遠賀町文化財調在報告lf 第15巣

先ノ野遺跡遠竹町文化財調介報告古： 第16巣

若宮町教育委員会

原田遺跡群I 若宮町文化財調査報告占： 第17果

中遺跡群v 若宮町文化財調在報告内： 第18巣

小原古瑣群11 若宮町文化財調在報告11f 第19．集

稲築町教育委員会

沖tli古瑣公園整備事業報告朴・

北野町教育委員会

大城小学校校庭遺跡 福岡眼で井群北野町大字大城所在姐跡の調究

大刀洗町教育委員会

甜橋城跡 1 大刀洗町文化財調査報告11f 第24巣

i引橋城跡2 大刀洗町文化財調究報告:ill: 第25集

Ill隈中西又原遺跡大）J洗Ill［文化財閥介報告井第26梨

商田町教育委員会

竹海校束追跡 高田町文化財調介報告1} 第7巣

囲津町教育委員会

徳水川ノl:遺跡G地区 豊津町文化財調究報告lt 第28染

小笠原藩ili井）i役所跡股津町文化財調究報告lt 第29巣

新吉宮村教育委員会

宇野地区逍跡群v 新古祈村文化財調介報告lf 第16巣

佐賀県佐賀県教育委員会

占野ヶ里逍跡 平成2年9支～ 7年度の発掘調在の概要

吉野ヶ坦遺跡 H本倣大の環濠梨落跡

杉籠遺跡 一(ii[営古野ヶ里朕史公園整備に伴う埋蔵文化財調在報告lt1-

佐賀県内逍跡確認調査報告t':=20 佐買貼文化財謳H'f.報告1り 第151巣

佐質県内逍｝が確認調査報告m:21 佐買県文化財調介報告1f 第157菓

佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財調在報行iIt 15 佐釘貼文化財溝究報告内： 第133・集

牟出口遺跡佐fMi文化財調1t報閲If 第140梨

が上井逍跡上九郎遺跡薬師丸在本柳遺跡 l点l田遺跡佐f1ili文化財調在報告べ作 第141媒

佐賀iii埋蔵文化財確認謳I在報告=Uf-2000年度ー 佐賀市文化財講介報告:Hf 第142梨

梅白遺跡佐賀県文化財瀾究報告iIt 第154巣

古野ヶ里鉗］鐸 佐質県文化財調布報行lf 第152梨

中原逍跡

占野ヶ里逍跡 佐竹児文化財調在報告;1r 第156梨

麿津市教育委員会

唐津市内遺跡確認調査⑲ 店iltIli文化財調査報告こ内 第107巣

鶏ノ厖遺跡（I) 唐津市文化財調在報苫1f 第108巣

鶏ノ尾遺跡（2) 唐津ili文化財調介報告lt 第109巣

徳蔵谷遺跡（4) 唐津Ili文化財調介報内1f 第110集

101H引地追跡唐沖市文化財調査報告内： 第111染

烏栖市教育委員会

島栖の中肌W 一鳥栖の町づくりと瓶史・文化講座一

勝尼城下町遺跡保｛f整備甚本計画:;tr-

本行逍跡島栖市文化財調査報告書第51巣

妥父遺跡・四の坪遺跡 本村遺跡・原古竹遺跡 島栖市文化財調在報告{f 第52巣

蔵1-:.遺跡I .B栖市文化財調介報告lf 第58巣
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内精遺跡 ．I.:｝柄rli文化財溝1t報？i・i1ド 第59梨

蔵I鼻．遺跡II .B栖,ti文化財瀾ft報告占： 第60躯

蔵l．．遺跡II1 .!..W栖rli文化財消介報；’fi1!= 第61染

藤木逍跡 今泉逍跳．む栖rli文化財潟介報；，h界 第68梨

所熊111古tn群 ．！:~栖iii文化財調1t報；w:： 第69集

フケ遺跡神Ill迅跡内畑遺跡．！M和Ii文化財講在報告，lj: 第70染

江戸時代の心柄 ．f.W栖の町づくりと歴史・文化講座

江戸時代の．も栖II .,・:W栖の町づくりと歴史・文化講Hi

島栖の中IIt .B柄の町づく I)と歴史・文化講Hを

島栖の中lll:11 .fふ栖の町づくりと1駐史・文化講月；

島栖のIIIIItm .!：汁栖の町づくりと朕史・文化講廂

島柄の中IIl:w .fふ栖の町づくりと歴史・文化講Hを

東北芸術工科大学考古学研究室

甜安烹跡群 東北芸術lー．科大学名古学研究報；'f 第2ll}

lnll易地域の終:tlUJ古り11 東北芸術T．科大学考古学研究報告 第 1冊

佐賀県伊万里市教育委員会

加志Ill遺跡 Ill造寺退跡 伊｝i叫Ii文化財渇1f.報：片lt 第38梨

牛戻遺跡 伊Ji'Rrli文化財調ft報閲It 第47染

宮ノl揮It遺跡 {}t}illlrli文化114悩11f.報；’f,1}• 第43梨

佐賀県佐賀郡宮士町教育委員会

1年1→•町内逍跡発掘調ft報：’fi1f :.1と成7年1父～13年1支

中1lii逍跡 ll:,(: IllJ·、::i•H:‘も中1瓜 HI地建fがlり業 1関係｝lli磁文化財調在報告i't

神埼町教育委員会

西lll遺跡神埼町文化財i&I1輝げ噴第66果

船楳遺跡神埼II［文化財講介骰：＇咽第 67梨

荒坐l1遺跡11Iメ： 神崎IK［文化財晶濯船'i",1ド 第68梨

店小原遺跡11Iメ： 神埼町文化財調介報？i・，1:： 第69巣

馬郡遺跡illIメ： 神崎町文化財晶）介報；f,1f 第70染

利出柳逍耕 神崎町文化財瀾1t報；’fi1f 第71果

城Il;i•本松政跡 IIIメ： 神椅町文化財調1t報；’tlt 第72梨

馬郡追跡 神崎町文化財場ft報；'i・i1r 第73果

猿妖古柑群 神椅町文化財謁ft報；佑＇i: 第74染

化浦古In群 神崎町文化財漏ft報；佑'}• 第75集

八｛•て本’J．＼木逍跡 II [:>C: 神鮒町文化財調1t報；’t,1} 第76集

八fて本．，J.し木逍跡11メ： 神綺町文化財調1t報？t,It 第77染

尾崎上生逍跡161メ： 神崎Ill［文化lけ、逍ft報；'i・,1f 第78染

尾崎ー1：生追跳 神綺町文化財調1t恨；’i・,It 第79集

1lf{fl凩逍跡IllIメ： 神比祁町文化IIれ凋ft報；h,1:： 第80梨

小渕遺跡13［メ： 神鮒町文化財、凋1t骰；’ilf 第81集

佐賀県三田川町教育委員会

門 I杖逍趾； ：11j川町文化財調1t報；w:： 第4巣
li野ヶ！i!.遺跳 てUI川町文化114.i凋介報告・,It 第5梨

厳木町教育委員会

粕1..城跡l —獅—f城踪本丸発掘溝ft概報一

鎖西町教育委員会

:.1~野町逍跡（第 1l l:,(．．） 飢西町文化IH調介報：＇j・,1:： 第21．果

長崎県 長崎県松浦市教育委員会

llllll遺跡松浦,ti文化財消1Hil:h,1ド第12艇
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松浦I|iIJ、1逍跡確必燐北＇B2) 松浦Ili文化財晶介報告lf 第13集

松浦・今hijn跡松浦Ili文化財溝介報告;I}: 第14集
小船遺跡松nliIIi文化財、9月1t報；佑＇ド第 15集

松浦1|i内遺跡確認講1f.(3) 松浦Ili文化財潟査報告,!} 第16梨

lllLI1i’:j野逍跡松浦1|i文化財調介報；ti,It 第17巣

ド谷遺跳 松浦rli文化財潟介報Ph'F 第18集

松浦Ili内遺跡確品漏佗4) 松i伽Ii文化財調介報告i't 第19集

長崎県南品来郡南串山町教育委員会

妙見It 1+.itl¥lll川［文化財溝1f.報；’団：： 第5巣

長崎瞑屈島町教育委貝会

鹿島海底逍跡¥'l!I 鷹島町文化財調1t報1j・iIF 第7巣

鷹島海／9,!:追跡IX I.¥!t島l!IJ文化財調1t報告｝｝： 第8果

厳原町教育委員会

IKl史跡 矢I.f.lll古項群 ー保{f修FIPli架に伴う発掘消介一

熊本大学文学部考古学研究室

名古学研究衣報；＇； 第38果

熊本市教育委員会

池辺寺跡v

陳Illliい・:

島崎逍跡

熊本 Ili雌蔵文化財』凋1が,~ffi 第5り・

神水遺跡v

熊本 Il i}il蔵文化財発掘溝1t報；•j·集

八代市立博物館未来の森ミュージアム

松JI：文庫9所蔵古文，1：：調介恨；'r,1:: t 

菊池市教育委員会

木tlt-f•遺跡群 菊池,Ii文化財調代報内

熊本惧宇土市教育委員会

• j•: I：城跡（西l叫台） V -発掘調1t・保存然備れ業概報一

楼fIi阻跡ー第 7次調1t-

‘i・：＿l：城跡 (I！り悩lfr) V] ‘i・:J:L・埋蔵文化財消介報告i'ド 第24集

‘i•: ln1i史研究第2:3サ

歴史公園鞠智城・温故創生館

掬智城跡第23次』れ＇t報；片

旭志村教育委員会

Iiii畑遺跡 JI!!志村文化財；J11t報；’;• 第5集

伊坂東l!i逍跳旭志村文化財調1t報内第6染

古l村 l‘・遺跡 旭志村文化財19れ＇t報；'r第4果
栄ノ竺I勺遺跡旭志村文化財、悶ft報内 第7集

伊坂l．．ノ1fij且跡旭ぷ村文化II位峠報告第8巣

熊本惧益城町教育委員会

杉の久保逍跡 益城町文化財調1t報；Ii 第19艇

熊本惧球磨郡相良村教育委員会

西9以遺跡 相良村文化財潟イ汁11;1;- 第3染

野l以遺跡l -ftl良村文化財、渇＿ft報告 第4染

大分屎 大分呉教育委貝会

鈷木遺跡 大分L',し文化財潟ft報？h’t 第149拙

八坂の逍跡 I• II• 川 大分貼文化財調牡報告1'!= 第150甜
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fll泉第 1辿跡和泉第2遺跡東カヤノ原遺跡大分県文化財調介報1!i・l1f第151輯

J:松I治］遺跡大分県文化財調査報告押第152輯

禎遺跡 大分県文化財調査報告:jlf 第153糾

照湯遺跡 大分県文化財調査報告t1f 第154輯

又江遺跡 大分県文化財調査報告t1f 第155鉗

野村台遺跡大分県文化財調査報告i'「 第156輯

古出遺跡大分L［文化財謂査報告i’r第157刺
坂手前遺跡大分県文化財調査報告t1F 第158輯

寺畑遺跡 大分県文化財調査報告t1F 第159輯

大分の中IIt城館 第二集 大分児文化財謂在報告t1F 第160輯

大分の中枇城館 第三渠 大分県文化財謂牡報告i’f 第161輯

大分県文化財年報 11 

中津市教育委員会

沖代地IK条里跡福成・龍田地IX: 1Nlt城下町遺跡

殿町奥平係次郎屋敷跡 中津城本丸WI西1油iu 中沖市文化財調査報告 第30梨

ガラヌノ遺跡 中津市文化財調在報作 第3梨

幣旗邸古瑣 中津市文化財濶介報告11F 第4菓

石党池遺跡 中津市文化財濶査報告i1F 第28菓

停車場遺跡 中津市文化財調査報告itr第29巣
日田市教育委員会

H田条里飛矢地区 H田市埋蔵文化財調牡報告:;tf 第40梨

穴観•1布古瑣 H[IJ地区遺跡群発掘消在報{1i2 L~ 川市埋蔵文化財調介報i'tilr 第41集

吹 I:l lllf1地l必遺跡群発掘調査報告3 El田市埋蔵文化財調在報{t・t1F 第42梨

穴原遺跡 Illflili埋蔵文化財調介報告井 第43梨

大肥中村遺跡発掘調査概報

HIllili埋蔵文化財年報

求米里平島遺跡 H田市埋蔵文化財謁介報告iir第38梨
葛原遺跡 ll田市埋蔵文化財調査報告11F 第39集

佐伯市教育委員会

佐伯城・ド町遺跡 lll中家屋敷跡・竹1f1家屋敷跡

臼杵市教育委員会

特別史跡 臼杵磨崖仏（大H石仏）保｛f整備工事報告井

旦後忘田市教育委員会

払Ill鬼塚2号柑 豊後高田市文化財潤代報告11f 第8巣

荒尾・払田条里遺跡既後高田市文化財瀾在報告丼 第9梨

佐野地Iぷ遺跡発掘調査報告許既後高田市文化財謂査報告弗 第10梨

天念寺遺跡lリ頂坊地区 1次地点 既後甜田ili文化財調査報告内 第12梨

嶺崎地区逍跡発掘調査報告曹 既後高川市文化財調査報告1F 第11梨

大分屎立歴史博物館

既後國安岐郷の講査脊料紺

宇佐市教育委員会

別府・樋田前遺跡 公営住宅整備事業に伴う埋蔵文化財発掘潟介報告t1f

宇佐地lが遺跡群発掘調査概報XN 今年度i絹在の概要 高森城跡5次瀾代 法鏡寺廃寺跡5次調査

lllノ～ド横穴募中原遺跡上居屋敷遺跡神出遺跡別府遺跡

一般国道387サ道路改良工lltに伴う埋蔵文化財発掘調査報告柑

大分惧日出町教育委員会

El ti¥城（賜谷城）本丸跡 El ti¥ lllf文化財報告i1t 第4梨

野津原町教育委員会
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＂以遺跡 悲i牙圃場整備’It架里fil頃［西部地区に伴う埋蔵文化財発掘湖介報；IiiIt

三重町教育委員会

て1Ti．地l;,(．．逍跡跡群発掘湖介概報VII 内HI古項群 垣I勺遺跡

大分県緒方町教育委員会

Jt-. I・.条用逍跡 、1?•成 14年1虹，し営担い手＃成基盤呟備事業井K地［えに伴う埋蔵文化財発掘、退介恨；’j·;'f

九重町教育委員会

時代の旅人 ）い「（町文化財漏介報告 第24梨

失われた1釦；t ）しif（町文化財調1t報告 第25集

)Lifi.Iur脱史脊料館年報

末廣神社栖楼保存修理委貝会

大分県指定1i形文化財 *'l?i神社栖鳳楼保ff:修理1’．事報告{F

大分県日田郡天瀬町教育委員会

iOiiffi III追跡 （し1illl遺跡

大分屎三光村教育委員会

ー：．光村の遺跡 ：光村文化財調1t報告，Ii:（第4躯）

宮崎惧宮崎市教育委員会

史跡 ，l:_11古柑群 宮崎rli文化財，渇介報告占： 第54梨

宮脇第 2逍趾； 宮綺Ili文化財調1i:報告=.11: 第55巣

北中遺跡Ill 宮崎IIi文化財潤1t報告lt 第56染

宮崎県教育委員会

9F11.lc:14年1文 腹棠駐盤整備1,業に伴う発掘』ft概要報告，If

西都1J;i l7lり•項特別史跳西都／的暉群発掘叩釘報告lt第 4 集

西都IJ妬’j!{t群 発掘調代・保｛f笠備概要報告11}011) 

宮崎県日南市教育委員会

仮肥城跡 11 ltilli.l'I！蔵文化財調介報告i't 第3集

宮崎惧小林市教育委員会

栄果野逍跡 小林1liJ!I！蔵文化財調1i:報告iIt 第15集

広／廷遺跡 小林IIi雌蔵文化財調1i:報告,If 第16巣

宮崎県えびの市教育委員会

t,t刈LIi逍跡 えぴのiliμil蔵文化財講介報告1It 第39梨

如II北地l;,(．．姐跡群 えぴのili.fll1蔵文化財調査報告1ド第40巣

泊武町教育委員会

坂元追跡 ili武印I！蔵文化財調1t報；h,1}：第9集

l．．猪ノ/J;(逍跡一 l- ilt武IllJ.li！蔵文化財調介報告l-1ド 第10巣

，．．猪ノ9J'ぷ遺踪ー 2- ii'i武町埋I磁文化財調介報告i'ド 第11集

角 l•J以逍跡群 II i,’i武1lJ)が1！蔵文化財、潤介報告，I:：第4染

宮崎貼宮崎郡田野町教育委員会

甜野1！妬逍跡B • Cl;,(:(2) 田野町文化財調1i:報告1} 第45巣

~~j野／以追跡 B. ClX.(3) 1-H野町文化財品］1i:報告lf 第46集

廂村野地[;,(．．遺跡 IU野町文化財溝1i:報告•,It 第47梨

宮崎惧埋蔵文化財センター

粕It遺跡坂ノド逍跡宮崎児埋蔵文化財センター発掘調査報告，It 第65集

れ砧ヶ迫逍跡（第 2次潟1f.) 宮崎臥埋蔵文化財センター発掘讃在報告i1t 第66果

教J及遺跡栃Jや遺跡 大郎遺跡宮崎児埋蔵文化財センター発掘調1i:報かり： 第67集

l:ll!rt城窄堀跡 宮崎叩I！蔵文化財七ンター発掘調在報告，しし 第68梨

桑ノ木迅跡 宮比悧！間1l蔵文化財センター発掘潟査報告lt 第69梨

阿蘇l以l・・追跳 宮崎t闊i！蔵文化財センター発掘調1i:報告］り 第71集

瀬戸前 lり横穴岱 瓜生野村古項30サ（横穴募） 宮崎貼埋蔵文化財センター発掘品11f.恨？t，It 第72集

2003 

2003 

2003 

2002 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

1994 

2003 

2003 

2004 

2004 

2001 

2002 

2003 

1993 

2003 

2003 

2003 

2002 

2002 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

大分市埋蔵文化財調介年報 115 



祇園原遺跡 ｛ドII地l幻且跡第2地．’・'i． 宮崎児埋蔵文化財センター発掘 1•月介報；片，t}： 第73巣

布平遺跡； 古城逍跡 宮A料間[!_j磁文化財センター発掘潤1t骰；佑't 第74染

五ヶ村遺跡 ）＜野1!;{退跡 宮崎t1関lt蔵文化財センター発掘調1tt1i;ii·,1}• 第75果

東九州自絨li．道（都1丸～1}り都1iIl)関述 埋蔵文化財発掘晶l介汁糾'i・,Itlll i・・fi割似ll蔵文化財センター発掘謳11f.報ii;・iド

八幡逍跡宮崎り,し.JII滋文化財センター発掘，悶在報告｝ド 第70集

大府田[·J•お且踪 腹9ll地総合屹備'lt深に伴う埋蔵文化財発掘場ft船'i・,It

柊野第 1遺跳 悲i:t広域‘n·伐 l•t)地腹道整協1i業霧島北部 21Ul地 IX: 1 こf1；う雌蔵文化財発掘溝査報告{'}・

lll崎[・.ノ 9原第2遺跡 lll崎ドノl以第 1遺跡

i汲地）j逍宮崎島之l勺線ふるさとり1し追繁佃li繁に伴う雌蔵文化財発掘溝介報告、1fl

.i獨l寺第2追跳 東九州lt伽li近建設（都農ー西都lill)にftぅJil！蔵文化財発掘消介報告l1n

宮崎県三股町教育委員会

・そ股町l勺遺跡lll :ll類l文化1り報？t,＇t ．第5果

高城町教育委員会

町内遺跡発掘品）1f.f!l :'i・,1¥= II ,1':j城町文化財，凋在報？i,1ド 第11染

町内遺跡発掘溝1HU:'i・,1::m 1¥':i城町文化財，謂在報告｝｝： 第13染

様々野逍跳 ，:・:;城IIIJ文化財，J』ft報；＇i'，り： 第12染

宮崎県西諸県郡為原町教育委員会

腑粉111遺跳一古代逍梢．逍物紺ー ｛雑蹟l文化財溝1t骰；fi.,It 第10果

町内逍跡m ,ilill;i日［文化財',凋1t報告lf 第II染

宮崎県忘岡町教育委員会

永迫第2逍跡 i:j Iii)UIIllh磁文化財，•関1t報告，It 第25染

捐IIII遺跡甜l笛llll頂Il蔵文化財調代報；1;，1:：第26巣

梅木田追跡 甜I削illl1J狸I磁文化lH晶I1t報告lt 第27梨

甜岡町内遺跳＼団 t:il治）lll9Il蔵文化財晶1t報告占： 第28果

小田元第2選跡 社il凶11HI.JIIl蔵文化財調介報告占： 第29果

宮崎県東臼杵郡東郷町教育委員会

八ツ111遺跡 東祁町文化財、凋1t報告内： 第7巣

lこ野原遺跡 東祁町文化財，逍1t報；佑'f 第6梨

広瀬W追跡 東祁Ill［文化財，遇1t骰；片，I}：第3巣

鹿児島限鹿児島市教育委員会

鹿児島rli埋蔵文化IH確設．発掘品）1t恨；1i・,1J: lfil児島rli埋蔵文化1り発掘、・し11汁IH1;・,'ft39)

出水市教育委員会

六反ヶ丸逍跡 ：II水IliH[II浚文化IIi発掘調牡報告11f⑬

鹿児島県立埋蔵文化財センター

三角IllI逍跡 (P地．’・'i.) /.It児島貼ヽ 9f.Jllt蔵文化財七ンター発掘，iれ1汁糾＇t,収 1$

叫野／以遺跳 匪児島t’か＇ぽ l！蔵文化財センター発掘湖牡報？fltt17i

垂水•宮之城l..ii lt家Jせ敷跡 9鹿児島貼ヽt埋蔵文化財七ンター発掘沿1t報；佑'::t18

市ノ原遺跡 9鹿児島瓜9浪I!.蔵文化財七ンター発掘溝介骰；＇i'， Ittl!i,

犬ヶ原遺跡 9鹿児品児ヽ .,がit蔵文化財七ンター発掘湖介報；’iltm
鍋尼遺跡 廊児島県ヽ 9f.Jllt/；［文化財センター発掘調1t報；1Ur51)

l：野原迅跡 猟児島tしい＇リ It蔵文化財センター発掘溝1t船＇噴認

'廿Ill追跡・猿1;1遺跡 l龍児島貼I'ぼIU磁文化財センター発札Ili}i11ttIU't,It5:i

中原遺跡廂児島t’か'f..tり［蔵文化財センター発掘調1t報；f,＇柘 1)

森遺跡・ 1'1金原逍跡 猟児島l,し.1びit蔵文化財センター発掘湖1tfli;’i-i’}65

前畑逍跳 廂児9．． 闘，し、．f．埋蔵文化財センター発掘調1i:報＇li,1}宅心

楠元・城ド追跡 鹿児島貼ヽ r.Jllt蔵文化財七ンター発掘謁介報；知りも？
lllノ脇遺跡・{i坂遺跡・西1以追跡 鹿児島児ヽ ．f.埋蔵文化財センター発掘逍1t報；ti,1悴咽

武A・ B • Cj且跡 9鹿児島貼ヽ．f．Jlll蔵文化財センター発掘調1t報；t;・，1J:Ci!l
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城ヶIt遺跡 I 廂児島県立埋蔵文化財七ンター発掘潟1汁糾';"i1}•OO

l：ノ原逍跡 廊児島県立埋蔵文化財センター発掘溝1tHi:’ilf63

甜篠坂遺跡・永磯遺跡 施児島県立埋蔵文化財センター発掘渇ft報；’i"i'粕ll

鹿児島県垂水市教育委員会

宮ノlVI遺跡lf(田逍跳 垂水市埋蔵文化財発掘調介報：Wi:6

横近遺跡 垂水rli埋蔵文化財発掘講介報告11!=2 

松元町教育委員会

松Illl以遺跡松元町埋蔵文化財発掘調介報ilj・、1}(5)

鹿児島屎郡山町教育委員会

湯J村l瓜遺跡 郡11,町埋蔵文化財発掘調介報ifj-;lf(2)

常盤l以遺跡 郡111 町埋蔵文化財発掘調介報告•II f(3)

日囲郡日吉町教育委員会

2003 

2003 

2003 

2002 

1997 

2003 

2003 

2003 

桟敷ヶ原遺跳 農地環境整備巾業（扇尼地lえ）に伴う雌蔵文化財発掘潟牡報告11f 2002 

原l」遺跡 1鳩碁幹異道整備事業（吉利地Iえ）にfI；う雌蔵文化財発掘，．峠報告11f 2003 

加治木町教育委貝会

御里烹跡 加治木町埋蔵文化財発掘講介報行i1f4 2003 

鹿児島惧苔於郡大隈町教育委員会

船代遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘潟介報告i1f(9) 1997 

炭床 l逍跡 大隈町埋蔵文化財発掘講介報告11r(l(j 1997 

西I}i段n遺跡 大隈町雌蔵文化財発掘調介報？i"11::0~ 1997 

宮lll追跡大隈町埋蔵文化財発掘溝査報告i1ド(l3 1997 

1••f l岡遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘講介報告iiド(1,1) 1997 

陣之尤追跡・笠木遺跡・前田外戸堀遺跡・i1l風呂ガlll遺跡・船久保遺跡・川巾遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘調介報)1( i1f(l~ 1997 

東馬場遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘調ft報告1f(1り 1998 

1i1J井ヶ追逍跡 大隈町埋蔵文化財発掘調1i:報告";IJ=(lg 1999 

迫川遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘溝査報告lf(l9 1999 

II 輪城（恒古城）跡大隈町埋蔵文化財発掘潟牡報；Ih収~ 2000 

16ノ迫遺跡・吹切段辺跡・松ヶ迫田遺跳・長迫遺跡・ 1やr.111逍跳．JI：手lll遺踪 大隈町埋蔵文化財発掘調介報告'i'f~l) 2000 

久保崎1V遺跡 その 1 k隈町埋蔵文化財発掘講介報；’i,'や2l 2001 

Il・：戸lll遺跡・大久保段遺跡・屋敷段遺跡・今塚段遺跡・ Hヶ杖逍跳． 1i'・馬段遺跡・桑木畑遺跡・火ノ迫遺跡・

石牟礼段遺跡・党ノ迫逍跡・ 1：穴遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘溝在報行t氾l 2001 

ll輪城跡II 大隈町埋蔵文化財発掘調介報；'.・i1f姻 2002 

久保崎IV遺跡 その 2 大隈町埋蔵文化財発掘諜11f.報；Itli:23 2002 

萩原遺跡・tliヶ久保遺跡 その 1 大隈町雌蔵文化財発掘，湖介恨；'i"i'fM 2002 

JI・：戸,,,逍跡・大久保段遺跡・屋敷段逍跡・今塚段遺跡・ Hヶ塚逍跳． h'・馬段遺跡・桑木畑遺跡・火ノ迫遺跡・

石牟礼段遺跡・党ノ追退跡・ l：穴遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘調介報告Pr切 2002 

JI・・直([I逍跡・大久保段遺跡・屋敷段逍跡・今塚段遺跡・ Hヶ塚遺跡・ 1i'..I，i}段遺跡・桑木畑迫跡・火ノ迫遺跡・

石牟礼段逍跡・常ノ迫道跡・―l：穴遺跡 大隈町狸蔵文化財発掘調査報告:;~t:(7) 2000 

II輪城跡 大隈町埋蔵文化財発掘溝究報告ilt姻 2003 

西之1な1遺跡 l 大隈町埋蔵文化財発掘調在報告iIf四 2003 

II叩 lll逍跡・大久保段遺跡・屋敷段遺跡・今塚段遺跡・ llヶ塚遺跡・'i'・馬段遺跡・桑木畑遺跡・火ノ迫遺跡・

石牟礼段遺跡・党ノ迫遺跡・上穴遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘函査報告11tOO 2003 

萩I以遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘溝在報告i1tGil 2003 

久保崎1V遺跡 大隈町埋蔵文化財発掘調介報；’;,lfC34 2003 

広ilt田城跡 l 大隈町埋蔵文化財発掘調介報；Ii,1}凶 2004 
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2．定期刊行物・図録等

福島県福島県郡山市教育委員会

企仙i11し 郡1llを掘る 財団法人郡lilr間1l蔵文化財発掘講介事業団設1.f.209,Ifl年1記念

財団法人いわき市教育文化事業団

いわき rli教ff文化＂業団研究紀要 第12サ

茨城県筑波大学歴史・人類学系

筑波大学先史学・考古学研究第14サ

千葉県財団法人 山武郡市文化財センター

文化財かわら版第14サ

東京蔀文化庁株式会社ぎょうせい

文化1i゚｝）報、1}Jり• 特梨：平成15年1文の文化行政の爪点的な取紺

文化li°ll報5}l り• 特集： n本映伸it1f'I:をll指して

文化li:}JHi6}l り• 特集：文化ポランティアをしてみませんか

文化l i:J 1 様 7 月り• 特梨：文化と科学技術の激合ー文化削造最前絲ー

文化1WI報8月サ特巣：文化芸術教ffの推進

文化Ii'J I 報 9 月り• 特梨：地域の文化拠．I．’i

文化叩l 報 10月り• 特巣： l関西からの文化発ii.

文化lrll tti ll JI り• 特艇：文化的屈観の保没

文化9rll fii l2 fl り• 特果： I＿1本文化のliill深発{,i

文化1i:JiHi l JIサ

文化li°}]報2月サ

文化li'}l報3]]サ特染： lIil語）JのliIll．．について

文化庁 第一法規出版株式会社

}ll:ll文化財 4 

}ll1J文化財 5 

月 l••ll 文化財 （i 

月HI文化財 7 

月l1J文化財 8 

月l1J文化111' 9 

ll l:l]文化財 10 

月fll文化財 11 

Jj l.4J文化財 12 

Jll1J文化財 l 

月Pl文化財 2 

月 1••IJ文化財 3 

（松ジャパン通信情報センター

文化114発掘ll',-t情報 4 ［咎頭グラピア） III梨貼鰍町鰍沢iIIrit跡

文化財発掘tltt•情報 5 （巻頭グラピア］広島県 ＝．次Ili 野稲Iti古Jft 

文化財発掘tltt梢報 6 ［巻頭グラピア］愛緩児今治市別名端谷 l遺跡

文化財発掘IIil:.梢報 7 【巻頭グラビア］群馬児子持村字ilt野・イi瀬遺跡

文化財発掘IILI：梢報 8 （を頭グラビア）長崎児 佐世保iii l11liiiJ遺跡

文化財発掘1HI：情報 9 （巷頭グラピア）滋ft児 大津rli Ii Iノ神逍跳

文化財発掘lltl:h’i報 10 （巻頭グラピア］長野児 佐久rli 後家111遺跡

文化財発掘liiKh'i報 11 （咎頭グラピア］奈良県 甜取lllf サ•楽乾城古.tft

文化財発掘II|I．：梢報 12 ［巻頭グラピア］ 1ktt県 ｝占il打li Il源退跡

文化財発掘Ilit情報 l （巷頭グラピア） Ill形児 殴城町 111形城跡

文化財発掘tli上情報 2 ［を頭グラピア） 111梨児明野村諏訪IJ;(遺跡

文化財発掘tli_l：梢報 3 （巷頭グラピア）麻111児氷見,Ii IIPJ/6島IlIAl ;;..ttt 
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東京都柳町敬直

考古f汗l• 大観 l 弥生・古瑣時代 1ー．器 I

日本城郭史学会

城邪史(i]f究 2003年23サ

文化庁文化財部記念物課

森林水廂沼に関連する文化的屈観の保品に関する湖1f.研究（恨；'i-)

小学館

考古：仕料•大観 3 

考古：tt料•大観 6 

財団法人伝統文化活性化国民協会

伝統文化No10

文化庁文化財部建造物課

登録イi形文化財建造物H緑

早稲田大学考古学会

古イt 第11:!サ

古代第111サ

財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団

わが1Klにおける地域の伝統文化

株式会社吉川弘文館

戦国の地域（ヰ（家 II本の時代史12

世田谷区立郷土資料館

111:111谷の絵馬

社）日本ユネスコ協会連盟編

lit界遺廂 ユネスコlit界遺産200'1 古代ギリシャ

東京都埋蔵文化財センター

打科Fl録13

宮山県財団法人 宮山惧文化振興財団埋蔵文化財関査ま務所

麻Ill名古学研究紀＇災•第 6 サ

200:1 

2003 

2003 

2003 

2003 

200'1 

2()03 

2003 

2002 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

麻11ll\,!•ポランティア埋蔵文化財保護活動 'li架発掘体験溝I4; ,if lll し＼し文化l紀代1141•ll Jl lli哉文化財発掘，凋代報；，；• 第21梨

2003 

200:1 

石川県

鉛9もIi,Ii史かなざわ第9サ

鉛JもIi史紺さん委tl会金沢rli史

鉛凡Ii史 ；ft料糾5 近Ill:三（家IlI)

金沢,ti史 ：tt科紺IO 近世八

福井県福井県美浜町教育委員会

佐柿の家9せと家並み

愛知県名古屋大学文学部

名古J科大学文学部 研究品巣146 史学49 J5古学ikhil] 第18集

南山大学人類学博物館

屁J:;tt料I'Xlik家iじ製品と少数民族i令t科 人煩学博物館紀要 22 

財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

財l、Il法人瀬｝irliJIRj凌文化財センター企111Jj/1{|’XIふkiI―.} i時代の災浪烹

三重県津市埋蔵文化財センター

埋文センターニュース

松坂市教育委員会

宝塚，1叩の源流を求めて 大和・河内と伊勢の埴恰

はにわ館

松坂市・松坂市教育委員会

200:~ 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2004 

200:1 

200:~ 

2002 

2002 
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令Ii.Iの船形植輪 松坂rli制施行70周年記念特別展

関東の埴輪と宝塚古柑 まつりの移り変わり

鈴鹿市考古博物館

発掘されたlk)府

近畿・東海のlぷ]lf.f

弥＇I:時代のイi器

発掘された鈴廂2002

縄文と弥生の！Ill

磯111鉗鐸の時代

文字比を考える

滋賀哄滋賀県教育委員会

安I：城;tt料染 l 滋fi l,t•中近 11'-·城郭関係：hやl艇 l

滋賀県安土城郭調査研究所

研究紀要第9サ

京都府 文化庁文化財部

文化財l関係担：り行都道,m＼駅が連絡先一笈
京都市考古資料館

リーフレット以都

京都市歴史責料館

点砿li！ほ史脊料館紀‘災• 第19サ

角南聡一郎

大陸系廿鉗］器校倣＿t製把r:、・！：命館大学考古学溢果Ill
同志社大学歴史資料館

lIi)志t1：大学歴史;ti料館館報第6サ(2002年I文）

考古学に歴史を謡む 時代がかわる時・迅跡を，i'1:み柑<.lllfi器時代から中IIl：まで

大阪府 商槻市立しろあと歴史館

発掘された植輪群と今城塚古柑

尼崎市教育委員会

逍跡分布地IヌI及びf引き

大手前大学史学研究所

大和iij大学史学研究所紀要 第 lサ

大手前大学

海峡をこえる技術の交流 第2!IIl大手前）ぐ学・蔚111科学大学提槻学術シンボジウム

奈良県 奈良市教育委員会

•I;•城点跡tltk叩F I：器叶I• 1 （第分Ill}) 仮凡IiJI I！蔵文化財瀾化センター:tt料•r-:o. 3 

・ド城J;itが出上！、！、いfl：器ft料.I （第二分1冊） 奈良 rl iJI I！蔵文化財、，J北’tセンター:;t村•l\o.4

令lKI古代文字:f汗I・文献［月牡結果・覧

助元興寺文化財研究所

元輿—ヽ『発掘

応腺、炉文化財研究

奈良国立博物館

ll•: it院展

11•：介院展

Il・:fr院展

奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター

雌蔵文化財ニュースlll ffili逍跡整備状況

JII！蔵文化財ニュース112 2001年度 埋蔵文化財l関係紐il•：行料

JII！蔵文化財ニュース11:! 環境考古学3 大J~！は孔灯ifH格 l文l滋
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全国史跡整偏市町村協謹会串務局

2003 令史協会恨 ‘l;•成 14 年／虻 令I")史跡呟備市町村協議会

財団法人 元興寺文化財研究所

元oo-.If文化lり研究

#11),社の版木

鯨興寺文化財研究所 元興寺文化財研究所民俗文化財保存会

尤興炉文化財研究所 研究報告2002

帝塚山大学考古学研究所

帝塚Ill）ぐf名古学研究9祈研究報；片V

奈良大学文学部文化財学科

文化財学恨第―:I·•果

奈良県立播原考古学研究所

テーマ「II中の名古学」 ー5• 6111：紀のlkll芥交流一

考古学溢牧樅ll；渇古学研究所紀要

考,,渇・紺糾牧 第26111} 橿原考古学研究所紀＇災

,'i'陵第11()り・

,'iI浚第111サ

飛．！．．滋料館印1:・輪

和歌山県財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

発掘物,llt2003（速報展＇）ーフレット）

島根県 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

発掘物ilt 総果紺

島根県教育委員会

増補改，i[ 島根貼追趾；地l~I I 

岡山県 岡山理科大学 r岡山学」研究会

備前焼を科学する ～窯はなぜ移動したか～

備前焼を科学する ～窯変・形態．iiti直一

叩判I -流域を科学する一

岡山県 藤沢一夫先生卒舟記念論文集刊行会

既前の「i'ii和系 1Jl.11~ ii1:丸瓦」小抒 — +1lll揺6 、ヤと鼎水lit．サの 1L­

亀田修一

渡米人の名1i学

岡山理科大学「岡山学」研究会

備 1iiI焼を利•;f：する

吉備古建築修復資材詞査検討委員会

i'iHii地域における恰皮の，9月介

広島県財団法人 東広島市教育文化振興串業団

文化IIれ溢究第2染

山口県 下関市立考古博物館

研究紐災第 7サ

愛媛県愛媛県埋蔵文化財関査センター

紀要愛緩 第3り・ il肝愛緩児.lilt蔵文化1Hi&l1tセンター研究紀＇災

愛媛県歴史文化博物館

えひめ発掘物，ilt ～発見のIt/史と近年(/),•↓il1t 1成果一

西(IりIii]の縄文文化

福岡県埋蔵文化財糾査室

研究紀＇災

北九州市教育委貝会

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2003 

2004 

2003 

2003 

2003 

2003 

2001 

2001 

2002 

2002 

2003 

2002 

2001 

2002 

2003 

2003 

2002 

2001 

2003 
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北九州rli埋蔵文化財分布地1i1（八幡西(){_)

七隈史学会

U衷史学第K．り・

九州大学大学院人問環埠学研究院都市・建築学部門 出口研究室

追踪情報と都rli梢報の解，：，・しから活川ヘ シンボジウム品文巣

福岡県 九州・沖縄水中考古学協会

N E W S L E T T E R Vol. 5 

わたつみのタイムカプセル 九州・沖縄水巾考古学協会 第2[ii)学術シンボジウム

NEWSLETTER 九州・沖縄水巾考古学協会会報 通巷18サ

久留米市埋蔵文化財センター

まいぶん久留米 久留米rli雌蔵文化財センターi』{,t

筑紫野市歴史博物館

筑紫野の指走文化財

太宰府市文化ふれあい館

）ぐ如f.frli文化ふれあい餅i年紐 第6サ

九州歴史資料館

研究論果28

文明のクロスロード もう・つの悌l!I文化・済州島

佐賀県烏栖市教育委員会

島栖の歴史とィi造文化 ．I，:W栖の町づくりと脱史・文化講H;

天理大学考古学研究室奈良

古’Ii 天理大学考古学研究衣紀没i 第7iflt 

天理大学文学部考古学・民俗学研究室

芳古学と民俗学とのふれあい 天理大学考古学・民俗学I，'I攻の紹介

熊本駄株式会社思文閣

• J ; J l花

熊本県熊本大学文学部

｛り1鮮半島系渡米文化の伝幡・将及とh長系滸変動の比較研究

熊本県熊本19iV熊本博物館

熊本博物館館報 No. 15 熊本卜り物館501彫i勺記念

熊本県新熊本rli史編纂委H会

r1i史研究 くまもと 舷終サ・新熊本ili史紺慕'Ji凍完J長記念特梨 第14サ

新熊本rli史別紺第てを年表・索り1

新熊本rli史通史紺第lILI在近iltII

新熊本rli史通史紺第しを近代rn

大分県 大分県立先哲史料館

史料館研究紀要

坂ノ市地区郷土史愛好会

1'1水郎祁lT4J209lfl年記念特巣り・

大分県立先哲史料館

大友水・,1(-i毎からみた中111：豊後～

大分市大在地区文化財同好会

.,紐成15年1文）＜佐）卜 第21}}• 

別府市

別1(.frli誌第 1荏

別9(frIiit第2巻

別J{.frli誌第3谷

大分県立歴史博物館
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研究紀＇災 、1

•. r・年の妓勅 弥4:.I •・ ：器の Ill：昇

三浦梅団沼料館

玄，ih l l本にお｛rる知，：故l．．学の先駆ilりA峰＇i（I．．） （ド）

宮崎限窮仇’叫 111,}iili教fi委u会
飯J見の町並み保｛（：

/jt児島児 lJt児島り，し立JIIl祓文化I!4七ンター

縄文の森から

200:i 

2003 

2002 

1998 

200:l 
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》
》
》

文化財愛護シンボルマーク

ひろげたiIbi手のひらのパターンによって。 ll
本建築の．［i．要な要索である斗棋（ますぐみ）

のイメージを表し、これを;・つ頂ねることに

よって、文化財という民族の遺産を過去、現

在、未米にわたり永遠に伝承していくという

愛護精神を象徴したものです。

（昭和41年5月26FI決定）
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